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独
立
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
形
成
の
当
初
か
ら
妥
協
の
産
物
と
し
て
も
ち
こ
ま
れ
て
き
た
資
本
主
義
と
奴
隷
制
、
自
由
労
働
と
奴

隷
労
働
と
い
う
原
理
的
対
立
は
、
西
漸
運
動
の
展
開
過
程
の
う
ち
で
重
大
な
政
治
問
題
と
し
て
拡
大
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
南
部

奴
隷
制
綿
作
の
西
漸
の
限
界
の
到
来
に
よ
る
南
北
の
政
治
バ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
な
い
し
崩
壊
の
予
想
を
契
機
と
し
て
、
南
北
戦
争
と
し
て

決
着
を
つ
け
ら
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
当
初
の
予
想
を
こ
え
て
一
八
六
一
年
か
ら
六
五
年
に
わ
た
る
長
期
戦
と
な
っ
た
こ
の
戦
争

は
、
北
部
の
工
業
力
、
海
運
力
の
優
位
と
南
部
経
済
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
へ
の
一
面
的
依
存
性
の
ゆ
え
に
、
当
然
に
北
部
の
勝

利
に
帰
し
た
が
、
そ
れ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
最
大
の
戦
争
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
経
済
が
資
本
主
義
世
界

に
お
け
る
重
要
な
そ
し
て
特
異
な
地
位
を
占
め
て
い
た
た
め
に
、
内
外
に
お
け
る
戦
争
の
影
響
は
重
大
で
あ
っ
た
。
以
下
戦
争
の
ア
メ

リ
カ
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
北
部
と
南
部
に
分
け
て
論
じ
、
最
後
に
こ
の
時
期
の
経
済
政
策
上
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

本
稿
は
、
今
後
に
予
定
し
て
い
る
南
北
戦
争
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
経
済
発
展
の
分
析
１
１
独
占
形
成
過
程
に
か
な
り

焦
点
を
し
ぼ
る
が
、
同
時
に
よ
り
広
い
震
を
も
含
め
る
ｌ
の
一
瓢
で
あ
る
．

南
北
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
経
済

佐
々
木
隆
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ア
メ
リ
カ
経
済
史
に
お
い
て
も
南
北
戦
争
は
し
ば
し
ば
一
一
つ
の
世
界
大
戦
に
比
較
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
規
模
な
戦
争
で
あ
っ
た
。
戦
時

の
財
政
支
出
の
国
民
総
生
産
に
対
す
る
比
率
は
、
南
北
両
方
を
含
め
れ
ば
、
二
次
大
戦
時
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
一
次
大
戦
時
よ
り

（
１
）

（
２
）

は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
労
働
力
に
占
め
る
軍
隊
動
員
数
の
比
率
も
、
ピ
ー
ク
の
比
較
で
、
南
北
戦
争
時
は
両
大
戦
の
中
間
に
あ
っ
た
。

当
時
の
国
民
総
生
産
の
統
計
に
含
ま
れ
る
非
商
品
経
済
部
分
が
後
年
に
比
し
て
か
な
り
大
き
か
っ
た
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
き
、
南
北

戦
争
争
の
資
源
へ
の
負
担
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

ま
た
、
南
北
戦
争
が
内
戦
で
あ
り
、
部
分
的
に
西
欧
を
媒
介
と
し
て
存
在
し
て
い
た
北
部
と
南
部
の
か
な
り
緊
密
な
分
業
関
係
が
戦

争
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
た
結
果
も
忘
れ
え
な
い
。
北
軍
に
よ
る
海
上
封
鎖
と
南
部
の
経
済
自
給
化
に
よ
り
、
当
時
の
最
も
重
要
な
工
業

原
料
た
る
南
部
綿
花
が
西
欧
の
み
で
な
く
北
部
に
と
っ
て
も
利
用
し
え
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
北
部
農
工
業
に
と
っ
て
の
南
部
市
場
の

閉
鎖
と
と
も
に
、
北
部
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
ま
た
、
北
部
の
対
西
欧
輸
入
超
過
を
、
対
南
部
輸
出
超
過
に
よ
っ
て

得
た
南
部
の
対
西
欧
綿
花
輸
出
代
金
に
よ
っ
て
支
払
う
と
い
う
戦
前
の
決
済
ル
ー
ト
も
、
南
部
の
分
離
と
綿
花
輸
出
の
停
止
に
よ
っ
て

（
３
）

崩
壊
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
打
撃
は
戦
争
経
済
の
中
で
、
一
方
で
は
軍
需
の
増
大
に
よ
る
市
場
拡
大
、
代
替
的
原
料
の
追
求
に

よ
っ
て
、
他
方
で
は
外
国
為
替
変
動
に
よ
っ
て
緩
和
な
い
し
調
整
さ
れ
た
が
、
し
か
し
い
わ
ば
正
常
な
分
業
関
係
の
崩
壊
と
よ
り
劣
悪

な
分
業
関
係
の
形
成
に
よ
る
経
済
的
損
失
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
で
は
両
大
戦
時
の
ア
メ
リ
カ
よ
り
む
し
ろ
深

刻
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
当
時
の
生
産
力
水
準
の
低
さ
と
内
戦
に
よ
る
物
的
損
失
を
考
慮
す
る
と
き
、
南
北
戦
争
の
経
済

的
負
担
が
両
大
戦
に
比
較
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

他
方
、
南
北
戦
争
で
は
後
の
大
戦
と
異
な
り
戦
時
経
済
統
制
は
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ
ず
、
基
本
的
に
は
自
由
経
済
下
の
戦
争
遂
行
と

１
南
北
戦
争
の
直
接
的
結
果
（
北
部
）
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表１国民総生産，人口’労働力の成長率（年率，％）

839－４９

849－５§

859－６［

Ｍ】

】』
r1

L｣

､1

1｣

P可

、DHT

939/41-4［

総生産は1961年のドルで示した実質の成長率である。

Ｓ・Kuznets，“ＮｏｔｅｏｎｔｈｅＰａｔｔｅｒｎｏｆＵ・ＳＥｃｏｎｏｍｉｃＧ】･owth，,，

Ｒ、Ｗ・ＦｏｇｅｌａｎｄＳ・LEngermaned.,TheReinterpretationofAmerican

EconomicHistory，1971,ｐ、１８，ＴａｂｌｅＬ

な
っ
た
。
い
で
う
ま
も
な
く
当
時
の
圧
倒
的
な
農
業
の
比
重

と
小
規
模
工
業
支
配
の
下
で
は
、
統
制
の
物
的
基
盤
が
存
在

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
内
戦
に
よ
る

政
治
権
力
の
弱
さ
の
た
め
に
生
じ
た
公
債
、
特
に
政
府
紙
幣

の
増
発
へ
の
過
大
な
依
存
と
い
う
制
約
も
あ
っ
て
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
を
北
部
に
お
い
て
も
両
大
戦
時
よ
り
激

化
さ
せ
た
。
南
部
で
は
六
一
年
一
月
か
ら
六
五
年
四
月
ま
で

に
卸
売
物
価
は
実
に
九
二
倍
に
な
っ
た
が
、
北
部
で
も
ピ
ー

（
４
）

ク
の
六
五
年
一
月
ま
で
そ
れ
は
一
一
・
三
倍
ま
で
上
昇
し
た
。

自
由
経
済
下
の
戦
争
経
済
は
む
し
ろ
経
済
に
悪
影
謬
を
及
ぼ

し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
み
な
状
況
か
ら
て
、
さ
ら
に
当
時
の
ア
メ
リ
カ

経
済
が
後
年
よ
り
も
潜
在
成
長
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら

み
て
、
近
年
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
見
解
、
南

北
戦
争
が
少
く
と
も
短
期
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
を（
５
）

促
進
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
を
抑
制
し
た
と
い
う
主
張
は
、

割
合
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

今
そ
の
点
を
や
ふ
祥
し
く
述
べ
る
と
、
表
１
の
ラ
フ
な
推

年 総生産 人口 労働力
人口１人当
D総生産

労働力１人
当り総生産

1839-49

1849-59

1859-69

1869－７９

1878/82-88/92

1888/92-98/02

1898/02-08/12

1908/12-18/2２

1918/22-1929

1929-39/41

1939/41-48/52

1948/52-59/6１ ｊ４ＰＯｑ〉－０九□１４『１〈Ｕｑ〉庁』庁Ｉ凡を、凸ｑ）Ｑ〉０】旬ＩｎＵ【ｌくじＱＪｎｊＤ】ｏ曰
■■■●

□。■●■●■●４４１４３４３２３１４３
【Ｉ〔ろ句Ｉ色１

，）、）句ｌ』ｏ岸０勺しｎ〉ｑ〉
ＦＤ１－〈Ｕ〈Ｕ

旬１棟、〈ｂｎＵｎ⑪ｎ色４岳刑上
。■□■

●●●●●□■●

３３２３

２２２１１１１１妬帥妬印灯測胡汀
１９９３１０３３●●０■

●●０■□●●●

３３２２

２１１１１０１１
００９６

４０３８９２４０
１８３５

４２７０４６８５
●●巴●

■●■●●ひ０■

１１０２

１２１１２０２１
４１８８

００１３１５３３
６７０８

０５０５６１８０
●●●、

■■●０●●●●

０１０１

１１１１２０２２
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表２物的生産部門における付加価値（実質）とその増加率

ツ

B３９１１－ｎ９４

B４９１１１ｉ

8７９１５３０４

９J１J［

３０９１１７－１９０(４ビ

、（［ＥＵ１ｑｌリ１，２IJC

J6４

付加価値は1879年価格による。カッコ内は当該年までの10年間の増加率％であ
る。1869,1929年の労働力の二つの数字のうち，上はそれ以前と，下はそれ以後と

比較しうるものである。
Ｒ・EGallman，“COmmodityOutput01839-1899,,，NationalBureauoI

EconomicResearcll，StudiesinlncomeandWealth，ｖｏＬ２４，Ｔｒｅｎｄｓｉｎ

ＡｍｅｒｉｃａｎＥｃｏｎｏｍｙｉｎｔｈｅＮｉneteenthCentury，1960,ｐｐ、１６，１９．

計
に
よ
る
国
民
総
生
産
（
実
質
）

生
産
の
増
加
率
は
、
南
北
戦
争

を
含
む
一
八
六
○
年
代
に
は
、

一
九
三
○
年
代
の
大
不
況
を
除

き
、
一
八
四
○
年
代
以
来
の
最

低
と
な
っ
て
い
る
。
六
○
年
代

後
半
は
戦
争
か
ら
の
回
復
が
み

ら
れ
る
か
ら
、
戦
争
中
の
総
生

産
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
か
っ

た
と
み
る
ぺ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、

六
○
年
代
の
増
加
率
の
異
常
な

低
下
は
、
一
面
で
は
戦
争
に
よ

る
労
働
力
の
喪
失
、
移
民
流
入

の
減
少
の
結
果
と
し
て
生
じ
た

労
働
力
増
加
率
の
減
少
に
よ
っ

て
説
明
さ
れ
る
が
、
よ
り
多
く

る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
十
年
毎
の
総

の
年
成
長
率
の
統
計
に
み
ら
れ

年次 付ｶﾛ価値
(百万ドル）

人口

(百万人）
人口１人当り付
加価値（ドル）

労働力
(百万人）

労剛力１人当り
付加価値（ドル）

1839

1844

1849

1854

1859

1869

１８６９

１８７４

１８７９

１８８４

１８８９

１８９４

１８９９

1909

1919

１９２９

１９２９

１９３９

１９４９

1,094

1,374

1,657(52）

2,317<69）

2,686(62）

3,271(23）

4,297

5,304(62）

7,300(70）

8,659(63）

10,258(41）

11,751(36）

17,190(46）

21,449(25）

32,964(54）

33,487（２）

51,217(53） ｊｊｊｊＪ１ｊｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ６６６７６６５３１１５６７５３３３２２２２２２２１１
１くくくくくくくくくＩくｌくＩ１２２４５９１３７１６１４５１０７●■●■●●●０，ＣＤ●■①●●■７０３７１９５０６３９６２６３２１１２２２３３４５５６６７９０２３５１１１１

6４

６８

71(11）

85(24）

85(20）

82(-4）

9５

105(29）

129(35）

137(30）

147(15）

154(13）

186(21）

201（８）

268(33）

254(－５）

338(33）

１Ｊｊ

ｊＪ１Ｊ１ｊｊｊ３９８８９３２７
８２９３３１

３２１１

くくｌ

く！くくくくくく

５

２

１７６９
６

５００６１７５

０

０

０ｏ０
Ｄ

Ｄ

●●●●●●●

４６

８９９２
６

９３５５５４６

１

１

１２２２２２２

244

268(10）

330(23）

337（２）

339

413(22）

523(27）

602(15）

748(24）

858(15）

1,285(50）

1,311

1,358（４）

1,935(42）
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表３部門別付加価111〔（実質）とその増加率
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付加価値は1879年ドルによる実質の数字である。

６９年の二つの数字のある場合，上はそれ以前と，下はそれ以後と比較しうるもの
である。上段のカッコ内は榊成比％である。GalIman,ｏｐ・Cit.，ｐｐ､24,26,30,31,
42.
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０３

９３

・く

・く

・く・く・く
・く

・く

・く

０

０

１２２
３

５

６

２Ｊ

０Ｊ

１Ｊ５Ｊ３１
７Ｊ

７５

９９

２６８１７０
５７

・８

’７

’７，７・７
・６

３１

４く

６く６く６く
８Ｉ

７Ⅲ０１

Ｊ１６く

５９００１

ｊ６５く

２１２

202

240

251

256

303

318

358

９

２

５９

９

４

０２

３

５

６５
１２５

７０４
１

０８６９９

409

455

662

597

576

694

656

622

1839-49

1849-59

1859-69

1869－79

1879-89

1889-99

2６１１３８

5１８８

５１←、１１５２２
114

118

126

5９

152

7６

２６

８２

112

5１ Ｒ）Ｐｂｎ回くじ〈、勺ＬＡ丹（ろ、⑪Ａ組』、っ１ ２７０７９８３２１２１ ８８７６６８８５４５４３
５

９１

５

９１

５

２１３７８１５７３２４２６１ １６０１１４１２
５５

６２３８６３１１１４
９

ｉ年次
付加価値（百万1ピル） ｲ『業人’百１１

（百万人）
有業人口１人当り
付加価値（ドル）
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表４北部，南部別の付加価値(質実）

北 部 南 部

|聯
農業l鉱工業|合計 農業|鉱工業|合計人IzI1人当

り付加価値
（ドル）（百万ドル）

薊で副~r5７

(百万ドル）

639

477

738

７４．８

81.5

105.8

1860 ７１

５７’

100,

710

534

838

77.7

47.6

61.5

1870

1880

1.246

1'８６１ 蝋|;灘
10年間の増加率(％）

９

３０

1860-70

1870-80 i:|詞:！
－３０

５７

-20

７５

－２５

５７

-39

２９

１月79年価格による。なお表３に含まれている建設はこの表には含まれていない。

Ｓ、Ｌ，Engerman，‘`ＴｈｅＥｃｏｎｏｍｉｃｌｍｐａｃｔｏｆｔｈｅＣｉｖｉｌＷａｒ，'，Exploration

inEntrepreneurHistory，SecondSeries，vol、３，１９６６，ｐｐｌ８０，１８１．

は
労
働
力
当
り
の
総
生
産
の
減
少
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

表
２
は
国
民
総
生
産
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
含
ま
な
い
物
的
生
産
部
門

に
つ
い
て
の
統
計
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
で
は
国
民
総
生
産
統
計
よ
り
信
頼

度
が
高
い
が
、
こ
こ
で
も
類
似
の
変
化
が
読
み
と
れ
る
。
実
質
で
の
付
加
価

値
の
十
年
毎
の
増
加
率
は
、
総
額
で
も
ま
た
人
口
な
い
し
有
業
人
口
一
人
当

り
で
も
、
一
八
六
○
年
代
は
一
九
三
○
年
代
に
次
ぐ
低
率
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
に
は
表
４
に
示
す
よ
う
な
南
部
の
産
出
の
絶
対
的
減
少
の
影

騨
が
あ
り
、
表
２
と
表
４
を
並
べ
て
み
る
と
、
北
部
の
六
○
年
代
の
付
加
価

値
総
額
の
増
加
率
は
全
国
の
一
八
九
○
年
代
と
一
九
一
○
年
代
を
上
ま
わ
り
、

人
口
一
人
当
り
の
付
加
価
値
総
額
の
増
加
率
で
は
一
次
大
戦
を
含
む
一
九
一

○
年
代
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
次
大
戦
時
と
同

（
６
）

様
に
戦
争
の
経
済
成
長
に
対
す
る
否
定
的
影
響
は
否
め
な
い
。

部
門
別
に
み
る
と
（
表
３
，
４
）
、
戦
争
の
否
定
的
影
瀞
は
南
部
で
は
全
体
に

き
び
し
い
が
、
北
部
で
は
農
業
よ
り
工
業
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
六
○
年

代
の
北
部
農
業
の
生
産
の
増
加
率
は
、
発
展
の
著
し
い
五
○
年
代
七
○
年
代

の
全
国
の
農
業
の
増
加
率
に
や
や
劣
る
の
み
で
あ
る
が
、
工
業
は
北
部
で
も

増
加
率
は
小
さ
く
、
表
３
に
示
す
全
期
の
中
で
も
最
低
の
十
年
間
と
な
っ
て

い
る
。
労
働
力
一
人
当
り
の
付
加
価
値
の
上
昇
率
を
み
る
と
、
資
料
の
信
頼
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度
の
よ
り
少
い
建
設
は
別
と
し
て
圧
倒
的
に
北
部
中
心
の
工
鉱
業
で
は
六
○
年
代
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
で
も
必
ず
し
も

高
い
率
で
は
な
い
が
、
南
部
農
業
を
除
け
ば
生
産
性
上
昇
は
か
な
り
の
率
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
六
○
年
代
後
半
を
除
き
南
北
戦
争
期

の
み
を
推
測
す
れ
ば
南
部
は
農
業
中
心
に
生
産
の
激
減
と
な
り
、
北
部
で
も
工
業
生
産
の
増
加
が
あ
っ
た
と
し
て
も
わ
ず
か
だ
っ
た
ろ

（
７
）

う
し
、
北
部
農
業
の
生
産
増
加
も
後
述
の
よ
う
に
少
な
か
っ
た
。
生
産
性
変
化
は
工
業
で
は
低
下
し
た
と
み
一
つ
る
し
、
農
業
で
も
六
○

年
代
の
生
産
性
上
昇
は
む
し
ろ
戦
後
期
に
集
中
し
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
考
察
は
統
計
自
身
の
信
頼
度
に
一
定
の
疑
問
も
あ
る
か
ら
ラ

フ
な
考
察
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
全
体
と
し
て
、
既
に
交
通
革
命
を
媒
介
と
し
て
か
な
り
急
速
な
展
開
を
み
せ
て
い
た
ア
メ
リ
カ

資
本
主
義
の
発
展
を
戦
争
は
一
時
的
に
抑
制
し
た
と
い
え
よ
う
。

北
部
の
工
業
統
計
も
ほ
ぼ
同
様
の
事
態
を
示
す
。
既
に
確
立
し
て
い
た
最
大
の
近
代
的
工
業
た
る
綿
工
業
は
綿
花
飢
僅
に
よ
っ
て
壊

滅
的
打
撃
を
う
け
、
綿
花
消
費
は
四
分
の
一
ま
で
低
下
し
、
代
替
部
門
と
し
て
の
羊
毛
工
業
が
異
常
に
拡
大
す
る
も
の
の
、
繊
維
産
業

全
体
の
生
産
減
少
は
大
き
か
っ
た
。
鉄
工
業
で
も
銑
鉄
生
産
の
増
加
は
あ
る
が
、
輸
入
減
少
に
よ
り
消
費
は
増
え
ず
、
レ
ー
ル
以
外
鉄

製
品
の
生
産
も
ほ
と
ん
ど
増
加
せ
ず
、
現
代
の
戦
争
と
異
な
り
戦
争
に
よ
っ
て
重
工
業
化
が
促
進
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
五
○
年
代

に
顕
著
な
前
進
を
み
せ
た
部
品
互
換
に
よ
る
工
場
制
機
械
工
業
（
軽
量
兵
器
、
農
業
機
械
、
ミ
シ
ン
、
時
計
等
）
や
、
そ
の
機
械
の
利

用
に
よ
る
消
費
財
産
業
の
工
場
制
工
業
と
し
て
の
発
展
（
ミ
シ
ン
利
用
に
よ
る
製
靴
、
衣
料
生
藤
等
）
は
、
軍
需
な
い
し
農
業
関
連
を

（
８
）

中
心
に
か
な
り
発
展
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
平
時
に
比
し
て
特
に
著
し
い
発
展
と
は
い
』
え
な
か
っ
た
。
工
業
諾
部
門
別
の

労
働
生
産
性
上
昇
を
別
の
資
料
で
み
て
も
、
六
○
年
代
は
ほ
と
ん
ど
の
部
門
で
他
の
時
期
に
劣
っ
て
お
り
、
ま
た
六
○
年
代
の
工
業
の

（
９
）

技
術
や
産
業
組
織
面
の
変
化
は
前
後
の
十
年
間
に
較
べ
て
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
工
業
の
固
定
資
本
投
資
は
統
計

的
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
軍
需
部
門
、
羊
毛
工
業
等
の
一
部
を
除
き
量
的
に
も
著
し
く
は
な
く
、
質
的
に
は
む
し
ろ
安
易
な
、
有
機

的
構
成
の
高
度
化
を
余
り
伴
わ
な
い
拡
大
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
戦
争
に
よ
る
経
済
撹
乱
、
労
働
力
の
不
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セント

２２

2０

冬
1８

1６

１４

1２

指数
18010

|〉 160８

140６

120

100

8０
1860１８７０１８８０１８９０１９００１９１０

賃金は時間当りの平均賃金収入である。１８９０年に断点があるのは前後の資料が
異なるためである。生計費指数は１８９０年を１００とする。実質賃金は1890年のド
ルで示している。

Ｃ、Ｄ・Ｌｏｎｇ，ＷａｇｅｓａｎｄＥａｒｎｉｎｇｓｉｎｔｌｌｅＵｎｉｔｅｄStates，1860-1890,Ａ

ＳｔｕｄｙｂｙｔｈｅＮ．Ｂ・ＥＲ.，1960,ｐ、１５３，Appendix，TableA-11；

Ａ・Rees，ＲｅａｌＷａｇｅｓｉｎＭａｎｕｆａｃｔｕＴｉｎｇ，1890-1914,ＡＳｔｕｄｙｂｙｔｈｅＮ．
Ｂ･ＥＲ・jl961Dp、４．Ｔａｂｌｅｌ



１０９南北戦争とアメリカ経済
足
と
質
の
悪
化
（
特
に
当
時
の
技
術
水
準
の
も
と
で
の
熟
練
労
働
の
補
充
の
困
難
）
、
軍
需
と
超
過
需
要
に
基
づ
く
、
少
く
と
も
名
目
的

な
利
潤
の
増
大
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
戦
争
経
済
は
超
過
需
要
と
供
給
抑
制
に
よ
る
ブ
ー
ム
的
状
況
を
も
た
ら
し
な

が
ら
も
、
工
業
の
実
質
的
成
長
に
は
大
し
て
貢
献
し
な
か
っ
た
。

工
業
の
こ
の
よ
う
な
状
態
を
反
映
し
て
、
北
部
の
工
業
労
働
者
の
経
済
状
態
は
戦
争
中
か
な
り
悪
化
し
垣
も
ら
ろ
ん
、
軍
事
動
員

と
超
過
需
要
に
よ
り
雇
用
機
会
の
増
大
と
名
目
賃
金
の
上
昇
が
生
じ
た
が
、
こ
の
イ
ン
フ
レ
下
で
は
両
大
戦
時
と
異
な
り
時
間
当
り
名

目
賃
金
の
上
昇
は
物
価
上
昇
に
か
な
り
お
く
れ
、
問
題
の
あ
る
資
料
な
が
ら
実
質
賃
金
は
六
○
’
六
四
年
に
二
八
％
も
の
低
下
と
な
っ

た
（
図
１
）
。
ま
た
、
同
じ
く
問
題
の
あ
る
資
料
な
が
ら
実
質
賃
金
の
国
際
比
較
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
み
ら
れ
た
英
米
の
実
質
賃

（
皿
）

金
ギ
ャ
ッ
プ
は
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
》
元
全
に
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
に
な
る
。
こ
の
賃
金
上
昇
の
お
く
れ
は
基
本
的
に
は
労
働

生
産
性
の
低
下
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
外
に
も
第
一
に
、
戦
費
調
達
の
た
め
の
租
税
収
入
が
関
税
と
内
国
消
費
税
の
増

税
に
か
た
よ
り
、
そ
れ
が
労
働
者
の
購
入
品
価
格
を
高
め
る
こ
と
を
通
じ
て
消
費
者
か
ら
政
府
へ
の
所
得
の
移
転
を
も
た
ら
し
、
実
質

賃
金
の
切
下
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
外
国
為
替
が
国
内
物
価
以
上
に
上
昇
し
て
輸
入
品
の
相
対
的
割
高
、
交
易
条
件
の
悪
化

（
ｕ
）

と
な
っ
た
こ
と
、
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
軍
事
動
員
さ
れ
な
か
っ
た
労
働
者
も
、
雇
用
機
〈
云
の
増
大
に
よ
る
利

益
は
あ
っ
た
も
の
の
、
生
活
水
準
の
か
な
り
の
引
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
工
業
以
外
の
労
働
者
に
も
共
通
す
る
と

（
昭
）

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
連
で
戦
後
蓄
積
の
要
因
と
な
る
く
り
の
べ
需
要
に
つ
い
て
一
一
言
し
て
お
け
ば
、
一
般
に
戦
時
期
に
み
ら
れ
る

大
衆
消
費
の
抑
制
に
よ
る
現
金
資
産
な
い
し
公
債
投
資
の
増
大
と
、
戦
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
流
動
的
資
産
の
処
分
に
よ
る
購
買
力
と
し

て
の
発
動
は
、
こ
の
戦
争
で
は
両
大
戦
時
に
比
し
て
か
な
り
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
消
費
く
り
の
べ
の
可
能
性
の
大
き
い
耐
久
消

費
財
の
普
及
の
欠
如
と
戦
時
統
制
の
欠
如
も
同
様
の
方
向
に
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
後
述
の
よ
う
に
そ
の
他
の
階
層
で
は

購
買
力
の
く
り
の
べ
は
大
き
い
が
、
労
働
者
自
身
の
一
般
消
費
財
で
は
全
体
と
し
て
は
限
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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表５農地開拓面穣の内訳と農業投彊的労働投入

総艤輔（

獺|その他|合計|詔劉離|灘|その他|合 鑑iＷ
9．１１４８．８１１９

４８－７１９Tｌ 【ｌＵ４と［】ＩⅢ。

５ＩＣ

農民男子労働に占める農業投資的労鋤の比率は，農業投資関連の年平均労働投入

(マンイヤー）の各1o年間の推定を，前後のセンサス年における成人男子労働力数

の平均で割ったものである。

開拓面積は,Ｍ､Ｌ､Primack,"LandClearingundertheNineteenth-Century

Techniques:SomePreliminaryConclusions,,,JournalofEconomiCHistory，

ｖｏＬＸＸⅡ，1962,ｐ、４９７，Appelldix，Table２．

その他は，Ｍ・LPrimackⅢ“FarmCapitalFormationasaUseofFarm

LaborintheUnitedStates,1850-1910",JournalofEconOmicHistory,voL

XXVI,1966,ｐｐ､350-1,356,Table１，３により計算した。

農
業
に
お
い
て
も
工
業
と
同
様
に
、
南
北
戦
争
前

の
特
に
五
○
年
代
の
発
展
は
大
き
か
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
第
一
次
農
業
革
命
は
五
○
年
代
に
本
格
的
に
開
始

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
鉄
道
の
西
漸
と
農
産
物
の
全

国
的
国
際
的
市
場
の
本
格
的
形
成
を
前
提
と
し
て
、

ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
周
辺
ま
で
の
穀
倉
地
帯
の
商
業
的
農

業
の
発
展
が
本
格
化
し
、
内
外
の
比
較
優
位
の
見
地

か
ら
合
理
的
な
毅
作
と
肉
畜
の
少
数
作
物
に
集
中
し

た
農
業
発
展
が
み
ら
れ
、
ま
た
西
部
の
労
働
力
不
足

と
土
地
条
件
に
よ
り
適
合
的
な
農
業
機
械
化
の
発
展

も
五
○
年
代
か
ら
本
格
化
す
る
。
こ
れ
ら
は
周
知
の

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
農
業
革
命
と
関
連
し
て
よ
り

十
分
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
点
は
プ
レ
ー
リ
ー
農
業

の
特
殊
な
意
味
で
あ
ろ
う
。

鉄
道
の
西
漸
に
よ
っ
て
、
五
○
年
代
末
か
ら
の
農

業
開
発
の
中
心
は
東
部
、
中
西
部
の
森
林
地
帯
か
ら

プ
レ
ー
リ
ー
、
プ
レ
イ
ン
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表

５
の
左
半
分
に
示
す
よ
う
に
、
六
○
年
を
境
に
し
て

1o年間

開拓面積（百万
エーカー，％）

木拶 その他 合計
その他
の比率

農民男子労働に占

雛艤彌餉労

農地
開拓

農地
建設 その他 合計

農地開拓の
ための労働
投入（百
万マンイヤ
ー，マンイ

ヤー）

総計

1850年代

1860年代

1870年代

1880年代

1890年代

1900年代 ７５３６０４の□●●●０９９９８１２３１４２３２ １４７７１６Ｐ■●●●Ｃ９９８５１１１４５４５ ８９０３１０□□■■巳５８８８４２４４３９８７７ ９００６７０１５５６５７ １０６３０９●●００９□１４６３３１
１

２２５５４０■■■●■●４３１１１３ １４８７８４■■０●●●１０００００ ４６９４１３０●Ｑ●００６７８５５５
１

３０３６６８●●●●●●４２４２２１ ７２４０６４８５４３３２０００００００■‐、■●●００００００
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図２農産物のｲⅡ対価格， 1800～1960
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森
林
以
外
の
農
場
開
拓
の
比
重
が
著
し
く
ふ
え
て
い
る
が
、
そ

れ
は
南
部
よ
り
も
主
に
北
部
の
農
業
西
漸
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

農
業
の
処
女
地
開
拓
が
大
鐵
の
資
本
コ
ス
ト
－
と
い
っ
て
も

必
ず
し
も
金
銭
的
コ
ス
ト
を
伴
わ
ず
、
多
く
を
農
民
の
自
家

労
働
に
依
存
す
る
資
本
コ
ス
ト
で
あ
る
が
ｌ
を
伴
な
う
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
、
プ
レ
ー
リ
ー
以
西
で
は
森
林
地
帯
に
比
し
て

農
地
開
拓
に
必
要
な
労
働
は
単
位
面
樹
当
り
一
割
以
下
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ら
か
み
て
こ
の
変

化
は
重
要
で
あ
っ
た
。
ラ
フ
な
推
計
な
が
ら
同
じ
表
５
の
右
半

分
を
み
る
と
、
成
人
男
子
農
民
の
年
間
労
働
全
体
に
占
め
る
農

業
投
資
的
意
味
を
も
つ
労
働
投
入
の
比
率
は
、
五
○
年
代
で
は

一
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
投
資
的
労
働
の
中
で
は
農
地
開

拓
が
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
新
開
地
で
は
こ
の
比
率
は
い

っ
そ
う
高
く
な
り
、
森
林
地
帯
で
は
と
り
わ
け
そ
う
で
あ
っ
た
。

六
○
年
代
以
降
投
資
的
労
働
の
比
率
は
顕
著
に
低
下
し
、
中
で

も
農
地
開
拓
の
た
め
の
労
働
の
低
下
が
大
き
い
。
そ
れ
は
も
ち

ろ
ん
六
○
年
代
と
八
○
年
代
以
降
の
開
拓
面
積
の
減
少
に
よ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
開
拓
面
積
（
エ
ー
カ
ー
）
当
り
の
労
働
役

/,Ⅱ '
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（
、
）

入
の
低
下
が
主
因
で
あ
り
、
後
者
は
主
に
平
担
な
草
原
の
開
拓
の
相
対
的
増
大
と
い
う
地
理
的
条
件
の
変
化
に
よ
る
ｊ
ｂ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
変
化
は
、
農
家
労
働
力
の
多
く
の
部
分
を
固
定
資
本
投
資
へ
の
利
用
か
ら
解
放
し
て
本
来
的
な
農
業
生
産
に
集
中
せ
し
め
る
こ
と

に
な
り
、
ま
た
農
業
生
産
に
占
め
る
資
本
コ
ス
ト
の
低
下
と
農
場
開
発
の
懐
妊
期
間
の
短
縮
を
も
た
ら
し
、
需
要
増
加
期
の
農
業
生
産

の
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
を
大
幅
に
緩
和
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
ほ
ぼ
一
八
六
○
年
を
境
に
農
産
物
の
相
対
価
格
の

短
期
的
変
動
の
パ
タ
ー
ン
が
変
化
し
、
以
前
の
三
○
年
代
や
五
○
年
代
に
み
ら
れ
る
好
況
期
に
お
け
る
農
産
物
価
格
の
相
対
的
上
昇
の

継
続
と
不
況
期
に
お
け
る
そ
の
低
下
と
い
う
明
瞭
な
。
ハ
タ
ー
ン
が
く
ず
れ
、
よ
り
短
期
的
な
変
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
い
く

つ
か
の
要
因
に
よ
る
と
は
い
え
、
右
の
農
産
物
供
給
の
弾
力
性
の
増
大
が
一
因
で
あ
二
処
・

ま
た
、
プ
レ
ー
リ
ー
農
業
は
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
も
商
品
経
済
へ
の
依
存
の
商
い
も
の
と
し
て
発
展
し
た
。
プ
レ
ー
リ
ー
で
は
そ

れ
以
東
の
農
民
の
季
節
的
遊
休
労
働
の
利
用
と
し
て
な
さ
れ
た
土
地
開
拓
、
そ
の
結
果
生
産
さ
れ
た
木
材
の
販
売
と
い
う
現
金
収
入
の

道
が
な
く
、
農
場
蔵
藷
や
燃
料
と
し
て
必
要
な
木
材
の
自
給
も
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
農
業
開
発
労
働
の
減

少
に
よ
る
直
接
的
農
業
生
産
へ
の
集
中
は
、
農
業
と
森
業
と
の
自
然
結
合
を
解
体
し
、
農
業
技
術
改
良
の
た
め
の
農
業
機
械
購
入
の
増

大
、
少
数
農
産
物
へ
の
集
中
と
あ
い
ま
っ
て
、
磯
家
の
自
然
経
済
依
存
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
商
品
経
済
的
環
境
へ
の
包
摂
を
促
進
し

大
、
少
数
農
産
坐

た
の
で
あ
《
罐
。

さ
て
、
こ
の
．

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
農
業
革
命
の
渦
中
に
勃
発
し
た
南
北
戦
争
は
、
南
部
市
場
の
閉
鎖
や
一
般
の
不
況
に
よ
り
当
初
は
農
業
の
不
況

を
も
た
ら
し
た
が
、
折
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
。
ハ
の
大
凶
作
と
ア
メ
リ
カ
の
豊
作
の
一
致
に
よ
り
、
六
一
－
六
三
年
の
巨
大
な
輸
出
（
五
○

年
代
か
ら
ひ
き
つ
づ
く
小
麦
輸
出
増
大
の
増
幅
の
み
で
な
く
、
新
た
に
本
格
化
す
る
コ
ー
ン
、
肉
類
、
酪
農
品
の
輸
出
の
増
大
）
が
生

じ
、
不
況
か
ら
の
脱
出
は
農
業
の
方
が
工
業
よ
り
す
み
や
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
軍
事
動
員
の
負
担
を
相
対
的
に
多
く
受
け
、

農
業
生
産
ば
や
』
低
下
し
、
全
期
で
の
生
産
増
加
は
決
し
て
大
き
く
な
か
つ
趣
・
馬
と
労
働
力
の
軍
事
動
員
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
生
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表６農地開拓の地域別動向（百万エーカー）

雛ｉｆ鞭
北

岬辨塒癖鋸辨辨
１
１
１
１
１
１

控il-ffI-ill

i1il
q31９，２

８
９
０
３
１
０

６
０
●
●
●
●

蛆
犯
兜
拠
氾
別

４
３
５
２
８
８

■
句
●
●
●
●

１
７
４
７
７
８

２
３
２
２
２

上の地域区分は，北東部はニューイングランドと北部大西洋岸にあたり，南西部
はミズーリ，オクラホマ，テキサス，南部はほぼその他の南部を含む。中西部は東
北中部と西北中部にあたり叶極西部は山岳地方と太平洋岸の諸州である。なお地域
区分については注19をも参照されたい。

ＭＬ・Primack，“LandC1earingundertheNineteenth-CenturyTechni‐
ques，，，ｏｐｃｉｔ.，ｐ、４９７，ＡｐｐｅｎｄｉｘＴａｂｌｅ２．

産
が
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
他
方
で
は
農

場
に
お
け
る
家
畜
の
減
少
、
農
場
改
良
の
中
断
等
の
艇
業
資
本
の
い
く
つ
ぷ
し
と

い
う
代
価
を
伴
な
っ
て
Ｌ
趣
・
も
つ
と
も
農
業
機
械
の
普
及
、
特
に
収
穫
行
程
で

の
そ
れ
が
、
労
働
力
不
足
と
農
家
収
益
の
増
大
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
も
否

定
は
で
き
ま
い
が
、
そ
れ
も
決
し
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
と
は
い
え
ず
、
五

○
年
代
か
ら
ひ
き
つ
づ
く
傾
向
を
戦
争
が
大
幅
に
増
幅
し
た
と
も
い
え
な
い
。
戦

争
は
工
業
に
お
け
る
以
上
に
農
業
に
お
い
て
機
械
化
に
対
す
る
抵
抗
を
打
破
し
、

労
働
節
約
的
機
械
へ
の
関
心
を
異
常
に
高
め
た
と
し
て
も
、
機
械
供
給
力
の
限
界（
岨
）

も
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
は
む
し
ろ
戦
後
に
も
ち
こ
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

岐
後
に
、
農
業
投
資
の
面
で
は
上
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
争
は

直
接
的
に
は
そ
れ
を
抑
制
し
、
農
業
西
漸
を
も
む
し
ろ
抑
制
し
た
で
あ
ろ
う
。
表

（
⑱
）

６
の
よ
う
に
、
△
ロ
衆
国
全
体
の
新
農
場
開
拓
は
六
○
年
代
に
減
少
し
、
西
部
で
は

増
加
し
た
が
な
お
少
な
く
、
そ
れ
も
六
○
年
代
後
半
に
集
中
し
た
と
み
る
べ
き
だ

ろ
う
。
ま
た
、
一
般
に
農
民
は
農
産
物
価
格
の
上
昇
の
た
め
に
農
場
抵
当
債
務
な

ど
を
容
易
に
返
済
し
え
た
し
、
抵
当
信
用
に
投
資
し
て
い
た
銀
行
や
生
命
保
険
会

（
釦
）

社
も
余
裕
資
金
を
増
大
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
戦
時
好
況
下
の
農
民
の
収
益
の
増

大
や
農
業
投
資
の
減
少
が
、
農
家
債
務
の
減
少
と
直
接
間
接
の
公
債
投
資
の
増
大

の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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戦
時
中
の
投
資
の
停
滞
は
交
通
部
門
や
住
宅
、
都
市
建
設
に
明
瞭
に
み
ら
れ
た
。
交
通
面
で
の
南
北
戦
争
期
の
変
化
は
、
国
際
海
運

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
決
定
的
後
退
と
鉄
道
建
設
の
停
滞
で
あ
っ
た
。
前
者
は
戦
時
中
の
船
舶
の
外
国
へ
の
販
売
の
激
増
を
契
機
に
し

て
生
じ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
海
運
の
後
退
は
既
に
五
○
年
代
に
始
ま
っ
て
い
た
。
一
方
で
は
木
造
帆
船
か
ら
鉄
製
蒸
気
船
へ
の
転
換
に
よ

っ
て
、
木
材
の
豊
富
さ
と
い
う
利
点
の
減
少
と
鉄
工
業
の
お
く
れ
の
た
め
に
造
船
業
の
国
際
的
優
位
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
他
方
で
は

労
賃
上
昇
に
よ
る
海
運
コ
ス
ト
の
国
際
的
割
高
が
感
じ
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
趣
。
一
九
世
紀
中
葉
の
海
陸
両
面
で
の
交
通

革
命
の
進
展
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
鉄
道
建
設
に
よ
る
内
陸
開
発
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
危
大
な
鉄
と
労
働
力
の
吸
収
と
あ
い
ま

っ
て
、
海
上
に
お
け
る
優
位
を
は
島
国
イ
ギ
リ
ス
に
明
け
渡
す
と
い
う
方
向
を
と
り
つ
つ
あ
っ
た
。

南
北
戦
争
期
に
は
軍
需
に
よ
る
造
船
の
活
況
は
あ
る
も
の
の
、
も
は
や
五
○
年
代
の
ピ
ー
ク
に
は
は
る
か
に
及
ば
ず
、
海
運
面
で
は

戦
争
は
歴
史
的
傾
向
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
促
進
し
た
。
国
内
運
輸
で
は
、
五
○
年
代
に
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
西
部
河
川
の
運
輸
の
鉄
道

競
争
に
よ
る
後
退
が
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
の
閉
鎖
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
以
前
の
南
北
ル
１
ト
に
代
り
鉄
道
経
由
の
東
西
ル
ー
ト
の
運
輸

・
ハ
タ
ー
ン
が
確
立
し
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
以
東
の
不
統
一
な
鉄
道
網
の
統
一
が
促
進
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
争
経
済
下
で
は
鉄
道
の
西
漸
は
抑

制
さ
れ
、
鉄
道
投
資
も
五
○
年
代
に
較
ぺ
て
は
る
か
に
少
な
い
。
鉄
道
運
輸
は
か
な
り
増
加
し
、
建
設
く
り
の
ぺ
と
あ
い
ま
っ
て
鉄
道

会
社
の
収
益
は
少
く
と
も
名
目
的
に
は
顕
著
に
増
加
し
た
が
、
異
常
な
コ
ス
ト
上
昇
な
い
し
資
材
の
不
足
の
た
め
、
新
建
設
は
も
と
よ

（
理
）

り
更
新
投
資
さ
え
抑
制
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

鉄
道
と
同
様
に
資
本
形
成
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
住
宅
建
築
も
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
。
戦
争
に
よ
る
都
市
人
口
の
増
加
の
抑

制
の
影
響
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
戦
争
に
よ
る
家
族
形
成
の
抑
制
、
実
質
賃
金
の
低
下
、
レ
ン
ト
の
長
期
契
約
に
よ
る
固

定
性
等
の
結
果
の
家
賃
上
昇
の
一
般
物
価
上
昇
に
対
す
る
お
く
れ
と
、
建
設
コ
ス
ト
の
急
上
昇
と
が
主
因
で
あ
ろ
う
。
貸
家
所
有
者
は

イ
ン
フ
レ
の
負
担
を
か
な
り
背
負
う
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
住
宅
建
設
の
く
り
の
べ
は
こ
こ
で
も
貸
家
所
有
者
の
抵
当
債
務
の
減
少
を
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
投
資
部
門
で
は
工
業
以
上
に
新
投
資
が
抑
制
さ
れ
、
投
資
く
り
の
べ
と
利
潤
と
が
戦
費
調
達

手
段
と
し
て
の
公
債
発
行
の
直
接
間
接
の
資
金
源
と
な
り
、
戦
時
経
済
に
一
般
に
み
ら
れ
る
民
間
債
務
の
相
対
的
減
少
と
政
府
部
門
の

対
民
間
債
務
の
増
大
と
い
う
現
象
が
戦
時
統
制
の
不
在
の
下
で
も
イ
ン
フ
レ
過
程
を
通
じ
て
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
の
戦
後
蓄

積
と
の
関
連
は
次
稿
に
分
折
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

以
上
、
北
部
を
中
心
に
戦
争
の
直
接
的
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
戦
争
経
済
は
一
方
で
戦
時
経
済
特
有
の
不
均
衡
を
も
た
ら
し
、

戦
後
蓄
額
の
方
向
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
他
方
で
経
済
成
長
を
む
し
ろ
抑
制
し
、
全
体
と
し
て
は
五
○
年
代
か
ら
の
革
新
の
多
く
を
む
し

ろ
抑
制
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
戦
争
の
打
撃
は
南
部
に
お
い
て
は
る
か
に
大
き
く
、
こ
こ
で
は
戦
争
に
よ
る
経
済
荒
廃
の
上
に
奴

隷
制
の
解
体
が
生
じ
、
長
期
的
に
も
大
き
な
変
化
を
伴
っ
た
。
次
に
そ
の
点
を
考
察
し
よ
う
。

（
鱈
）

Ｊ
ｂ
刊
ｂ
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
三
大
戦
争
の
ピ
ー
ク
の
年
に
お
け
る
財
政
支
出
の
対
国
民
生
産
比
を
比
較
し
て
お
こ
う
。
南
北
戦
争
で
は
ピ
ー
ク
の
六
五
会
計
年
の
北
部

の
財
政
支
出
の
南
北
合
計
の
国
民
総
生
産
に
対
す
る
比
率
は
一
七
、
八
％
程
度
と
思
わ
れ
、
南
部
の
支
出
を
加
え
る
と
こ
れ
よ
り
か
な
り
大
き
く
な

る
。
戦
前
の
五
九
年
の
比
率
は
約
一
一
％
と
低
か
っ
た
。
一
次
大
戦
で
は
一
九
一
九
会
計
年
で
二
三
％
、
そ
の
》
蝉
前
で
は
約
一
一
％
だ
っ
た
。
二
次
大
戦

で
は
四
五
会
計
年
で
約
四
五
％
、
三
九
年
で
は
約
十
％
だ
っ
た
。
な
お
、
六
五
年
の
国
民
生
産
は
、
五
九
年
に
つ
い
て
の
ゴ
ー
ル
マ
ン
の
推
定
四
一
一

億
ド
ル
を
基
礎
に
、
物
価
上
昇
等
を
考
慮
し
て
七
○
億
ド
ル
余
り
と
み
た
。
己
・
い
・
ロ
の
已
凹
【
§
の
目
【
。
【
○
・
日
日
の
円
の
》
国
巨
『
の
目
Ｃ
｛
岳
の
○
：
⑩
臣
⑰
》

患
い
【
Ｃ
１
８
ｌ
の
国
璽
の
骨
の
。
｛
岳
の
ご
口
岸
巴
⑭
国
［
の
⑩
》
○
○
一
．
己
巴
目
目
の
⑫
８
己
巴
》
］
②
９
．
（
以
下
四
の
［
ｏ
１
８
ｌ
の
国
ご
島
８
》
】
②
ｓ
・
と
省
略
）

ご
ロ
・
】
＄
》
『
］
⑫
－
℃
》
丙
・
両
・
○
四
一
一
日
目
．
凄
の
『
。
“
⑪
ｚ
、
二
・
局
一
＄
【
Ｃ
：
、
二
口
昼
の
ロ
已
戸
の
』
⑫
臼
［
の
⑫
．
届
鷺
Ｉ
Ｂ
Ｓ
葛
・
Ｚ
鹿
固
屍
．
○
貝
ご
具
．

両
目
ロ
一
ｓ
目
§
汗
：
已
勺
『
◎
１
口
、
二
ぐ
】
ご
冒
島
の
己
己
扁
旦
⑫
国
庁
の
②
少
【
［
の
『
』
ｇ
Ｐ
ｍ
冒
臼
の
②
冒
冒
８
日
の
色
目
ヨ
．
Ｂ
］
号
ぐ
。
－
．
唾
Ｐ
ロ
・
西
①
．

（
２
）
ピ
ー
ク
年
の
軍
隊
動
員
数
の
労
働
力
総
歓
に
占
め
る
比
率
を
比
較
す
る
と
、
南
北
戦
争
（
六
四
年
）
で
は
北
部
の
凪
隊
動
員
数
の
全
国
労

働
力
に
対
す
る
比
率
の
み
で
約
九
％
と
な
り
、
南
部
を
含
め
る
と
か
な
り
大
き
く
な
る
。
一
次
大
戦
は
約
七
％
、
二
次
大
戦
は
約
一
一
○
％
だ
っ
た
。

南
北
戦
争
に
よ
る
死
亡
軍
人
数
は
南
北
合
計
六
○
万
人
余
と
絶
対
数
で
二
次
大
戦
の
そ
れ
を
上
ま
わ
り
、
そ
の
労
働
力
に
占
め
る
比
率
も
五
％
に
連
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（
３
）
戦
前
の
北
東
部
、
南
部
、
西
部
及
び
西
欧
の
間
の
分
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
左
記
の
論
文
を
参
照
せ
よ
。
少
・
司
扇
三
：
『
．
Ｒ
シ
コ
戸
呂
の
‐

一
一
二
コ
】
目
貝
の
『
円
の
、
一
○
ｇ
｝
自
国
△
の
幻
の
８
．
ｍ
一
旦
の
『
の
二
言
ご
幻
・
Ｐ
シ
コ
ユ
『
の
四
コ
●
の
ｇ
・
》
ｚ
の
肴
く
一
の
ョ
「
の
○
口
シ
日
の
己
３
口
向
８
．
．
己
－
，
□
の
く
の
－
８
日
の
貝
．

］
や
①
、
。
ご
ロ
・
扇
ヨ
ネ
。

（
４
）
ご
「
・
○
・
三
一
［
、
す
の
一
一
・
（
甲
。
己
包
勺
己
ｎ
の
⑩
口
皀
』
二
二
．
凹
岨
の
②
巨
皀
。
①
『
二
】
の
。
『
の
①
コ
ケ
凶
ｎ
戸
⑫
国
皀
色
四
『
ｇ
］
①
ｇ
・
ロ
・
画
四
一
両
・
二
・
田
の
『
ロ
の
『
ご
言
迄
【
○
’

二
の
鼎
・
屯
『
－
，
の
、
自
己
二
●
口
頭
の
⑭
冒
岳
の
０
．
コ
｛
の
ユ
の
『
：
『
。
］
ｍ
Ｂ
ｌ
＄
・
弓
幻
・
少
。
。
『
の
四
コ
◎
の
②
・
・
弓
す
の
同
８
ｐ
Ｃ
Ｂ
－
ｎ
旨
】
日
向
［
。
（
ｇ
の
少
日
の
ユ
８
コ

○
一
ぐ
一
一
二
「
出
同
。
』
⑤
①
画
。
Ｃ
・
〕
⑪
。

な
お
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
興
味
あ
る
ア
メ
リ
カ
一
一
一
大
戦
争
比
較
論
（
旨
・
可
１
巴
己
：
》
屡
勺
１
，
の
》
『
二
８
日
の
自
己
巨
目
の
昌
○
冨
月
の
⑫
ご
弓
亨

『
毎
の
一
急
『
【
一
日
の
勺
の
１
．
烏
ｇ
》
し
日
の
【
一
日
胃
固
８
ｐ
ｃ
目
｛
。
”
の
ぐ
』
の
ョ
・
・
ぐ
。
］
・
食
国
ｃ
⑬
》
忌
巴
）
に
よ
る
と
、
御
売
物
価
は
戦
後
イ
ン
フ
レ
期
を
含

め
ば
両
大
戦
で
も
二
・
三
倍
、
二
・
一
倍
に
上
昇
し
、
一
一
一
大
戦
争
と
も
奇
妙
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
年
平
均
上
昇
率
は
、
二
五
％
、
一
六
％
、

九
％
と
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て
低
下
し
て
い
る
。
年
上
昇
率
と
各
全
期
の
上
昇
率
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
戦
争
期
間
の
差
の
外
に
、
特
に
両
大
戦
で
イ

ン
フ
レ
が
戦
後
に
も
ち
こ
さ
れ
、
南
北
戦
争
で
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
５
）
そ
の
よ
う
な
主
張
を
め
ぐ
っ
て
か
な
り
論
争
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
左
記
の
文
献
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
も
そ
の
論
争

に
か
な
り
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
こ
う
。

弓
。
○
・
○
○
、
宮
『
凹
皀
《
一
口
己
昏
⑥
Ｑ
く
】
一
三
画
『
弱
の
日
『
旦
冒
ロ
ロ
の
［
旦
巳
一
Ｎ
■
二
。
ｐ
》
ｇ
昌
一
⑪
、
一
⑪
望
己
已
ご
回
一
一
の
］
痙
厨
８
『
－
８
－
用
の
ａ
①
弓
・
ぐ
Ｃ
ｌ
・

※
げ
ぐ
閂
・
］
⑤
沼
・
目
・
ｓ
ｌ
ｇ
》
ｍ
・
炉
・
同
口
頭
の
『
曰
目
壱
・
己
。
。
－
［
）
弓
・
】
ヨ
ー
］
ｇ
》
丙
。
シ
且
『
の
目
・
の
。
・
・
円
昏
の
ロ
８
コ
。
『
己
ｎ
円
日
日
Ｒ
Ｃ
［
二
】
の

レ
ョ
の
ユ
Ｂ
ｐ
Ｑ
ぐ
竺
三
●
四
『
》
□
・
弓
・
の
曰
］
、
ゲ
ユ
翼
菖
皀
乏
，
。
□
・
㈲
の
急
扇
の
二
・
．
同
８
弓
己
一
。
○
ぽ
ｍ
ｐ
ｍ
の
ご
号
の
○
一
『
一
一
三
回
『
同
日
・
』
し
忠

（
６
）
戦
争
が
直
接
に
経
済
成
長
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
方
は
三
○
年
代
の
慢
性
失
業
を
克
服
し
た
第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
強
く
う
え
つ
け
ら

（
６
）
錘
野
手
が
直
接
』

れ
た
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
た
だ
し
、
フ
ｍ

ｑ
ａ
【
の
ｇ
印
画
房
の
，
］
思
己

］
忠
ｌ
』
・
ロ
。
［
の
』
「
＆
の
．
Ｆ
一

：
、
豆
ゴ
ミ
・
層
・
旨
⑭
ｌ
①
．

し
た
。
以
下
の
資
料
に
基
づ
く
筆
者
の
推
定
で
あ
る
。
臼
⑰
［
Ｃ
臥
日
｝
の
［
ｇ
】
切
二
、
⑰
．
』
の
９
．
℃
己
．
『
鼠
Ｉ
①
ｗ
め
・
田
・
因
員
の
『
白
目
．
。
□
．
、
】
［
．
．
ご
ロ
・

】
忠
ｌ
』
・
ロ
。
［
の
』
「
・
》
の
白
の
す
の
『
ぬ
。
只
屡
㈲
：
。
『
句
。
『
、
の
目
Ｑ
同
【
目
一
身
日
の
。
［
】
ｍ
ｇ
ｌ
』
や
ｇ
菖
・
Ｚ
国
回
肉
．
。
Ｅ
［
ご
具
》
因
ロ
】
ご
一
Ｃ
百
】
①
具
自
国
勺
３
，

た
だ
し
、
フ
リ
ッ
キ
イ
の
エ
業
生
産
指
数
は
六
○
’
六
四
年
に
一
割
ほ
ど
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
回
・
句
『
一
鳥
①
》
、
・
勺
「
・
目
、
冒
目
曰
昏
の

印
画
［
の
⑩
。
］
②
③
ｃ
１
－
』
・
】
』
・
国
四
『
気
四
円
○
両
８
コ
○
日
－
，
の
［
巨
昌
の
⑫
こ
ぐ
Ｃ
一
・
Ｆ
×
〆
滉
臣
ご
』
①
台
・
已
・
狸
。
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口
）
い
わ
ゆ
る
自
由
主
義
の
時
代
に
農
業
が
西
欧
の
好
況
期
の
拡
大
に
お
け
る
重
大
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
後
そ
れ
は

緩
和
さ
れ
る
が
、
世
界
農
産
物
市
場
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
の
地
位
か
ら
み
て
、
こ
の
農
産
物
供
給
の
弾
力
性
の
変
化
は
か
な
り
大
き
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
全
体
の
資
本
形
成
に
お
け
る
農
家
労
働
依
存
の
農
業
資
本
形
成
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
で
あ
ろ
う
。

（
猫
）
Ｕ
１
日
画
、
笄
・
倉
司
四
【
日
ｏ
：
一
国
］
句
。
『
日
呉
一
○
邑
薯
．
。
ご
・
Ｑ
［
．
．
ご
・
⑬
沼
・

（
焔
）
農
業
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
主
に
ロ
・
ロ
国
富
・
§
ｈ
茸
・
・
弓
・
西
－
蝉
輸
出
に
つ
い
て
は
勺
．
。
『
，
の
即
芹
の
》
し
ぬ
１
，
ｐ
一
日
Ｈ
の
四
且
Ｑ
ぐ
一
一

二
「
、
『
》
巴
３
℃
ご
・
⑬
］
」
》
眉
『
を
参
照
．
農
業
動
向
全
般
に
つ
い
て
は
左
の
も
の
を
参
照
。
同
ゴ
・
の
具
の
．
旨
』
．
．
、
ｇ
ご
・
①
ｌ
④
》
向
・
ロ
・
国
［
の
．
ｏ
ｐ

（
８
）
当
時
の
工
業
関
係
の
統
計
は
左
の
も
の
を
み
よ
。
両
国
鳥
の
】
・
－
す
丘
．
．
：
．
⑭
－
］
ｍ
》
エ
リ
・
ア
・
メ
ン
デ
リ
ソ
ン
箸
、
飯
田
・
平
館
・
山

本
。
平
田
訳
、
『
恐
慌
の
理
論
と
歴
史
』
青
木
書
店
、
第
一
分
冊
付
表
、
四
○
一
一
一
’
四
一
○
、
四
一
二
’
四
一
九
頁
。
ま
た
工
業
概
観
と
し
て
は

特
に
次
の
も
の
を
み
よ
。
ご
・
の
。
Ｑ
閂
丙
・
田
の
ｇ
ｑ
Ｃ
【
旨
：
巨
岱
、
盲
『
の
⑫
冒
二
』
の
ご
昌
斤
且
印
画
［
の
⑰
．
ご
●
一
・
目
］
旨
①
》
、
宮
口
・
噂
》
の
．
Ｆ

因
息
の
貝
自
己
・
８
．
９
戸
・
目
・
］
忠
ｌ
『
》
目
。
Ｃ
・
Ｃ
Ｃ
Ｃ
胃
：
．
：
．
。
岸
・
》
ｇ
・
】
亀
－
』
田
》
ロ
ロ
・
国
庁
の
》
⑫
。
。
旨
］
自
○
冒
自
の
庁
１
四
一
○
・
口
＆
‐

二
○
易
冒
曰
の
ｚ
Ｃ
Ｈ
Ｓ
旦
巨
ユ
回
胸
島
の
Ｑ
『
】
］
葛
西
『
》
○
茸
、
己
。

（
９
）
シ
・
ご
「
鬮
冨
の
『
己
賃
の
［
目
ｎ
日
『
、
］
目
色
Ｆ
百
日
弓
８
号
日
『
一
蔓
宅
画
耳
の
目
、
】
ロ
島
の
ロ
ロ
胃
の
』
の
【
鼻
の
切
言
目
貝
口
、
盲
１
．
類
．
］
⑫
造
ｌ
］
＄
①
ご
竜

田
口
②
旨
の
、
②
閨
賦
８
『
罠
宛
の
『
一
国
『
》
ぐ
。
］
・
縄
ぽ
く
閂
．
こ
『
ぬ
》
で
．
『
⑥
》
シ
・
ロ
・
○
冨
目
］
の
円
》
禽
弓
弓
の
Ｃ
『
恩
己
圃
【
》
。
二
○
［
旨
目
巨
（
四
、
目
『
一
口
砠
四
且

月
日
自
切
己
◎
目
Ｐ
回
。
ｐ
ご
】
己
，
『
．
。
一
一
、
ロ
『
】
⑩
【
図
邑
』
曰
く
・
ロ
・
旧
ｍ
弓
】
の
①
』
ｊ
○
℃
・
ロ
茸
・
〕
□
七
・
』
合
－
－
】
巴

（
Ⅲ
）
国
・
国
・
国
の
一
己
⑩
国
『
・
ヨ
ョ
・
少
○
①
貝
巨
『
］
ａ
用
）
画
］
》
＄
⑤
Ｐ
ご
』
患
・
国
岨
・
麓
を
参
照
。

（
ｕ
）
再
’
し
．
【
の
⑩
②
巴
國
己
。
シ
・
少
・
少
］
ｎ
Ｅ
ｍ
Ｐ
言
河
田
一
コ
．
“
胸
の
の
営
冒
の
ｚ
日
昌
。
Ｅ
『
冒
胴
夢
の
Ｑ
『
｝
］
乏
貰
》
昌
芹
、
声
の
］
］
》
の
］
〕
“
国

屍
の
一
員
の
『
胃
の
〔
＆
葛
雪
］
◎
日
日
］
Ｃ
ｍ
Ｅ
笥
目
二
回
８
口
。
且
８
．
ぐ
。
］
・
噌
弩
］
患
Ｐ
目
・
農
１
国
、
》
叩
・
偶
・
同
口
頭
の
『
曰
目
》
。
ご
・
。
】
（
・
）
ご
己
．
］
雪
－
，
．

を
参
照
。
な
お
、
工
業
実
質
賃
金
の
変
動
の
分
析
に
は
、
本
文
の
記
述
の
外
に
も
エ
業
と
他
部
門
と
の
分
配
関
係
、
エ
業
に
お
け
る
労
盗
の
分
配
率

の
変
化
を
問
題
に
す
る
間
要
は
あ
る
が
、
当
時
で
は
と
う
て
い
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し
本
文
の
説
明
で
一
応
の
答
え
と
は
な
っ
て
い
よ
う
。

（
、
）
戦
争
中
の
労
働
者
の
状
態
に
つ
い
て
多
少
な
る
見
解
は
向
・
ロ
国
Ｂ
Ｃ
ｐ
ｎ
－
［
・
・
の
富
ご
ヨ
を
み
よ
。

（
皿
）
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
プ
リ
マ
ッ
ク
の
本
文
に
掲
げ
た
一
一
論
文
の
外
に
次
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
し
。
三
・
田
・
毛
『
目
、
、
丙
》
量
句
閂
日
０
．
．
，

ｍ
（
『
口
。
【
】
Ｃ
口
尉
出
口
、
の
。
【
甸
回
『
日
田
“
ず
。
『
一
二
斤
］
】
の
□
ご
〔
の
。
の
〔
鼻
の
功
》
】
喚
呂
ｌ
］
⑫
】
Ｃ
ご
・
」
Ｃ
巨
吋
■
、
］
。
【
ロ
８
口
Ｃ
日
一
向
昌
一
の
【
員
］
画
く
。
］
・
〆
】
【
ご
〉

】
⑤
＆
》
層
・
』
展
－
局
、
．
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奴
隷
制
に
立
脚
す
る
南
部
経
済
に
対
す
る
戦
争
の
影
響
は
ま
こ
と
に
深
刻
で
あ
っ
た
。
奴
隷
制
は
既
に
戦
時
中
か
ら
変
闘
し
っ
つ
あ

ｎ
芹
・
豆
、
冨
已
・
』
率
冒
・
ロ
・
句
】
［
の
。
Ｅ
し
ぬ
ユ
、
已
日
３
－
□
の
ぐ
の
一
目
日
の
貝
。
【
島
の
言
の
の
庁
皀
巨
ユ
ロ
、
島
の
Ｑ
ぐ
一
一
コ
“
『
葛
・
閃
・
シ
ロ
ロ
『
の
：
。
８
．
．
．
℃
・

骨
・
・
ロ
ロ
・
急
－
９
割
言
・
幻
・
幻
巨
の
ロ
】
口
の
②
の
己
・
量
弓
馬
Ｑ
ａ
－
ご
「
閏
叩
Ｐ
○
四
日
】
『
⑪
［
＆
』
吟
目
の
１
８
回
シ
殖
１
２
一
目
『
四
】
宛
の
く
。
｝
臣
二
目
ご
・
シ
、
１
２
〒

目
『
ロ
］
冒
の
［
。
『
］
・
『
○
一
・
】
Ｒ
】
Ｂ
【
・
】
⑪
３
℃
□
・
］
巴
ｌ
』
＠
ｍ
．

な
お
、
南
北
戦
争
期
の
北
部
で
は
両
大
戦
時
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
農
業
の
交
易
条
件
の
好
転
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
２
）
。
こ
れ
は
農
業
の
供

給
の
弾
力
性
が
高
か
っ
た
こ
と
や
工
業
等
に
比
し
て
の
生
産
性
上
昇
の
あ
り
方
に
よ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
時
に
食
料
に
つ
い
て
は
六
一
’
六
三

年
の
輸
出
増
大
が
南
部
市
場
の
喪
失
に
よ
っ
て
か
な
り
相
殺
さ
れ
、
両
大
戦
時
の
よ
う
な
外
国
の
需
要
増
大
が
農
産
物
需
要
へ
の
追
加
的
意
味
を
も

た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
綿
花
等
を
除
け
ば
農
業
の
需
給
関
係
が
工
業
の
そ
れ
に
比
し
て
異
常
に
過
迫
し
な

（
Ⅳ
）
宅
。
ご
「
・
の
呉
の
⑫
や
○
℃
・
巳
【
・
・
や
己
・
唾
産
－
←
・

（
岨
）
の
．
Ｆ
・
固
二
館
の
『
日
目
．
。
□
，
９
斤
・
・
ロ
己
．
」
患
Ｉ
『
》
国
ご
『
・
の
胃
の
の
．
○
ロ
・
臼
［
・
・
ロ
・
困
瞠
津
・
》
言
・
ロ
・
幻
巨
⑫
。
冒
認
目
．
。
ご
・
、
一
一
・
・
℃
己
．

］
田
’
一
一
回
・
ロ
・
国
【
の
．
⑩
。
。
旨
］
自
旦
旨
目
印
【
１
巴
Ｃ
目
旦
三
目
⑪
．
：
．
Ｑ
【
．
．
ご
ロ
．
①
－
『
を
参
照
。

（
四
）
本
稿
お
よ
び
続
稿
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
地
域
区
分
に
つ
い
て
は
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
は
ほ
ぼ
次
頁
に
表
示
す
る
区
分
に
従
う
。

（
別
）
Ｕ
・
弓
．
。
ｇ
⑪
⑰
．
◎
や
．
Ｑ
［
・
・
弓
・
瞳
、
ｌ
『
Ｊ
Ｐ
ｐ
国
庁
の
．
◎
で
．
、
算
・
》
□
・
馬
・

（
皿
）
の
。
”
・
曰
昌
一
。
『
・
弓
云
・
弓
『
目
の
ロ
日
［
四
二
自
記
①
『
。
］
：
。
□
．
届
］
、
－
局
ｓ
卯
月
ゴ
①
同
８
コ
目
】
一
．
犀
一
②
８
『
］
Ｃ
〔
目
の
ロ
日
［
８
，
国
【
の
②
、

ぐ
。
一
・
円
『
や
梓
①
①
喚
已
・
】
⑬
、
｛
命
。

（
犯
）
南
北
戦
争
期
の
鉄
道
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
北
戦
争
以
後
の
ア
メ
リ
カ
鉄
道
建
設
と
そ
の
経
済
的
意
義
、
一
八
六
○
－
九
○
年
」

Ｈ
東
大
社
会
科
学
研
究
所
「
社
会
科
学
研
究
」
十
八
巻
五
号
、
一
九
六
七
年
、
八
一
一
’
九
一
頁
を
参
照
。

（
羽
）
こ
の
時
期
の
住
宅
建
築
等
に
つ
い
て
は
同
．
□
・
国
５
。
己
．
ｎ
】
（
・
・
、
高
ロ
・
因
・
■
。
］
［
》
○
口
の
四
目
。
『
２
割
８
『
⑪
。
（
層
且
『
四
一
戸
の
の
冒

○
宮
８
ｍ
。
》
后
麓
・
ロ
・
忌
廟
・
等
を
参
照
。

か
つ
た
と
い
え
よ
う
。

２
南
部
経
済
の
荒
廃
と
奴
隷
制
の
崩
壊
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四
一
輩

っ
た
。
南
部
の
経
済
的
孤
立
化
と
軍
事
経
済
的
自
給

化
に
よ
っ
て
奴
隷
制
の
立
脚
す
る
綿
花
の
生
産
と
輸

出
が
阻
止
さ
れ
、
農
業
か
ら
の
家
畜
と
白
人
男
子
労

働
力
の
軍
事
大
量
動
員
も
加
わ
っ
て
、
奴
隷
制
農
業

経
営
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
経

済
自
給
化
な
い
し
工
業
部
門
の
拡
大
の
た
め
に
白
人

労
働
の
み
な
ら
ず
奴
隷
の
賃
貸
契
約
に
よ
る
動
員
が

広
汎
化
し
た
か
ら
で
麩
墨
・
南
部
の
敗
北
に
よ
る
奴

隷
解
放
が
こ
れ
を
最
終
的
に
解
体
せ
し
め
た
。
奴
隷

の
強
制
労
働
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
期
待
収
益
の

資
本
還
元
額
で
あ
る
奴
隷
の
資
本
価
値
は
、
戦
前
に

お
い
て
南
部
十
一
州
の
農
地
価
格
を
こ
え
る
一
一
七
億

（
２
）

ド
ル
と
い
わ
れ
て
お
り
、
南
部
の
最
大
の
資
産
で
あ

っ
た
が
、
奴
隷
解
放
は
こ
れ
を
無
価
値
に
し
、
そ
れ

に
寄
生
し
て
い
た
南
部
の
全
経
済
機
構
を
崩
壊
さ
せ

た
。加
う
る
に
戦
争
に
よ
る
南
部
の
経
済
荒
廃
は
お
そ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
農
業
生
産
に
つ
い
て
は
先

北東部
ニューイングランド

北部大西洋津

メイン，ニューハンプシャー，ヴァーモント，マサ

チューセッツ，ロードアイランド，コネティカット

ニューヨーク，ニュージャージー，ペンシルベニア

北中部
東北中部

西北中部

オ'､イオ，インディアナ，イリノイ

イスコンシン

ミシガン，ウ

ミネソタ，アイオワ，ミズーリ，ノースダコタ，サ

ウスダコタ，ネブラスカ，カンサス

南部
南部大西洋岸

東南中部

西南中部

方／０ス｜フアウダデニサ
エア，メリーランド，コロンビア，ヴァージ
ウェストヴァージニア，ノースカ

スカロライナ，ジョージア，フロリ
ロライナ，
ダ

ケンタッキー，テネシー，アラバヤ，ミシシッピ

アーカンソー，ルイジアナ，オクラホマ，テキサス

極西部
山岳地方

太平洋岸

モンタナ，アイダホ，ワイオミング，コロラド

ユーメキシコ，アリゾナ，ユタ，ネバダ

￣

￣

ワシントン，カリフォルニア，オレゴン
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表７南部11州の農業資本ストックの指標

。
｜
０
〕
頂
」
伊
化

。、、【。

カッコ内は対全国比％である。

Ｅ、Ｍ・Lerner，‘`SonthernOutputandAgriculturalIncome，1860-1880'，，

Ｒ･Andreanoed,，ＴｈｅＥｃｏｎｏｍｉｃｌｍｐａｃｔｏｆｔｈｅＡｍｅｒｉｃａｎＣｉｖｉｌＷａｒｌｏｐ･
bit.，ｐ、９２．

の
表
４
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
農
業
資
本
ス
ト
ッ
ク
に
つ
い
て
は
表
７
か
ら
大
体
の
様
子

が
わ
か
ろ
う
。
六
○
－
七
○
年
に
は
す
ぺ
て
が
大
幅
に
低
下
し
、
そ
の
後
の
回
復
も
農
場
価

額
、
農
業
機
器
額
で
特
に
お
く
れ
て
い
た
。
家
畜
の
絶
対
数
で
も
減
少
が
大
き
く
、
戦
前
水

準
へ
の
回
復
も
馬
、
ら
ぱ
、
ミ
ル
ク
牛
で
は
七
○
年
代
末
で
あ
り
、
豚
や
そ
の
他
の
牛
で
は
は

る
か
に
お
く
れ
、
農
業
機
器
の
絶
対
水
準
の
回
復
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
表
８
の
エ
ー
カ

ー
当
り
の
不
動
産
価
格
（
家
屋
も
含
む
が
ほ
笈
土
地
価
格
と
み
て
よ
い
）
も
、
南
部
で
は
北
部

と
異
な
り
戦
争
を
含
む
十
年
間
に
ほ
と
ん
ど
半
減
し
、
そ
の
回
復
は
一
一
○
世
紀
初
頭
の
こ
と

と
な
る
。
南
部
十
一
州
の
農
場
不
動
産
総
額
の
戦
前
水
準
へ
の
回
復
も
九
○
年
代
ま
で
も
ら

こ
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
戦
争
に
よ
る
農
業
生
産
能
力
の
大
幅
な
損
失
と
南
部
賎
業
再
建

の
困
難
さ
が
示
さ
れ
て
Ｌ
麺
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
運
輸
面
で
の
物
的
損
失
も
大
き
く
、
南

部
商
業
機
櫛
も
一
時
的
に
麻
癒
し
た
。
南
部
国
家
の
消
滅
に
よ
っ
て
そ
の
公
債
と
紙
幣
が
無

価
値
と
な
り
、
銀
行
資
本
も
四
分
の
一
に
減
少
し
、
戦
前
戦
時
に
蓄
讃
さ
れ
た
民
間
の
金
融

資
産
も
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
南
部
農
業
は
、
生
産
力
の
荒
廃
と
金
融

的
資
産
の
事
実
上
の
消
滅
と
い
う
条
件
の
下
で
、
再
び
く
み
こ
ま
れ
た
合
衆
国
の
通
貨
圏
の

内
部
で
、
新
事
態
に
対
応
し
て
再
建
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
つ
趨
。

奴
隷
解
放
は
、
南
部
支
配
層
に
対
し
て
も
う
一
つ
の
や
っ
か
い
な
課
題
、
経
済
外
的
強
制

に
代
る
に
経
済
的
強
制
を
も
っ
て
南
部
黒
人
労
働
力
を
処
理
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
課
題

を
課
し
た
。
解
放
さ
れ
た
黒
人
は
、
急
進
派
に
よ
る
南
部
再
建
方
式
の
挫
折
に
よ
り
士
地
払

農場面祇 耕地面積

(百万エーカー）

農場価額 農業機器額 家畜価額

(百万ドル）

200(49.2）

157(38.5）

197(36.7） １Ｊ１８８６●●●４４３３２２くくく８０４●●●茄幻師
1,851(27.8）

977(10.5）

1,235(12.1） １Ｊｊ７４１●●●３３４３１１くくく３５８８４５
362(33.2）

280(18.2）

277(18.8）

次年

０００６７８８８８１１１
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下
げ
と
自
作
農
民
化
の
希
望
が
失
わ
れ
た
後
は
、
何
ら
か
の
形
で
の
雇
用
労
働
に
依
存
す
る
外
な
か
っ
た
が
、
長
年
強
制
労
働
に
憤
ら

さ
れ
て
い
た
黒
人
労
働
力
を
賃
労
働
形
態
の
み
に
よ
っ
て
掌
握
す
る
こ
と
に
は
、
黒
人
労
働
の
生
産
性
の
低
下
と
綿
作
期
間
中
の
労
働

力
の
定
着
の
困
難
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
直
後
に
お
け
る
賃
労
働
に
よ
る
プ
ラ
ン
ラ
ー
シ
ョ
ン
経
営
の
試
み
は

数
年
に
し
て
失
敗
に
帰
し
、
や
が
て
一
部
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
分
割
に
よ
る
小
作
制
を
と
る
が
、
多
く
は
シ
ェ
ァ
ク
ロ
ッ
パ
ー
制
度

（
５
）

に
よ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
の
継
続
の
方
向
に
進
ん
だ
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
制
度
に
お
い
て
は
、
シ
ェ
ァ
ク
ロ
ヅ
パ
ー
は
形
式
上
は
契
約
期
間
中
土
地
と
主
要
生
産
手
段
と
家
屋
を
地
主

か
ら
借
り
う
け
る
と
い
う
形
を
と
る
が
、
実
質
上
は
地
主
の
管
督
の
下
に
労
働
し
、
そ
の
労
働
生
産
物
特
に
現
金
作
物
の
半
分
以
下
の

販
売
代
金
を
労
働
の
代
価
と
し
て
受
け
と
る
。
さ
ら
に
黒
人
は
多
く
の
場
合
、
生
産
期
間
中
の
生
活
資
料
も
地
主
な
い
し
地
方
商
人
か

ら
の
高
利
の
前
貸
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
代
り
に
労
働
の
代
価
と
し
て
の
成
育
中
の
現
金
作
物
の
先
取
権
を
前
貸
人
に
ゆ
だ
ね
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
小
作
制
と
賃
労
働
の
中
間
形
態
と
も
い
え
な
く
は
な
い
が
、
む
し
ろ
い
わ
ば
農
業
に
お
け
る

特
殊
な
出
来
高
払
い
制
の
賃
労
働
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
生
産
期
間
の
長
期
性
等
の
故
に
「
債
務
奴
隷
制
」
的
側
面
に
よ
っ
て
補

充
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
黒
人
の
多
く
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
奴
隷
制
に
比
し
て
や
Ｌ
緩

和
さ
れ
た
労
働
方
式
と
経
済
的
上
昇
の
形
式
的
保
証
と
を
え
た
け
れ
ど
も
、
高
率
「
小
作
料
」
と
「
債
務
奴
隷
」
的
境
遇
、
さ
ら
に
は

人
種
差
別
の
た
め
に
実
質
的
に
は
経
済
的
上
昇
の
機
会
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
他
方
で
は
極
得
し
た
自
由
の
代
価
と
し
て
の
商
品
経
済

的
不
安
定
性
に
さ
ら
さ
れ
、
ま
た
資
産
と
し
て
の
奴
隷
に
許
さ
れ
に
く
か
っ
た
黒
人
生
命
へ
の
軽
視
さ
え
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
ろ
う
。

戦
後
の
南
部
経
済
は
、
こ
の
黒
人
シ
ェ
ァ
ク
ロ
ッ
パ
ー
制
以
外
に
も
様
々
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
が
こ
こ
で
は
全
体
と
し
て
の
南

北
の
経
済
格
差
の
形
成
と
、
労
賃
水
準
に
お
け
る
南
北
格
差
の
増
大
と
い
う
相
関
連
す
る
一
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
ふ
れ
て
お
こ
う
。

全
体
と
し
て
の
人
口
一
人
当
り
の
地
域
別
所
得
水
準
の
長
期
的
歴
史
的
推
移
は
図
３
に
示
す
が
、
そ
れ
を
み
る
前
に
表
９
を
み
て
お
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表８南北の幾場規模と不動産価格

浜
一
』
面

閲
師
師
朋
朗
帥
、

農場の土地家屋額は表７の農場価額と同じものである。

Ｕ、S13thCensus，vol５，ｐ、８７８より。

こ
う
。
こ
の
う
ち
所
得
の
地
域
別
分
布
は
、
資
料
的
制
約
に
よ
り
所
得

概
念
が
歴
史
的
に
か
な
り
変
化
す
る
し
、
統
計
の
正
確
さ
も
古
い
時
代

ほ
ど
少
な
く
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
津
、
大
体
の
考
察
に
は
た
え
う
る
？

と
も
か
く
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
東
北
部
で
は
一
九
三
○
年
を
除
い
て
シ

ェ
ア
の
一
貫
し
た
低
下
が
み
ら
れ
、
北
中
部
で
は
世
紀
の
交
ま
で
上
昇

し
た
後
に
や
ふ
低
下
し
た
水
率
で
安
定
し
て
お
り
、
極
西
部
で
は
一
貫

し
て
上
昇
を
つ
づ
け
、
南
部
で
は
一
八
八
○
年
ま
で
の
低
下
と
そ
の
後

の
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
大
地
域
所
得
順
位
で
は
、
南
北
戦
争

を
期
と
す
る
南
部
の
北
中
部
以
下
へ
の
転
落
と
最
近
に
お
け
る
北
中
部

の
北
東
部
へ
の
接
近
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
、
各
大
地
域

内
の
小
分
類
地
域
の
動
向
を
含
め
て
、
同
じ
表
の
人
口
分
布
の
変
化
、

あ
る
い
は
人
口
の
西
漸
の
推
移
と
か
な
り
の
て
い
ど
対
応
し
て
い
る
。

し
か
し
詳
細
に
み
る
と
両
者
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
特
に
一
八
六

○
－
八
○
年
の
所
得
シ
ェ
ア
の
変
化
と
人
口
分
布
の
変
化
と
に
は
大
き

な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

そ
こ
で
図
３
の
各
小
分
類
地
域
の
人
口
一
人
当
り
所
得
の
全
国
平
均

に
対
す
る
比
率
を
み
る
と
、
一
八
六
○
’
八
○
年
に
は
東
北
部
二
地
域

の
そ
れ
は
全
国
平
均
以
上
の
水
準
で
安
定
的
で
あ
る
が
、
北
中
部
二
地

年次

農場当り
土地面預

南部 北部

(エーカー）

農場当り
耕地面繭

南部 北部

(エーカー）

農場当り土地
家屋額

南部 北部

(ドル）

エーカー当り土地家屋額

農場面菰当り 耕地当り

南部 北部 南部 北部

(ドル）

1850

1860

1870

1880

1890

1900

1910

332

335

214

153

140

138

114

127

126

117

115

124

133

143

１１００１１

的茄弱蛆鯛 筋舶的而昭皿加１ １５６４２１４５５５２０５７０４４２４２３●、■Ｐ●Ｐ●ＰＢワ●Ｐ●２３１１１１２ ００８４１０２８８６１２９８３１４３７１１０Ｐ？９ＰＦＤ２３３３３４８ ２３８００１８●●●●●●●６０６８０９０
１

１２ ７２６８１４２●●●●●００８５９８０１７１２２２３３５ ５１０８８０８●０■●●●●躯拠幻虹鋼妬鍋 ４５１２４１５●●●●●●●６６０３２６１３４５４４４８
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城
で
は
全
国
平
均
水
準
近
く
へ
の
顕
著
な
上
昇
が
生
じ
、
南
部
三
地
域
で
は
反
対
に
平
均
水
準
以
下
で
の
顕
著
な
低
下
が
生
じ
て
い
る
。

事
実
、
南
部
で
は
こ
の
間
一
人
当
り
所
得
の
絶
対
的
低
下
さ
え
生
じ
た
。
ま
た
一
八
八
○
年
に
は
今
日
に
み
ら
れ
る
所
得
水
準
の
地
域

別
順
位
１
１
す
な
わ
ち
、
北
部
太
平
洋
岸
と
東
北
工
業
地
方
が
高
所
得
地
域
で
あ
り
、
特
に
南
部
が
低
所
得
地
域
で
あ
る
と
い
う
地
域

構
造
１
１
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
山
岳
地
方
の
転
落
を
除
き
、
ま
た
一
九
三
○
年
の
大
恐
慌
期
を
除
き
、
ほ
ぼ
順
位
不

変
の
ま
ま
で
全
国
平
均
へ
の
収
散
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
収
敦
傾
向
は
地
域
に
よ
っ
て
時
期
的
な
ず
れ
が
あ
り
、
北
東
部
で
は
二
次
大
戦

以
後
に
、
極
西
部
で
は
し
ば
ら
く
前
か
ら
顕
著
で
あ
る
が
、
南
部
で
は
二
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
顕
著
に
な
り
、
大
恐
慌
で
中
断
の
後

こ
の
統
計
は
ラ
フ
な
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
こ
の
所
得
は
時
価
に
よ
る
名
目
的
所
得
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
地
域
間
の
実
質
所
得
の
格

差
を
示
す
と
は
い
え
ま
い
が
、
し
か
し
大
き
な
格
差
は
実
質
所
得
の
格
差
を
示
す
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済

の
一
体
化
傾
向
の
結
果
と
し
て
全
期
に
わ
た
り
所
得
格
差
の
長
期
的
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
中
で
南
北
戦
争
以
後
に
顕
著
な
南
北
格
差

が
生
れ
、
そ
れ
が
二
○
世
紀
初
頭
ま
で
ほ
と
ん
ど
縮
少
し
て
い
な
い
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
否
定
で
き
ま
い
。
南
北
戦
争
前
に
お
い
て
は
、

奴
隷
を
含
む
一
人
当
り
所
得
水
準
で
も
南
部
は
北
部
工
業
地
方
よ
り
は
低
い
も
の
の
北
部
農
業
地
方
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
あ
り
、
奴
隷

の
低
「
所
得
」
水
準
を
考
慮
し
た
後
の
白
人
一
人
当
り
の
所
得
は
北
東
部
に
近
か
っ
た
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
農
工
格
差
と
異
な
る
意

味
で
の
南
北
の
所
得
格
差
は
ま
さ
に
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
南
部
の
一
人
当
り
の
相
対
的
所
得

で
）

水
準
が
一
八
六
○
年
の
水
準
に
回
復
す
る
の
は
実
に
第
二
次
大
戦
前
後
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
南
北
格
差
の
形
成
の
主
因
は
や
は
り
南
北
戦
争
の
南
部
農
業
へ
の
決
定
的
打
撃
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
南
部
工
業
自
身
も
戦
争

の
打
撃
を
う
け
、
全
国
工
業
生
産
額
に
占
め
る
南
部
の
シ
ェ
ア
が
一
八
六
○
年
の
七
・
二
％
の
水
準
に
回
復
す
る
の
は
一
九
○
○
年
の

７
）

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
も
な
い
わ
け
で
は
へ
い
が
、
も
と
も
と
工
業
の
地
位
が
低
い
た
め
に
そ
れ
は
主
因
と
は
い
』
え
な
い
し
、

以
後
に
、
極
西
部
で
は
し
》

今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
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表９人口と所得の地域的分布（％）

凹甚界

判小|鬮璽|礫

可｜中｜｜塁｜牛

〔人口〕

２１２０1840

1860

1880

1900

1920

1930

1940

195０

３
０
８
７
７
７
６
６

１
１

０
６
３
２
２

３
２
２
２
２

３
６
１
０
０

４
３
３
３
３

７
２
２
１
１

１
２
２
２
２

ijl；
1５１
１３１

３
６
７
９
０
０
０
０

１
１
１
１

７
３
１
０
９
９
０
９

３
３
３
３
２
２
３
２

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

７
２
４
２
１
０
９

１
１
１
１
１

９
５
５
２
２
０
０

２
３
３
３
３
３
３

２
４
５
９
０
１
３

１
１
１

１
２
３
３
３
３

２
３
５
７
８
０
１

:''１

蕊ｌｉｉ

８
８
８

1１

１２

１２

〔所得〕

1840

1860

1880

1900

1920

1930

1940

195０

1７

１４

１１

１
６
３
１

４
３
３
３

７
０
４
１
９
１
６
２

５
５
４
４
３
４
３
３

１
１

２
５
１
１

２
４
１
３
０
９
８

１
１
１

３
０
４
６
２
２
１

１
２
３
３
３
３
３

４
９
６
５
７
６
８
９

１ ９
６
５

２
２
１

１
９
６
５
４
４
４
５

１ ４
８
４
５
７
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

４１

３
２
２
３
３
３

２
２
２
２
２
２

２
３
３
３
３
３

４
５
７
９
１
２
１
１

７
８
０
１
４
５

１
１
１
１

Ｉ
「

５
８
１
１

１１０

９１３０

９
８
７

２
８
５

３
２
２

１６１

;I’９１３２

所得総計の1920年は1919-21年の，1930年は27-32年の，1940年は37-44年
の，1950年は48-53年の平均である。

Ｒ、Ｅ・EasterlinnG`Ｒｅ屑ｉｏｎａｌｌｎｃｏｍｅＴｒｅｎｄｓ，1840-1950,,,ｓ.Ｅ・Harrised.，

AmericanEconomicllistory，1961,ｐ、５３５．

れ
ぱ
Ｉ
戦
後
の
混
乱

期
の
過
ぎ
た
八
○
年
に

ま
た
戦
争
の
打
撃
は
工

業
よ
り
農
業
に
よ
り
深

刻
だ
っ
た
。
そ
の
点
は

先
に
も
述
ぺ
た
が
、
別

の
形
で
示
せ
ば
表
、
の

如
く
で
あ
る
。
人
口
当

り
の
農
地
、
生
産
手
段
、

家
畜
ス
ト
ッ
ク
、
収
穫

い
ず
れ
も
戦
争
に
よ
る

減
少
は
著
し
く
戦
後
の

回
復
も
緩
慢
だ
っ
た
。

労
働
力
当
り
の
統
計
は

な
い
が
、
人
口
に
占
め

る
農
業
労
働
力
の
比
率

が
こ
の
間
顕
著
に
変
化

し
な
か
っ
た
と
仮
定
す
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図３．１人当り個人所得の地域別格差の推移
（全国平均-100とする）

200

111

ニューイング150

二三三
中部大西；中部大西 羊岸 ｡

豐100

二、､ｚグー廊梛

くこ＝奎竺L二二二二二ニミ三三F三三二づ
雨勝|j大iJIi洋岸東南ＩＩＪ部

＝＝－－

￣＝＝

5０

１８４０１８６０１８８０１９００１９２０１９４０１９６０

Ｒ、Ａ・EasterlinDI`Ｒｅ贋ionaIIncomeTrends，1840-1950,,,ｓ．Ｅ・IIa｢ｒｉｓｅ。､D
AmericanEconomicHistory，1961,ｐ、528,ＴａｂｌｅｌｌＳＬ、Ｅｎｇｅｒｍａｎ，``Some
EconomicFactorsinSouthernBackwardnessintIleNineteenthCentury，,，
Ｊ・Ｆ・ＫａｍａｎｄＪ．Ｒ、Meyered.,EssavsimReRionalEconomics,ｐ､２８２，Ｔａ‐
ｂｌｅｌ．

は
こ
の
仮
定
は
あ
る
程
度
ま
で
可
能
で
あ

ろ
う
ｌ
こ
の
表
は
あ
る
て
い
ど
ま
で
は

労
働
力
当
り
生
産
量
の
指
数
と
み
う
る
の

で
あ
り
、
生
産
手
段
の
破
壊
と
お
そ
ら
く

一
部
は
奴
隷
労
働
か
ら
自
由
労
働
へ
の
娠

換
と
が
、
労
働
生
産
性
低
下
の
主
因
と
な

（
８
）

っ
て
い
た
と
み
う
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
口
一
人
当
り
の

食
料
、
飼
料
の
生
産
減
少
お
よ
び
家
畜
の

減
少
は
一
部
は
そ
の
消
費
の
減
少
、
一
部

は
戦
前
自
給
的
性
格
の
強
か
っ
た
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
の
自
給
度
の
低
下
な
い

し
商
品
経
済
化
の
進
展
を
意
味
し
、
他
方

現
金
作
物
の
一
人
当
り
生
産
の
減
少
は
価

格
の
相
対
的
上
昇
に
よ
っ
て
充
分
に
は
つ

ぐ
な
わ
れ
ず
、
こ
の
二
○
年
間
全
体
と
し

て
一
人
当
り
農
業
所
得
の
実
質
的
低
下
と

な
っ
た
と
い
空
墾
。
そ
し
て
以
後
に
お
二
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表１０南部の人口１人当りの艘業生産と生産手段の変化(指数）
0

3８

７

８

８

１１

段
地
地
業
業
勵

日
］

扉
珂
〆

「
固
り
Ｒ
肝
凹

Ｒ、Ａ、EasterIin，ｏＰｃｉｔ.，５３８

て
も
工
業
発
展
は
お
く
れ
、
農
業
発
展
の
条
件
も
特
に
恵
ま
れ
た
と

は
い
え
な
か
っ
た
か
ら
、
二
○
世
紀
初
頭
ま
で
は
所
得
水
準
の
上
昇

率
は
全
国
平
均
の
そ
れ
を
こ
え
る
も
の
で
は
な
か
つ
趣
。
ま
た
、
黒

人
の
生
活
水
準
の
奴
隷
以
下
へ
の
大
幅
な
引
下
が
も
と
も
と
不
可
能

で
あ
り
、
後
に
は
黒
人
の
経
済
的
上
昇
が
と
も
か
く
も
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
南
部
の
所
得
水
準
の
絶
対
的
相
対
的
低
下
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
所
有
者
を
含
む
白
人
の
地
位
低
下
を
意
味
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
奴
隷
解
放
は
労
働
市
場
の
変
化
を
通
じ
て
白
人
下
層
へ
の

不
利
な
経
済
的
影
瀞
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
奴
隷
制
の
下
に

お
い
て
も
、
南
部
労
働
市
場
に
お
け
る
黒
人
奴
隷
と
白
人
と
の
競
争

関
係
は
間
接
に
は
も
ち
ろ
ん
直
接
に
も
あ
る
て
い
ど
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
競
争
関
係
は
白
人
の
賃
金
と
黒

人
奴
隷
の
賃
貸
料
の
競
合
と
い
う
形
を
と
り
、
後
者
は
奴
隷
の
労
働

力
と
し
て
の
最
低
限
の
再
生
産
費
の
み
な
ら
ず
、
綿
作
労
働
に
よ
る

「
剰
余
価
値
」
を
含
む
も
の
と
し
て
（
あ
る
い
は
資
本
と
し
て
の
奴

隷
の
生
む
利
子
の
主
要
部
分
を
含
む
も
の
と
し
て
）
存
在
し
て
い
た
。

表
ｕ
は
奴
隷
の
賃
貸
料
と
労
賃
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
統
計
も
ラ
フ
な
も
の
で
し
か
な
い
し
、
ま
た
比
較
に
お
い
て
は
そ

1860年

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

1870年

7７

８２

７８

７２

7０

６２

４３

５１

５２

5７

７３

７６

1880年

7０

８５

８２

８５

7５

６９

５０

７２

６７

6１

７４

７３

生産手段

農地面戟(エーカー）

耕地面薇（〃）

農業用馬の現存数（頭）

農業用ろばの現存数(〃）

収穫壁

′1，麦(プッセル）

とうもろこし(プッセル）

じゃがいも(プッセル）

綿花(パール）

タバコ(ポンド）

家畜数

豚（頭）

ミルク牛（〃）

肉用牛(m'）
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表１１奴隷賃燭斗と労賃との比較(年レート，ドル）

動賃金｜奴隷街

､６１７［

3４６１９９１１６８

461巴;；360lＩ６４

農業労賃は工業労賃と異なりまかないつきのものであるが,奴隷の賃貸料も,奴隷
維持費が一般に借手側の負担となっていたから，両者はほぼ比較しうる。農業労賃
は原盗料が月賃金であるのでそれを12倍したが，他は原資料が年賃金である。アツ
パーサウス（UpperSouth）とロワーサウス（LowerSouth）の区分は，ここで
は奴隷賃貸料の資料にしたがっており，前者は両カロライナとヴァージニア，後者
はアラバマ，フロリダ，ジョージア，ルイジニア，ミシシッピの各州である。
労賃はすべてＳ・Lebergott,ManPowerinEconomicGrowth,ＴｈｅＡｍｅｒｉ‐

canRecordsincel800j1964，ｐｐ､539,543-5DAppendix，ＴａｂｌｅＡ-24,27,29．
奴隷賃貸料はＲ･EvansJr.,“EconomicsofAmericanNegroSlavery，’830-
1860,,,Universities-NationalBureauCommitteeforEconomicResearch，
AspectsofLaborEconomics，1962,ｐ、２１６による。

れ
ぞ
れ
の
労
働
力
の
質
の
差
異
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
比
較
年
次
も
正
確
に
は
一
致
し
て
い

な
い
が
、
と
も
か
く
次
の
点
は
い
ら
お
う
確
認
で
き

る
。
男
子
奴
隷
の
賃
貸
レ
ー
ト
の
水
準
は
か
な
り
高

く
、
綿
作
の
発
展
的
な
ロ
ワ
ー
・
サ
ウ
ス
で
は
例
え

ば
女
子
労
働
力
の
多
い
綿
工
業
の
全
国
平
均
賃
金
の

水
準
に
近
く
、
綿
作
の
好
況
を
反
映
し
て
上
昇
率
は

綿
工
業
賃
金
以
上
で
あ
る
こ
と
、
農
業
賃
金
と
の
比

較
で
は
、
南
部
の
両
地
方
と
も
奴
隷
賃
貸
レ
ー
ト
の

上
昇
の
方
が
大
き
い
が
、
賃
金
と
賃
貸
レ
ー
ト
は
ほ

ぼ
比
較
し
う
る
水
準
で
あ
り
、
両
者
の
直
接
的
競
合

〈
ｕ
）

関
係
さ
』
え
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

奴
隷
解
放
に
よ
る
黒
人
の
脱
資
本
化
な
い
し
人
間

化
は
こ
の
よ
う
な
形
の
競
合
を
当
然
に
変
更
し
た
。

自
由
黒
人
の
賃
金
水
単
は
も
は
や
以
前
の
賃
貸
レ
ー

ト
と
同
じ
水
準
に
き
ま
る
と
は
い
え
な
く
な
り
、
少

く
と
も
解
放
後
当
分
の
間
は
黒
人
の
最
低
限
の
再
生

産
費
と
以
前
の
賃
貸
料
の
水
準
と
の
中
間
で
き
ま
る

年次

艇業労働賃金

全国平均
アッパー
サウス

ロワー

サウス

工業労働賃金

年次 綿工業鉄工業

奴隷賃貸料

年次
アシ ﾊﾟｰ|ロヮー
サウスサウス

1830

1850

１８６０

106

130

164

7６

9３

133

134

126

164

1８３２，１６３

1849

1859

313

1７６１２９２

201 346

1830

-35

1846

-50

1851

-55

1856

-60

6２

９９

141

142 ”閉町妬１１１１
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表１２１８６０－６９年の賃金の上昇率(％）

南 部

Lfgliiffii
大西洋岸 西南中部

4３

９
１
９
５
９

５
３
３
１
－

８
３
９
８
０

９
５
４
６
４

４
２
６
５
４

５
２
２
２
１

大工

鉄工業
コモン

レイノ:－

家内ｼﾞﾌﾞ鋤

農業労働

０
１
１
３
４

８
６
５
６
３ ：

Ｓ･Lebergott，ｏｐｃｉｔ.，ｐ、１６０

表１３艇業労賃の地域格差の推移
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
表
示
し
な
い
が
、
南
北
戦
争
は
も
と
も
と
あ
る
て
い
ど
存
在
し
て
い

た
工
業
に
お
け
る
南
北
の
賃
金
格
差
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
農
業
労
賃
で
は
表
狙
の
よ

う
に
南
北
格
差
を
工
業
以
上
に
拡
大
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
先
に
述
べ
た
戦

争
の
打
撃
の
結
果
の
労
働
生
産
性
の
低
下
と
関
連
し
た
現
象
で
も
あ
る
が
、
奴
隷
制
解
体
と

い
う
制
度
的
変
化
の
産
物
で
も
あ
っ
た
。
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
の
安
売
り
は
一

面
で
は
雇
主
の
利
益
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
他
面
で
は
生
産
物
の
価
格
低
下
を
通
じ
て
外

部
へ
の
経
済
的
贈
与
を
も
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
争
は
経
済
荒
廃
と

奴
隷
制
解
体
を
通
じ
て
白
人
層
に
も
長
期
的
に
重
大
な
遺
産
を
残
し
た
と
い
え
鼻
型
。

Ｉ型911923
鶚Ｉ

1870118801860

99198
1061110

iｉｌｉ
:||:Ill:|M１

０
１
３
８
４

９
９
５
６
７

５
５
６
３
７
９
５

９
９
５
６
７
２
３
１
１

南部大西洋津

東南’１’部

西南’'１部

山岳地方

太平洋津

８１

１０２

１１３

Ｌ 中
た
き
腓
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ

，
し
つ
Ａ

ｒ
と
い
ｑ
り
、
多
数
の
黒
人
労
働
力
の
｛
同
由

痒釧辨鋼化は白人労働者にとって重大
や
噛
離
叩
比
な
経
済
的
脅
威
を
意
味
し
た
で
あ

一
翫
繩
池
よ
ろ
う
。
事
実
、
表
、
に
明
ら
か
な

垰鰯辨呼》ように、六○年代の名目賃金
地
の
あ
。
、
肥
上
昇
率
は
南
部
で
相
対
的
に
小
さ

北
』
で
る
ｇ
ｂ

稗攝》》》岬》輌杣》岬『｝州出》峰岬辨
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（
１
）
戦
争
中
の
南
部
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
特
に
祠
・
富
・
Ｐ
の
『
。
⑦
『
》
倉
菖
・
口
の
『
・
句
１
，
の
：
且
ゴ
ロ
随
の
、
ご
Ｓ
の
Ｃ
Ｃ
ｐ
［
巳
の
『
ｇ
『
》
］
恩
】

Ｉ
忠
言
一
用
・
少
且
円
Ｂ
ｐ
Ｏ
の
９
．
雪
ｏ
ｐ
Ｑ
［
・
・
弓
・
】
】
１
ｓ
を
参
照
。

（
２
）
ｐ
己
．
（
ざ
｝
＆
Ｐ
《
《
同
８
コ
。
曰
－
８
．
｛
同
日
目
、
一
己
畳
。
■
ご
》
］
。
■
『
昌
一
。
〔
向
８
回
・
目
白
雷
の
８
『
『
．
ｑ
＆
・
滉
〆
牌
自
］
Ｃ
国
弓
・
『
四
－
一
．

な
お
、
奴
隷
価
格
は
、
奴
隷
貿
易
が
禁
止
さ
れ
た
一
八
○
七
年
後
に
お
い
て
は
、
奴
隷
の
輸
入
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
奴
隷
の
奴
隷
主
に

も
た
ら
す
期
待
収
益
の
資
本
還
元
額
を
基
準
に
決
定
さ
れ
て
い
た
。
期
待
収
益
に
は
、
一
つ
は
奴
隷
自
身
の
自
己
増
殖
に
よ
る
も
の
と
、
一
つ
は
奴

隷
の
生
産
的
使
用
か
ら
生
じ
る
「
剰
余
価
値
」
と
が
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
奴
隷
の
生
活
水
準
が
ほ
ぼ
労
働
力
再
生
産
に
必
要
な
最
低
限
度
に

固
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
生
産
性
上
昇
の
利
益
は
（
生
産
物
価
格
が
不
変
で
あ
る
か
ぎ
り
）
す
ぺ
て
奴
隷
主
に
帰
し
、
そ
の
点
で
も

賃
労
働
者
と
異
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
奴
隷
価
格
の
基
本
的
水
準
は
、
年
令
、
性
、
地
域
に
よ
る
差
異
を
含
み
な
が
ら
も
、
奴
隷
の
期
待
自
己

増
殖
率
、
綿
花
価
格
水
箪
、
奴
隷
労
働
の
生
産
性
、
市
場
利
子
率
の
動
向
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
細
作
の
経
済
条
件
な
い
し
奴
隷
労
働
力
の
需
給
関

係
に
よ
っ
て
基
本
的
水
準
か
ら
の
乗
離
が
生
じ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
年
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
よ
る
計
算
結
果
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
一
般
に
は
奴
隷
制
の
「
収
益
性
」
と
い
う
言
葉
で
総
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
奴

隷
制
の
収
益
率
は
一
般
に
は
計
算
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
「
資
本
還
元
率
」
と
解
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
主
要
論
文
は
左
記
の
通

宛
。
ご
●
・
句
Ｃ
脆
の
］
四
口
△
の
．
Ｆ
・
同
二
ｍ
の
【
日
四
二
宕
弓
言
の
因
８
口
○
昌
二
、
の
Ｃ
【
の
一
四
『
の
『
『
ｇ
・
句
◎
麺
の
一
四
．
旦
向
口
媚
の
ロ
ロ
凹
己
匂
罰
の
ご
房
『
□
『
の
曰
〔
－
．
コ
。
〔
シ
Ｂ
・

の
１
，
：
同
８
口
。
且
ｎ
国
⑫
８
【
］
．
。
□
．
。
）
〔
・
・
已
己
・
皆
】
’
一
】
｝
し
・
崖
．
Ｃ
：
『
四
二
：
こ
］
・
用
・
昌
の
『
の
『
．
ｇ
日
冨
向
８
コ
目
】
一
ｎ
⑰
Ｃ
『
の
一
四
ぐ
の
『
］
ご

ｇ
の
シ
ロ
（
の
‐
■
の
二
目
】
の
。
巨
畳
圏
］
目
『
園
】
。
【
弔
・
］
旨
８
－
両
８
．
９
畠
・
ぐ
。
一
・
ｓ
巳
留
》
ロ
ロ
，
閉
ｌ
】
ざ
申
元
．
固
く
目
②
］
『
・
》
員
円
］
】
の
同
８
二
。
目
８

．
［
し
日
の
『
】
８
ゴ
ｚ
の
、
８
の
一
回
ぐ
の
ｇ
ご
菫
ロ
ヨ
ぐ
の
『
⑩
三
の
叩
‐
Ｚ
型
二
．
昌
一
塵
巨
【
①
四
厘
○
．
自
冒
目
冒
の
⑰
｛
。
『
両
８
コ
◎
日
－
，
宛
の
⑫
の
四
目
彦
》
鈩
呂
の
、
岳
。
【

Ｆ
：
。
『
両
８
コ
。
『
昌
向
⑩
．
］
④
富
・
つ
ど
．
届
ｍ
Ｉ
噌
念
》
］
・
ロ
句
○
巨
⑫
斤
四
且
□
・
向
・
の
三
目
・
倉
石
『
Ｃ
目
、
こ
ぐ
一
ｇ
ｏ
【
し
貝
の
‐
国
の
二
Ｅ
目
の
一
畠
の
閂
○
ｍ
す
。
【
“

し
旨
冑
『
Ｃ
シ
己
ロ
『
８
９
富
．
シ
”
１
，
口
一
目
『
山
一
田
⑫
ｇ
ｑ
・
ぐ
。
－
．
瞳
》
】
＠
『
Ｐ
已
己
・
患
’
＆
》
可
・
の
貰
菖
念
『
》
資
し
Ｚ
・
【
の
。
己
［
｝
】
の
勺
『
・
〔
旨
三
一
一
［
］

。
角
シ
ョ
【
の
‐
国
の
一
一
已
目
の
一
旦
の
ｑ
ご
・
の
。
ヨ
ニ
】
の
日
向
８
コ
Ｃ
日
一
。
］
目
【
昌
一
壹
『
。
】
．
⑬
Ｐ
〕
Ｐ
①
』
》
目
・
旨
、
’
四
患
聿
宛
・
の
皀
呂
・
屡
目
旨
や
『
。
〔
旨
三
一
一
弓

。
（
鯵
…
愈
二
圓
叩
：
亀
Ｉ
”
…
…
ｍ
・
昌
一
扇
『
二
画
・
・
己
・
目
・
胃
「
。
…
・
一
皆
・
］
§
…
露
‐
亀
：
…
…
壜
弓
一
馬

宅
『
・
曽
呂
三
目
目
ｇ
ぐ
一
号
一
二
口
。
届
勺
一
目
国
二
目
の
一
色
ぐ
の
ｑ
冒
二
］
の
□
昌
巳
の
日
冨
唾
菖
季
刊
理
論
経
済
学
十
一
一
巻
一
号
六
○
’
六
七
頁
。

（
３
）
南
部
の
農
業
的
富
は
、
奴
隷
を
除
い
て
も
、
六
○
’
七
○
年
に
実
質
で
五
五
％
の
低
下
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
艀
価
額
の
低
下
よ

０
で
あ
る
。
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（
４
）
戦
争
に
よ
る
南
部
経
済
の
荒
廃
に
つ
い
て
は
特
に
左
記
を
参
照
。
］
・
＄
・
の
⑰
一
二
①
厨
・
鴬
弓
唇
の
同
８
．
．
目
、
ご
ｎ
丘
の
。
、
の
具
晉
の
Ｃ
－
ぐ
一
一

二
「
胃
冒
昌
の
の
。
巨
冒
葛
・
少
ロ
日
の
目
Ｃ
の
色
・
》
。
ご
・
ロ
ー
［
・
毫
弓
・
『
＠
Ｉ
沼
一
両
・
言
・
Ｐ
の
『
。
①
Ｈ
》
食
⑫
Ｃ
昌
彦
の
【
ご
○
ロ
８
具
ロ
コ
ニ
シ
砲
己
目
一
目
『
■
一
目
８
ｐ
】
の
．

】
ｍ
ｓ
ｌ
］
⑫
ｇ
ご
マ
シ
『
号
の
：
Ｃ
の
。
．
》
一
三
１
．
》
ご
己
・
ｇ
Ｉ
Ｓ
⑬

（
５
）
シ
ェ
ア
ク
ロ
ッ
パ
ー
制
の
形
成
と
実
態
は
な
お
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
左
記
の
も
の
を
参
照
し
た
。

ン
・
Ｚ
の
ぐ
ご
の
。
円
｝
房
同
日
日
、
、
回
、
の
。
【
富
。
』
の
『
ロ
シ
ョ
の
ユ
３
》
］
②
＄
Ｉ
ｌ
］
召
⑭
ご
］
巴
『
】
ロ
・
扇
［
［
・
》
］
・
ロ
・
応
の
国
》
《
《
の
ゴ
聾
『
⑦
。
『
◎
乙
已
ご
困
色
の
四
口

ロ
己
…
且
昌
一
：
厨
…
…
・
…
ｌ
…
・
…
二
唇
ョ
切
目
晉
譽
・
］
・
…
・
〔
…
・
目
ｎ
円
…
・
目
－
し
８
員
忌
墓
・
ｇ

Ｂ
③
－
】
ざ
｝
宛
．
⑫
臣
【
：
、
且
”
・
幻
目
印
◎
日
食
曰
冨
同
×
．
、
一
画
く
の
ご
二
戸
の
勺
。
⑩
〔
‐
頤
の
二
目
〕
⑫
Ｃ
巨
旨
⑩
少
の
白
身
。
【
【
胃
向
、
（
）
。
。
且
、
旨
己
已
四
。
〔

。
『
恩
、
一
⑪
ヨ
ヨ
囚
冨
い
『
丙
の
［
同
回
ぐ
計
目
日
の
己
［
弓
・
］
。
Ｅ
『
冒
一
。
【
両
８
二
○
日
－
，
国
⑪
Ｓ
ｑ
・
ぐ
Ｃ
ｌ
・
】
・
貝
冒
］
⑤
貝
で
己
・
屋
再
ｌ
屋
ｍ
・
菊
地
灘
一
箸

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
前
資
本
制
遺
制
』
未
来
社
一
九
五
五
年
第
二
章

（
６
）
以
下
の
記
述
を
含
め
て
、
地
域
格
差
の
歴
史
的
分
析
は
下
記
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。
記
・
缶
・
同
四
ｍ
【
の
己
】
Ｐ
冨
旨
《
の
ｑ
の
い
】
◎
息
一
ｏ
一
頭
の
『
の
口
８
ｍ

ご
勺
屈
『
Ｃ
煙
□
冒
冒
８
日
の
・
弓
：
巨
冒
□
目
：
旦
邑
○
国
一
目
８
日
⑪
．
』
②
Ｓ
ｌ
』
①
ｇ
葛
》
璃
・
国
・
国
・
幻
・
・
目
『
の
己
⑩
ご
シ
日
の
『
】
８
口
向
８
コ
・
日
》
、
ヨ

ニ
】
の
ｚ
旨
の
［
の
目
二
】
○
の
己
日
目
・
目
・
『
四
ｌ
』
色
中
幻
・
少
・
園
⑩
［
の
『
一
ヨ
・
倉
屍
①
、
】
目
巴
冒
８
口
】
の
曰
円
の
目
、
息
・
口
・
巳
『
・
冒
弓
・
留
切
１
超
『
》
⑫
・
㈲
・

両
二
ｍ
の
『
日
目
◎
ロ
・
ａ
【
・
壱
つ
ど
．
⑭
ご
ｌ
患
⑩
．

（
７
）
、
の
二
の
『
．
（
》
ロ
・
具
．
．
：
，
鷺
ｌ
切
・

（
８
）
た
だ
し
、
奴
隷
解
放
に
よ
っ
て
黒
人
の
一
部
（
婦
人
、
幼
児
、
そ
の
他
）
の
労
働
供
給
の
減
少
な
い
し
遊
休
化
が
生
じ
た
こ
と
は
あ
り
う
る

こ
と
で
あ
る
が
明
確
な
証
拠
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
労
働
参
加
率
や
労
働
時
間
の
低
下
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
本
文
は
一
定
の
修
正
を
必
要
と
す
る
。

（
９
）
綿
花
価
格
の
一
般
卸
売
価
格
に
対
す
る
比
価
は
南
北
戦
争
中
お
よ
び
そ
の
直
後
の
世
界
的
な
綿
花
不
足
期
に
は
当
然
上
昇
し
た
が
、
七
○

的
年
代
後
半
に
は
ほ
ぼ
戦
前
の
比
価
に
も
ど
る
。
そ
れ
で
も
な
お
穀
物
よ
り
は
価
格
関
係
は
よ
か
や
た
が
、
綿
花
生
産
に
予
想
さ
れ
る
生
産
性
の
相

対
低
下
を
十
分
に
相
殺
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
に
は
世
界
市
場
の
綿
花
供
給
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
地
位
は
ほ
ぼ
回

復
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
綿
花
生
産
は
戦
前
に
較
ぺ
て
著
し
く
増
加
し
た
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
こ
の
間
羊
毛
等
の
代
替
繊
維
の
競
争
力
の
増

大
、
ま
た
は
繊
維
産
業
全
体
の
発
展
鈍
化
が
生
じ
、
ア
メ
リ
カ
綿
作
の
経
済
環
境
が
悪
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
部
綿
作
地
帯
に
お

一〕ロ顎つＣ・

（４笹）

り
も
実
質
の
損
失
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
⑫
・
・
ｒ
同
月
の
『
目
目
・
富
②
Ｃ
目
の
因
８
二
．
目
ｎ
句
、
、
５
『
⑩
旨
ｍ
Ｃ
Ｅ
ｓ
の
『
ゴ
ロ
：
百
国
ａ
ｐ
の
い
い
》
富
。
ご
・
、
一
戸
．
．
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け
る
食
料
、
飼
料
、
肉
類
の
自
給
性
は
、
戦
前
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に
お
い
て
顕
著
に
み
と
め
ら
れ
る
が
、
戦
後
自
給
性
の
低
下
と
現
金
作

物
の
単
作
化
が
進
む
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
は
一
面
で
は
農
業
の
地
域
分
業
化
の
進
展
と
い
う
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
歴
史
的
傾
向
の
継
続
と
み
ら
れ
る

が
、
同
時
に
戦
争
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
に
よ
っ
て
北
部
と
の
競
合
的
作
物
の
後
退
が
促
進
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
ろ
う
。
南
部
が
敗
戦
に
よ
っ
て
北

部
の
通
貨
圏
に
く
み
こ
ま
れ
た
こ
と
は
、
国
際
戦
争
の
場
合
の
敗
戦
国
が
戦
後
経
済
復
興
の
手
段
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
る
為
替
切
下
の
手
段
を
南

部
か
ら
奪
う
こ
と
を
意
味
し
、
南
部
復
興
を
そ
れ
だ
け
困
難
に
し
た
面
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
綿
作
を
中
心
と
す
る
単
作
経
営
化
の
方
向
は

「
債
務
奴
隷
制
」
と
も
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
南
部
賎
業
の
自
給
性
の
変
化
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照
。

幻
・
向
．
。
四
一
一
ョ
：
》
ど
の
の
］
［
‐
⑫
戸
田
。
】
の
ロ
ｑ
冒
昌
の
○
．
［
８
．
両
の
（
）
。
《
》
日
『
（
）
｛
牙
の
シ
三
⑦
，
因
の
一
一
回
日
の
。
ロ
ー
】
弓
・
缶
困
１
２
］
日
日
一
浬
一
⑫
Ｓ
ご
・
※
‐

白
く
》
］
①
『
Ｐ
ロ
ロ
・
ロ
ー
霞
》
用
・
宛
目
の
Ｃ
Ｂ
ｍ
目
元
・
印
貝
９
．
６
の
す
【
句
の
。
目
頭
の
ご
島
の
○
・
［
【
・
ロ
の
。
巨
昌
“
『
［
の
『
牙
の
Ｑ
ぐ
一
一
弓
色
『
葛
．
］
（
》
巨
司
‐

菌
一
・
｛
同
８
コ
【
】
日
一
Ｃ
胃
、
８
９
》
『
。
］
・
〆
涜
ロ
》
］
垣
忌
も
。
⑤
思
索
・

（
、
）
南
北
格
差
の
形
成
と
は
別
に
、
そ
の
継
続
の
原
因
に
つ
い
て
は
な
お
研
究
を
要
す
る
。
た
だ
そ
の
格
差
が
ほ
ぼ
二
○
世
紀
初
頭
な
い
し
第

一
次
大
戦
頃
か
ら
次
第
に
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
点
は
注
目
し
て
い
い
。
こ
れ
に
は
種
々
の
要
因
が
あ
ろ
う
が
、
一
つ
は
労
働
供
給
条
件
の
変
化

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
次
大
戦
以
後
ア
メ
リ
カ
労
働
供
給
に
占
め
る
外
国
移
民
の
顕
著
な
低
下
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
豊
富
な
外
人
労
働

力
の
北
部
へ
の
供
給
の
た
め
に
、
南
部
農
業
労
働
力
の
外
部
へ
の
移
民
機
会
が
制
限
さ
れ
、
南
部
農
業
地
帯
に
潜
在
的
過
剰
人
口
が
蓄
積
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
南
部
の
低
所
得
の
継
続
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
、
）
奴
隷
の
賃
貸
料
の
上
昇
率
が
労
賃
の
そ
れ
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
は
、
奴
隷
制
の
中
心
部
門
で
あ
る
綿
花
の
発
展
性
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
が
、
同
時
に
奴
隷
使
用
が
よ
り
収
益
的
な
綿
作
に
集
中
し
て
い
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
奴
隷

賃
貸
は
細
作
経
営
よ
り
も
そ
の
他
の
部
門
に
む
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
奴
隷
の
価
値
保
全
上
の
考
慮
（
健
康
、
生
命
の
損
失

の
お
そ
れ
）
や
男
女
別
居
に
よ
る
奴
隷
の
自
己
増
殖
の
制
限
の
た
め
に
、
一
般
に
は
非
常
に
広
汎
に
み
ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
そ
れ
が
奴
隷
制
の
、
あ
る
い
は
奴
隷
制
と
資
本
主
義
な
い
し
小
農
制
の
共
存
体
制
の
下
で
の
労
働
力
配
分
の
一
つ
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は

否
め
な
い
。
奴
隷
賃
貸
制
度
に
つ
い
て
は
丙
・
両
ぐ
自
鮠
．
（
）
ご
・
ｎ
Ｆ
弓
・
】
罵
賄
・
を
み
よ
。

（
、
）
南
北
両
方
の
経
済
に
及
ぼ
し
た
深
刻
な
経
済
的
影
響
を
含
め
て
、
南
北
戦
争
の
コ
ス
ト
は
極
め
て
大
き
く
、
結
果
的
に
は
連
邦
政
府
の
負

担
に
よ
る
奴
隷
の
有
償
解
放
の
方
が
戦
争
よ
り
は
る
か
に
低
コ
ス
ト
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
戦
争
が
一
般
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
歴

史
は
経
済
計
算
を
こ
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
Ｃ
・
ｐ
Ｃ
Ｃ
－
１
－
。
：
．
弓
夛
の
同
８
己
Ｃ
目
の
⑫
。
〔
同
日
目
凰
冨
二
．
■
蔓
も
。
ご
索
．
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南
北
戦
争
期
は
経
済
政
策
の
上
で
も
重
要
な
変
化
の
生
じ
た
時
期
と
い
わ
れ
る
。
ホ
１
ム
ス
テ
ヅ
ド
法
や
大
陸
横
断
鉄
道
へ
の
大
規

模
な
土
地
払
下
げ
等
の
公
有
地
処
分
政
策
、
関
税
政
策
に
お
け
る
高
率
保
護
関
税
の
設
定
と
定
着
、
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
紙
幣
の
発
行
と

国
法
銀
行
制
度
の
成
立
に
よ
る
金
融
制
度
上
の
変
化
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
も
ち
ろ
ん
戦
争
に
よ
っ
て
実
現
が

加
速
さ
れ
た
り
、
ま
た
よ
り
大
規
模
に
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
し
か
し
ま
た
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発

展
の
産
物
で
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
南
北
戦
争
期
の
政
策
史
上
の
断
点
を
一
面
的
に
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
公
有
地

政
策
、
関
税
政
策
に
は
簡
単
に
ふ
れ
る
に
と
ど
め
、
金
融
制
度
に
つ
い
て
は
後
の
展
開
の
前
提
と
も
な
る
の
で
か
な
り
詳
し
く
論
じ
る
。

広
大
な
西
部
の
公
有
地
を
連
邦
財
産
と
し
て
所
有
し
、
そ
れ
に
私
有
権
を
設
定
し
て
い
く
と
い
う
不
可
避
な
過
程
を
伴
っ
て
発
展
し

た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
、
公
有
地
処
分
は
当
初
か
ら
重
要
な
ニ
ー
ー
ク
な
政
策
で
あ
っ
た
。
連
邦
は
そ
の
処
分
を
は
じ
め

は
主
に
競
売
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
生
じ
た
自
由
な
土
地
私
有
制
は
、
前
資
本
主
義
的
遺
制
を
伴
う
旧
国
の
土
地
所
有

に
み
ら
れ
な
い
極
め
て
自
由
な
も
の
で
あ
り
、
他
の
商
品
と
ほ
と
ん
ど
同
様
に
投
機
的
に
売
買
さ
れ
る
自
由
な
土
地
市
場
こ
そ
新
開
国

と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
涜
本
主
義
の
体
質
の
一
つ
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
唖

連
邦
成
立
当
初
に
お
い
て
は
、
土
地
処
分
は
連
邦
財
政
収
入
の
穫
保
と
い
う
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
が
、
次
第
に

西
部
の
辺
境
民
主
主
義
の
要
求
と
西
漸
に
よ
る
経
済
領
域
拡
大
の
促
進
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
る
に
い
た
り
、
理
論
上
は
安
価
な
土

地
の
実
需
者
へ
の
大
量
供
給
の
方
針
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
最
低
競
売
価
格
は
一
八
二
○
年
に
エ
ー
カ
ー
当
り
二
ド
ル
か
ら
一
・
一
一

五
ド
ル
に
引
下
げ
ら
れ
、
五
四
年
に
は
売
れ
残
っ
た
土
地
の
価
格
は
最
低
三
一
・
五
セ
ン
ト
ま
で
引
下
げ
ら
れ
、
競
売
最
低
単
位
も
当

初
の
六
四
○
エ
ー
カ
ー
か
ら
三
二
年
の
四
○
エ
ー
カ
ー
ま
で
引
下
げ
ら
れ
た
。
一
八
二
○
年
に
は
、
投
機
抑
制
の
理
由
か
ら
、
旧
来
の

３
経
済
政
策
の
変
化
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表１４連邦土地処分

信
用
販
売
の
禁
止
が
実
施
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
効
果
は
土
地
購
入
に
お
け
る
信
用
依
存
を
公
的
な
も
の
か
ら
民
間
信
用
に
切
り
か

え
る
こ
と
と
な
り
、
投
機
抑
制
よ
り
も
信
用
ル
１
卜
の
変
更
を
生
じ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
四
一
年
に
は
公
有
地
の
先
住
者

に
対
し
て
一
六
○
エ
ー
カ
ー
ま
で
の
優
先
的
購
入
権
を
最
終
的
に
保
証
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
の
先
例
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
っ
た
。

南
北
戦
争
前
に
は
西
部
開
拓
を
め
ぐ
る
南
北
の
体
制
的
対
立
の
た
め
に
こ
れ
以
上
の
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
争
に
よ
る
体

制
の
一
元
化
は
、
農
民
志
望
者
（
五
年
の
定
住
を
条
件
と
す
る
）
に
対
す
る
一
六
○
エ
ー
カ
ー
の
無
償
払
下
げ
方
式
の
確
立
を
も
た
ら

し
、
土
地
政
策
の
画
期
と
な
っ
た
。
こ
の
六
二
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
は
、
そ
の
後
の
類
似
の
法
律
に
う
け
つ
が
れ
、
特
殊
な
農
業

目
的
に
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
皿
に
示
す
よ
う
に
ほ
ぼ
今
日
ま
で
の
連
邦
土
地
処
分
に
占
め
る
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
に
よ

る
も
の
は
三
割
弱
と
な
り
、
そ
の
量
的
意
義
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
西
部
開
拓
促
進
効
果
は
否
定
で
き
な
い
Ｐ
西
部
の
未
改

Ｅ
け
｜
刑
犯
犯
９
６

金
込
印
騨
鈩

内
】
【
Ｎ
】
、
β
』
【
Ｈ
】

狽
哩
鄙
豚
△
百

ロ

Ｌ、Ｅ･ＤａｖｉｓｅＬａＬ，AmericanEcono‐

ｍｉｃＧｒｏｗｔｈ：AnEconomist,sHistory

oftheUnitedStates，1972,ｐ、１０８

な
り
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
西
部
開
拓
促
進
効
果
は
否
定
で
き
な
い
。
西
部
の
末
改

良
農
地
の
価
格
上
昇
が
十
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
か
な
り
大
き
く
、
農
業
参
入
条

件
に
お
け
る
農
地
価
格
の
重
要
性
が
既
に
高
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
の
意
図
し
た
と
い
わ
れ
る
定
住
的
自
作
農
の
発
展
と

い
う
面
に
は
、
こ
の
政
策
の
効
果
は
必
ず
し
も
重
要
と
は
い
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
農
民
が
か
な
り
い
た
と
は
い
え
、
一
九
世
紀
末
ま
で

（
２
）

で
は
西
部
農
業
の
開
発
全
体
に
占
め
る
そ
の
比
率
は
二
割
弱
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も

部
分
的
な
も
の
で
あ
っ
た
●
第
二
に
、
こ
の
制
度
も
法
適
用
の
限
界
の
た
め
土
地
競

売
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
投
機
業
者
も
利
用
し
う
る
も
の
だ
っ
た
し
、
ま
た
農
民

自
身
も
本
質
的
に
土
地
投
機
家
で
あ
っ
た
。
急
速
な
農
業
西
漸
と
は
げ
し
い
人
口
移

動
と
い
う
当
時
の
条
件
の
下
で
は
そ
れ
は
不
可
避
で
あ
っ
趨
・
こ
の
点
で
は
ホ
ー
ム

面菰(百万
エーカー）

その比率
(％）

現金販売等

ホームステッド

州への払下げ

退役軍人補助等

鉄道への払下げ

合計

300

285

225

9５

９１

３５

1,031 １６８２８４０■Ｂ■の●■ロ９７１９８３０
２２２

０１
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ス
テ
ヅ
ド
法
は
、
入
植
し
う
る
土
地
が
良
好
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
連
邦
か
ら
特
定
個
入
へ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
の
譲
渡
を
意

味
し
た
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
、
農
業
参
入
コ
ス
ト
も
土
地
価
格
上
昇
の
み
で
な
く
農
業
機
械
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
っ
て
も
上
昇
し

そ
れ
は
農
業
労
賃
の
上
昇
よ
り
急
速
で
あ
っ
た
か
ら
、
農
業
賃
労
働
な
い
し
小
作
農
か
ら
自
作
農
へ
の
農
業
槽
梯
上
昇
の
道
の
り
は
次

第
に
遠
距
離
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
成
立
以
後
に
お
い
て
も
、
自
作
農
の
相
対
的
減
少
と
小
作
農
の
相

（
４
）

対
的
増
加
の
傾
向
は
、
西
部
に
お
い
て
も
い
ぜ
ん
と
し
て
進
行
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

横
断
鉄
道
に
対
す
る
土
地
払
下
げ
は
、
戦
前
に
確
立
し
て
い
た
処
分
方
式
の
継
続
で
あ
っ
た
。
公
有
地
の
内
部
開
発
目
的
の
払
下
げ

は
一
八
一
一
七
年
に
始
ま
る
が
、
鉄
道
へ
の
払
下
げ
は
五
○
年
代
の
州
際
大
鉄
道
イ
リ
ノ
イ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
へ
の
払
下
げ
に
よ
っ
て
大
規

化
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
南
北
戦
争
に
よ
る
体
制
一
元
化
と
職
争
目
的
の
た
め
の
緊
急
の
必
要
に
よ
っ
て
極
め
て
大
規
模
と
な
り
、

六
三
年
か
ら
九
年
間
に
一
億
エ
ー
カ
ー
以
上
の
土
地
払
下
が
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
そ
の
外
に
も
州
を
経
由
す
る
払
下
げ
も

あ
り
、
全
体
と
し
て
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
以
西
の
横
断
鉄
道
領
域
の
全
面
糊
の
一
割
弱
の
土
地
の
無
償
払
下
げ
が
こ
の
短
期
間
に
認
可
さ
れ

た
。
こ
れ
は
鉄
道
建
設
に
よ
る
土
地
価
格
の
上
昇
と
い
う
外
部
経
済
効
果
を
そ
の
担
当
者
た
る
鉄
道
に
与
え
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
う

い
う
産
業
補
助
を
こ
こ
で
も
直
接
の
財
政
支
出
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
連
邦
資
産
と
財
政
収
入
の
部
分
的
放
棄
に
よ
っ
て
行
っ
た
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
巨
大
な
革
新
者
と
し
て
の
鉄
道
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
的
な
公
権
力
の
補
完
形
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
こ

の
よ
う
な
鉄
道
援
助
は
、
鉄
道
と
政
府
と
の
特
殊
な
関
係
を
生
じ
、
投
機
的
な
鉄
道
金
融
を
め
ぐ
る
大
衆
の
疑
惑
と
鉄
道
集
中
に
伴
な

う
反
鉄
道
気
運
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
々
義
の
反
撃
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
鉄
道
へ
の
払
下
げ
の
認

可
は
七
一
一
年
以
降
は
も
は
や
不
可
能
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
既
に
認
可
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
後
の
横
断
鉄
道
の
建
設
の
進
行
に
つ
れ
て

次
々
に
実
行
さ
れ
、
結
局
一
八
九
○
年
頃
ま
で
の
西
部
鉄
道
建
設
は
こ
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
の
刺
激
を
受
け
、
西
漸
運
動
は
促
進
さ
れ

たＦ
ｏＡ－グ
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図４．．輸入関税率の推移
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土
地
政
策
と
同
様
に
関
税
政
策
に
お
い
て
も
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
産
業
育
成
的
性
格
が

強
め
ら
れ
た
。
戦
時
の
関
税
立
法
は
、
連
邦
収
入
に
占
め
る
関
税
の
重
要
性
や
内
国
消
費

税
引
上
の
相
殺
の
必
要
性
か
ら
み
て
不
可
避
な
措
置
で
あ
っ
た
が
、
関
税
立
法
が
保
護
主

義
者
に
よ
っ
て
緊
急
立
法
と
し
て
推
進
さ
れ
た
た
め
に
、
こ
の
関
税
引
上
は
極
端
な
保
護

関
税
と
な
っ
た
。
図
４
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
既
に
極
め
て
多
か
っ
た
輸
入
関
税
品

目
が
や
や
増
加
し
て
輸
入
品
の
ほ
と
ん
ど
を
含
む
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
関
税
品
目
の

平
均
関
税
率
が
五
○
％
近
く
に
著
し
く
引
上
げ
ら
れ
、
一
八
二
○
年
代
水
準
に
逆
も
ど
り

し
た
。
し
か
し
こ
の
戦
時
立
法
は
ほ
と
ん
ど
第
一
次
大
戦
に
い
た
る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の

関
税
構
造
を
決
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
内
国
消
費
税
は
終
戦
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
て
い

く
が
、
関
税
の
そ
れ
に
み
あ
っ
た
引
下
は
な
か
っ
た
し
、
戦
時
関
税
が
旧
来
の
従
価
税
中

心
の
も
の
か
ら
従
避
、
従
価
併
用
の
も
の
に
移
行
し
た
と
は
戦
後
か
ら
九
○
年
代
に
い
た

る
物
価
低
下
期
の
関
税
の
実
質
的
引
上
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
六
七
年
の
羊
毛
及
び
羊
毛

製
品
関
税
、
六
九
年
の
銅
関
税
の
立
法
に
計
ら
れ
る
よ
う
に
、
工
業
や
原
料
生
産
者
の
個

別
的
利
害
を
直
接
に
反
映
す
る
個
別
関
税
立
法
さ
え
強
引
に
成
立
せ
ら
れ
た
。

た
し
か
に
先
の
図
４
の
よ
う
に
輸
入
額
中
の
関
税
品
目
の
輸
入
の
割
合
は
断
続
的
に
低

下
し
て
い
き
、
そ
れ
と
か
な
り
対
応
し
て
輸
入
品
全
体
に
対
す
る
関
税
収
入
の
率
も
九
○

年
代
中
期
ま
で
低
下
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
七
二
年
の
茶
、
コ
ピ
ー
、
九
○
年
の
砂
糖
等

の
収
入
関
税
の
廃
止
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
ま
た
一
部
は
国
産
品
と
競
合
し
な
い
原
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急
速
に
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
自
給
化
が
進
展
す
る
こ
と
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
表
嘔
の
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
の
関
税
率
水
準
は
西
欧
工
業
国
と
は
異
質
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
と
と
も
に
異
常
な
水
準
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
当
該
国
の
経
済
的
広

が
り
な
い
し
自
給
性
と
関
税
率
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
保
護
関
税
は
ア
メ
リ
カ
で
は
高
賃
金
保
護
や
独
占
関
税
の
性
格
を

も
も
っ
て
い
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
別
に
ふ
れ
る
機
会
も
あ
ろ
う
が
、
前
者
は
高
度
の
技
術
に
よ
っ
て
高
賃
金
の
不
利
を
相
殺
し
え
な

い
工
業
は
も
ち
ろ
ん
、
高
度
の
ア
メ
リ
カ
的
技
術
を
も
つ
に
い
た
る
工
業
で
も
少
く
と
も
幼
稚
段
階
に
お
い
て
は
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
た
。
綿
工
業
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
保
謹
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
南
北
戦
争
以
後
の
鉄
鋼
業
、
羊
毛
工
業
等
の
発
展
は
少

く
と
も
短
期
的
に
は
保
謹
関
税
な
し
で
は
十
分
に
説
明
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
関
税
政
策
の
変
化
も
、
経
済
発
展
の
方
向

（
６
）

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
と
い
う
緊
急
事
態
と
南
部
の
分
離
に
よ
っ
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

表１５

５
３
９
３

２
１

いずれもイギリスの対u上界輸出額の榊成に
よって加重平均された関税率である。

LLitt1eoT・ScitovskyandMScott，
IndustTryandTradeinSomeDeoeloping
Countries：AComparativeStudy，1970,
pp、１６２－３．

料
品
の
例
外
的
な
関
税
廃
止
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
連
邦
財
政
は
好
況
期
に
は
巨

額
の
戦
時
公
債
の
償
還
を
行
っ
て
も
な
お
余
り
あ
る
収
入
超
過
を
生
み
、
財
政
余
剰
の
処
理

が
し
ば
し
ば
重
大
な
政
治
問
題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
解
決
は
基
本
的
に
は
保
謹
関
税
の
引
下

げ
で
は
な
く
、
収
入
関
税
の
廃
止
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
決
は
連
邦
財
政
榊

造
に
ゆ
が
み
を
生
じ
、
財
政
収
入
の
景
気
的
変
動
が
激
化
さ
れ
、
好
況
期
の
収
入
超
過
と
不

況
期
の
収
入
不
足
が
激
化
さ
れ
、
特
に
後
者
は
ア
メ
リ
カ
独
特
の
金
融
制
度
の
た
め
に
や
っ

か
い
な
問
題
と
も
な
り
え
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
争
に
よ
っ
て
定
着
し
た
関
税
構
造
は
、
外
国
品
と
ほ
と
ん
ど
競
合

し
な
い
生
産
物
を
含
め
て
、
工
業
製
品
、
工
業
原
料
、
農
産
物
の
ほ
と
ん
ど
を
保
護
す
る
と

い
う
極
め
て
包
摂
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
工
業
の
多
様
化
と
農
鉱
業
の
西
漸
が
戦
後
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戦
前
の
銀
行
制
度
に
お
い
て
中
心
的
意
義
を
も
っ
て
い
た
発
券
の
制
度
は
、
各
州
独
自
の
規
制
に
よ
る
州
法
銀
行
制
度
に
も
と
づ
い

て
い
た
か
ら
、
銀
行
券
発
行
の
裏
付
け
や
分
換
方
法
等
の
規
制
も
不
統
一
で
あ
り
、
ま
た
特
に
中
西
部
や
南
部
の
新
開
地
方
で
は
発
券

が
内
部
開
発
の
た
め
の
資
本
調
達
の
手
段
と
し
て
、
し
ば
し
ば
州
権
力
に
よ
っ
て
政
治
的
に
も
利
用
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
発
券
規
制
も

ル
ー
ズ
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
の
流
通
銀
行
券
は
ほ
と
ん
ど
無
数
の
異
っ
た
、
し
ば
し
ば
額
面
価
値
の
保
証
の
な
い
銀

行
券
の
集
合
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
た
め
に
景
気
循
環
も
投
機
的
性
格
が
激
化
さ
れ
、
好
況
期
に
お
け
る
ル
ー
ズ
な
発
券

銀
行
の
急
膨
脹
に
よ
る
一
種
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
恐
慌
な
い
し
不
況
期
に
お
け
る
多
数
の
銀
行
破
産
や
発
券
の
大
収
縮
な
い
し

銀
行
券
へ
の
不
信
の
激
化
と
が
く
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
た
と
え
ば
一
八
三
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
始
ま
る
自
由
銀
行
制
度
の
一
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
健
全
な
公
債
を

担
保
と
し
完
備
し
た
見
換
制
度
を
も
つ
発
券
制
度
の
確
立
の
努
力
も
特
に
東
部
に
お
い
て
な
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
な
お
部
分
的

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
通
貨
制
度
は
、
共
通
の
金
鋳
貨
を
も
つ
と
い
う
点
で
は
統
一
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
発
券
制
度

の
多
様
性
の
た
め
に
、
実
質
的
に
は
い
わ
ば
相
互
に
い
り
く
ん
だ
多
数
の
通
貨
圏
に
分
裂
し
て
い
る
状
態
に
近
く
、
憲
法
に
規
定
さ
れ

南
北
戦
争
が
体
制
一
元
化
の
た
め
の
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
戦
前
一
元
的
な
規
制
の
欠
如
し
て
い
た
貨
幣
制
度
に
対
し
て
連
邦
の

規
制
の
導
入
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
．
し
か
し
伝
統
的
な
反
独
占
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
た
め
に
中
央
銀
行
に
対
す
る
敵
対
感
情
の

強
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
中
央
銀
行
に
よ
る
発
券
の
集
中
が
な
い
ま
ま
で
銀
行
券
の
統
一
を
行
な
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
方
向
を
と

貨
幣
金
融
面
で
の
南
北
戦
争
期
の
変
化
は
、
短
期
の
問
題
と
し
て
は
多
額
の
政
府
紙
幣
と
公
債
の
発
行
、
金
本
位
制
の
停
止
等
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
制
度
的
な
変
化
と
り
わ
け
国
法
銀
行
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
金
融
制
度
の
特
徴
を
と
ら
え
る
と
い
う
視

点
か
ら
や
Ｌ
詳
細
に
論
」
麺
。

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
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て
い
た
連
邦
の
通
貨
規
制
権
は
空
文
に
近
か
っ
た
。
南
北
戦
争
の
勃
発
は
こ
の
通
貨
の
非
統
一
性
の
も
つ
矛
盾
を
激
化
す
る
と
と
も
に
、

（
８
）

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
パ
ヅ
ク
の
発
行
も
そ
の
解
決
策
で
あ
っ
た
が
、
国
法
銀
行
制
度
の
発
足
に
よ
る
発

券
規
制
の
強
化
と
一
元
化
（
州
法
銀
行
券
発
行
は
禁
止
的
課
税
に
よ
っ
て
や
が
て
消
滅
し
た
）
も
同
様
で
あ
っ
た
。

国
法
銀
行
券
は
、
発
券
国
法
銀
行
に
よ
っ
て
現
実
に
発
行
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
財
務
省
に
よ
っ
て
国
法
銀
行
に
引
渡
さ
れ
た
か
ら
、

発
券
銀
行
の
ネ
ー
ム
の
差
を
除
い
て
同
一
の
印
章
を
も
ち
、
形
式
的
に
同
一
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
銀
行
券
の
価
値
も
最
終
的
に
財
務
省

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
の
発
券
の
担
保
は
、
公
債
担
保
発
行
と
い
う
点
で
は
戦
前
の
自
由
銀
行
法
を
受
け

つ
い
だ
も
の
の
、
財
務
省
に
預
託
さ
れ
る
担
保
公
債
は
も
は
や
州
、
地
方
公
債
で
は
な
く
よ
り
信
用
力
の
高
い
連
邦
公
債
に
限
定
さ
れ
、

ま
た
発
券
許
容
額
も
発
券
銀
行
の
資
本
金
の
限
度
内
で
担
保
公
債
の
額
面
の
九
割
（
一
九
○
○
年
に
こ
れ
が
十
割
に
引
上
げ
ら
れ
た

が
）
ま
で
と
き
び
し
い
制
限
が
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行
券
の
価
値
は
自
由
銀
行
法
の
場
合
以
上
に
、
発
券
銀
行
の
信
用
力

と
は
独
立
に
、
担
保
公
債
に
よ
っ
て
（
し
た
が
っ
て
連
邦
の
支
払
能
力
に
よ
っ
て
）
保
証
さ
れ
て
い
た
。
銀
行
券
の
財
務
省
に
よ
る
最

（
９
）

終
的
価
値
保
証
も
、
こ
の
よ
う
な
関
係
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

一
面
で
は
こ
の
き
び
し
い
発
券
規
定
と
関
連
し
て
、
全
体
と
し
て
の
発
券
総
額
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
金
本
位

制
の
停
止
さ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
時
代
、
特
に
一
八
七
五
年
ま
で
は
、
発
券
限
度
は
直
接
に
法
的
に
制
限
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
後
は
発
券
担
保
と
し
う
る
公
債
の
残
高
や
国
法
銀
行
の
資
本
金
総
額
の
限
度
の
中
で
、
公
債
市
価
に
よ
っ
て
き
ま
る
発

（
、
）

券
の
収
益
性
に
よ
っ
て
主
に
決
定
さ
れ
て
い
た
。
発
券
規
定
の
き
び
し
さ
の
た
め
に
国
法
銀
行
の
発
券
の
収
益
性
は
も
と
も
と
州
法
銀

行
の
そ
れ
に
比
し
て
小
さ
か
っ
た
が
、
七
○
年
代
末
か
ら
九
○
年
代
は
じ
め
に
は
公
債
償
還
に
よ
る
公
債
の
減
少
と
公
債
の
値
上
り
の

た
め
に
発
券
の
魅
力
は
い
っ
そ
う
小
さ
く
な
り
、
発
券
総
額
も
七
五
年
の
三
四
一
百
万
ド
ル
、
八
二
年
の
三
五
一
一
百
万
ド
ル
か
ら
九
一

年
の
一
六
一
一
百
万
ド
ル
に
大
幅
に
減
少
し
た
ｐ
も
っ
と
も
そ
の
後
は
公
債
の
値
下
り
や
一
九
○
○
年
の
発
券
規
定
の
緩
和
等
に
よ
り
大
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（
ｕ
）

幅
に
増
加
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
ｊ
ｂ
発
行
限
度
が
直
接
、
間
接
に
連
邦
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
変
り
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
国
法
銀
行
券
が
連
邦
信
用
に
よ
っ
て
価
値
保
証
さ
れ
、
発
券
総
額
も
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
と
と
も
に
連
邦
に
よ
っ
て
き
び

し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
国
法
銀
行
券
が
形
式
的
に
は
銀
行
券
で
あ
り
な
が
ら
実
質
的
に
は
む
し
ろ
政
府
紙
幣
に
近
い
存
在
で

（
⑫
）

あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
国
法
銀
行
券
の
日
常
免
換
の
意
味
は
、
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
期
は
山
わ
ら
ろ
ん
金
本
位
復
帰
以
後
に

お
い
て
も
、
か
っ
て
の
州
法
銀
行
券
の
免
換
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
的
な
銀
行
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
銀
行
券
に
は

グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
の
よ
う
な
法
貨
性
は
与
え
ら
れ
ず
、
銀
行
券
は
国
法
銀
行
の
法
定
準
備
金
と
は
な
り
え
ず
（
た
だ
し
大
部
分
の
州
法

銀
行
で
は
準
備
金
と
認
め
ら
れ
て
い
た
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
手
形
交
換
所
で
は
決
済
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
（
た
だ
し
他
の
地
方
都
市

で
は
用
い
ら
れ
た
）
が
、
他
の
多
く
の
通
貨
目
的
で
は
銀
行
券
と
繕
貨
は
何
の
区
別
も
な
か
っ
た
し
、
ま
た
銀
行
券
が
現
金
通
貨
の
一

部
分
を
構
成
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
法
貨
性
の
欠
如
は
重
大
な
聞
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
法
銀
行
の

初
廟
に
お
け
る
免
換
制
度
の
不
備
も
必
ず
し
も
重
大
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
不
備
も
七
四
年
に
は
財
譲
脅
に
よ
る
集
中
允
換

制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
解
消
さ
池
櫻
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
地
域
の
銀
行
券
は
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
と
の
（
金
本
位
制
復
帰
以
後
に
は
金
貨

幣
と
の
）
厳
密
な
等
価
関
係
が
経
常
的
に
も
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
て
戦
前
の
不
統
一
な
貨
幣
制
度
は
、
戦
時
の
財
政
的
必
要
か
ら
発
行
さ
れ
た
無
利
子
の
連
邦
公
債
た
る
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
と
、

同
じ
く
戦
時
に
発
行
さ
れ
た
利
付
公
債
に
よ
っ
て
価
値
保
証
さ
れ
連
邦
財
霧
者
の
手
に
よ
っ
て
経
常
的
免
換
の
保
証
さ
れ
た
統
一
的
国

法
銀
行
券
と
の
、
両
者
の
併
存
を
い
う
よ
り
統
一
的
な
制
度
に
お
き
か
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
集
中
な
き
銀
行
券
の
統
一
は
膨
脹
的
体
質

の
強
い
ア
メ
リ
カ
経
済
と
反
独
占
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
支
配
下
に
お
け
る
問
題
の
解
決
と
し
て
興
味
深
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
南
北
戦
争

前
に
み
ら
れ
た
貨
幣
交
換
業
務
な
い
し
内
国
為
替
業
務
は
不
必
要
に
な
る
か
単
純
化
さ
れ
、
貨
幣
金
融
制
度
の
合
理
化
が
達
成
さ
れ
た
。

ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
発
券
制
度
よ
っ
て
激
化
さ
れ
て
い
た
景
気
循
環
の
投
機
性
と
激
動
性
が
あ
る
て
い
ど
緩
和
さ
れ
る
こ
と
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
決
は
他
方
で
ア
メ
リ
カ
通
貨
金
融
制
度
の
非
弾
力
性
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
グ
リ
ー

ン
パ
ヅ
ク
の
発
行
残
高
は
南
北
戦
争
直
後
の
減
少
を
除
き
ほ
ぼ
全
期
間
固
定
的
で
あ
り
、
実
質
的
に
政
府
紙
幣
的
で
あ
り
多
く
の
部
面

で
グ
リ
ー
ン
パ
ヅ
ク
に
代
替
し
え
た
国
法
銀
行
券
も
、
そ
の
発
行
限
度
が
い
わ
ば
外
的
に
制
限
さ
れ
、
ま
た
そ
の
短
期
的
季
節
的
変
動

（
皿
）

も
制
度
的
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
う
条
件
の
下
で
は
紙
幣
に
よ
る
現
金
通
貨
供
給
は
経
済
の
要
求
す
る
伸
縮
性
を
十
分
に
も
ら

え
ず
、
長
期
的
な
経
済
成
長
の
た
め
の
成
長
通
貨
供
給
、
景
気
循
環
的
な
い
し
季
節
的
な
通
貨
需
要
の
変
動
に
容
易
に
対
応
で
き
な
い
。

事
実
、
戦
前
の
州
法
銀
行
券
に
比
し
て
の
国
法
銀
行
券
の
短
期
的
非
伸
縮
性
は
統
計
的
に
も
い
ら
お
う
砿
認
さ
れ
、
一
般
に
も
注
目
さ

れ
て
い
た
。
銀
行
券
が
銀
行
貸
付
資
産
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
資
産
通
貨
的
な
も
の
か
ら
、
自
由
銀
行
制
さ
ら
に
国
法
銀
行
制
の
き
び
し

い
規
制
に
よ
る
公
債
担
保
通
貨
に
お
き
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
券
の
統
一
性
と
安
全
性
の
た
め
に
発
券
の
弾
力
性
が
そ
こ
な

わ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
わ
挫
蕊
・

こ
の
よ
う
な
非
弾
力
性
は
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
時
代
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
不
可
避
で
も
あ
っ
た
が
、
金
本
位
制
復

帰
後
に
お
け
る
非
弾
力
性
が
他
の
金
本
位
国
に
比
し
て
特
に
著
し
か
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
今
こ
の
点
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス

の
ビ
ー
ル
条
例
の
発
券
規
定
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
あ
え
て
求
め
る
と
、
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
法
銀
行
券
も
ビ
ー

ル
条
例
の
保
証
発
行
に
似
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
国
法
銀
行
券
に
は
後
者
ほ
ど
の
固
定
性
は
な
い
が
、
し
か
し
発
券
額
が
外
的
に
制
限
さ

（
巧
）

れ
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
他
方
イ
ン
グ
ー
ブ
ン
ド
銀
行
の
弾
力
的
な
発
券
部
分
（
正
貨
準
備
発
行
）
は
金
流
出
入
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ
は
国
法
銀
行
制
度
の
外
部
で
、
す
な
わ
ち
財
務
省
に
よ
る
金
証
券
の
発
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
。
ま
た
両
国
に
お
い
て
金
鋳
貨
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
中
央
銀
行
の
存
在
し
な
い
ア
メ
リ

カ
で
は
財
務
省
が
国
法
銀
行
と
と
も
に
発
券
機
能
を
も
ち
、
法
貨
の
金
見
換
の
最
終
責
任
を
も
つ
と
い
う
重
大
な
制
度
的
差
異
を
別
と

に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。



141南北戦争とアメリカ経済

が
あ
っ
た
と
い
え
豹
咋

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
』

す
れ
ば
、
ビ
ー
ル
条
例
と
ア
メ
リ
カ
の
発
券
制
度
は
機
能
的
に
は
か
な
り
類
似
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
通
貨
供
給
の
弾
力
性
は

金
貨
な
い
し
金
証
券
の
流
通
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
と
ほ
ぼ
同
程
度
に
は
保
証
さ
れ
て
お
り
、
国
法
銀
行
券
の
非
弾
力
性
も
金
本
位
制
を

き
び
し
く
守
っ
て
い
く
上
で
は
不
可
避
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ら
お
う
い
い
う
る
。

し
か
し
こ
の
点
は
、
中
央
銀
行
の
不
在
と
、
国
法
銀
行
制
度
に
よ
っ
て
確
立
し
た
後
述
の
法
定
預
金
準
備
制
度
や
分
散
的
銀
行
制
度

と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
金
融
制
度
に
は
一
定
の
非
弾
力
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
ま
た
何
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
経
済
の
体
質
に

よ
っ
て
通
貨
金
融
制
度
の
非
弾
力
性
が
よ
り
強
く
通
感
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
実
体
的
問
題
と
が
あ
っ
た
。

ま
ず
長
期
的
な
成
長
通
貨
供
給
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
実
体
面
の
問
題
と
中
央
銀
行
の
不
在
と
関
連
す
る
国
民
的
準
備
金
の
集
中

な
い
し
節
約
の
不
足
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
後
進
資
本
主
義
国
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
急
速
に
開
発
さ
れ
る
西
部
を
も
つ
新
開
国
で
あ
っ
た
か

ら
、
経
済
膨
脹
力
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
く
、
そ
の
通
貨
信
用
需
要
も
イ
ギ
リ
ス
よ
り
当
然
に
大
き
か
っ
た
。
一
般
に
後

進
国
で
発
券
制
度
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
ル
ー
ズ
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
体
質
的
に
そ
の
要
請
が
よ
り
大
き
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
通
貨
供
給
の
非
弾
力
性
は
金
輪
入
な
い
し
金
流
出
抑
制
に
よ
る
金
貨
幣
の
蓄
積
に
よ
っ
て
克
服
で
き
る
が
、
そ
れ
は
当
然
社
会

的
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
資
源
の
一
部
を
成
長
目
的
か
ら
差
引
く
こ
と
を
意
味
す
る
し
、
ま
た
国
際
的
金
獲
得
競
争
を
も
激
化
さ
せ
う

る
。
こ
の
点
は
戦
後
の
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
の
処
理
や
特
に
七
○
年
代
末
か
ら
の
銀
問
題
の
一
つ
の
背
景
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
い
い
か

え
れ
ば
、
銀
問
題
は
膨
脹
的
体
質
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
経
済
に
ビ
ー
ル
条
例
的
な
発
券
制
度
を
採
用
し
た
点
に
由
来
す
る
と
み
う
る
一
面

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
信
用
制
度
に
お
け
る
国
民
的
準
備
金
の
節
約
は
、
ビ
ー
ル
条
例
下
の
イ
ギ
リ
ス
に
か
な
り
お
く
れ
て
い
た
。
ア

メ
リ
カ
の
全
体
と
し
て
の
貨
幣
制
度
は
、
戦
争
に
よ
り
銀
行
券
で
は
統
一
が
達
成
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
通
貨
で
は
か
え
っ
て
複
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雑
化
し
、
主
な
も
の
で
も
国
法
銀
行
券
の
ほ
か
に
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
、
七
八
年
の
銀
立
法
に
よ
っ
て
生
れ
た
銀
ド
ル
と
銀
証
券
、
九
○

年
の
銀
立
法
に
よ
っ
て
生
れ
た
財
務
省
証
券
、
七
九
年
の
金
本
位
制
復
帰
後
の
金
貨
と
金
証
券
、
こ
れ
ら
が
併
存
す
る
状
態
と
な
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
単
純
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
銀
立
法
の
影
響
も
あ
る
が
、
財
務
省
が
銀
行
と
別
個
に
「
発
券
」
を
行
う
と
い

う
体
制
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
銀
ド
ル
と
銀
証
券
は
事
実
上
は
と
も
か
く
正
式
の
免
換
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
グ

リ
ー
ン
パ
ッ
ク
と
財
務
省
証
券
に
は
金
本
位
制
下
で
は
金
免
換
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
準
備
金
も
存
在
し
た
。
金
証
券
は
金
の
単

な
る
預
託
証
券
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
発
行
残
高
と
同
額
の
金
準
備
が
、
グ
リ
ー
ン
バ
ヅ
ク
の
た
め
の
準
備
金
と
は
別
に
、
財
務

省
に
退
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
と
異
な
る
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
保
証
発
行
も
正
貨
準
備
発
行
も
と
も
に
同
一
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
の
銀
行
券
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
金
単
備
も
結
局
は
単
一
の
金
単
備
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
保
証
発
行

に
当
る
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
と
正
貨
準
備
発
行
に
当
る
金
証
券
と
が
全
く
別
の
も
の
と
し
て
存
在
し
、
準
備
金
も
別
々
に
保
有
さ
れ
て
い

た
点
で
あ
麺
そ
れ
は
当
然
国
民
的
準
備
金
の
集
中
に
よ
る
節
約
の
原
理
に
反
す
る
。

も
っ
と
も
こ
の
点
は
、
銀
立
法
に
よ
る
い
わ
ば
保
証
発
行
部
分
の
拡
大
が
あ
っ
た
九
一
一
一
年
ま
で
は
必
ず
し
も
重
大
な
問
題
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
後
現
金
通
貨
供
給
の
多
く
の
部
分
が
金
証
券
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
時
期
に
も
、
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
の

準
備
金
と
し
て
一
五
億
ド
ル
も
の
金
が
別
枠
で
事
実
上
む
な
し
く
退
蔵
さ
れ
て
い
た
事
実
は
む
し
ろ
こ
っ
け
い
で
さ
え
あ
る
。
第
一
次

大
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
で
経
済
規
模
な
い
し
銀
行
預
金
を
含
め
た
い
わ
ゆ
る
貨
幣
供
給
に
比
し
て
金
準
備
が
他
国
に
比
し
て
不
当
に
多
か

（
Ⅲ
）

つ
た
事
実
は
、
む
ろ
ん
こ
れ
の
み
で
な
く
銀
行
制
度
の
分
散
性
や
経
済
構
造
自
身
と
も
関
連
す
る
現
象
で
あ
る
が
、
〈
マ
述
べ
た
中
央
銀

行
の
不
在
と
関
連
す
る
国
民
的
金
準
備
の
分
散
性
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
膨
脹
体
質
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
経
済
が

国
法
銀
行
制
度
の
下
で
必
ず
し
も
そ
れ
に
適
合
的
と
い
い
が
た
い
貨
幣
制
度
を
も
ち
、
中
央
銀
行
不
在
に
よ
り
金
融
制
度
の
不
効
率
が

目
だ
つ
点
は
、
一
つ
の
問
題
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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農
業
に
お
い
て
は
そ
の
生
産
が
自
然
条
件
に
制
約
さ
れ
る
た
め
に
収
穫
期
は
秋
に
集
中
し
、
ま
た
秋
に
は
農
作
物
取
引
の
増
大
の
み

で
な
く
、
賎
民
の
収
入
を
あ
て
こ
ん
だ
工
業
製
品
の
出
荷
も
大
き
く
な
る
。
ま
た
農
業
の
生
産
期
間
の
長
期
性
の
た
め
に
、
出
来
秋
ま

で
は
賎
民
の
債
務
が
累
菰
し
、
秋
の
収
穫
販
売
代
金
に
よ
っ
て
過
去
の
債
務
の
返
済
と
将
来
の
生
産
、
生
活
資
金
を
ま
か
な
う
と
い
う

パ
タ
ー
ン
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
秋
に
は
収
穫
と
り
入
れ
や
収
極
の
移
動
の
た
め
に
信
用
と
通
貨
の
需
要
が
大
き
く
な

り
、
や
が
て
農
民
の
手
に
か
な
り
豊
富
な
現
金
な
い
し
預
金
が
た
ま
り
、
そ
れ
が
以
後
農
民
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
農
Ｉ
工
の
広
大
な
地
域
的
分
業
の
た
め
に
、
東
部
と
西
部
、
南
部
と
の
間
に
留
易
収
支
の
大
幅
な
季
節
的
変
動
が
生
じ
て
い
た
。

出
来
秋
に
は
、
収
穫
の
と
り
入
れ
や
移
動
の
た
め
に
西
部
、
南
部
の
み
で
な
く
東
部
か
ら
も
准
大
な
信
用
が
必
要
と
さ
れ
、
東
部
工
業

製
品
の
生
産
と
移
動
の
た
め
の
信
用
が
増
大
す
る
の
み
で
な
く
、
巨
額
の
農
産
物
輸
入
の
決
済
贋
金
が
東
部
や
一
部
の
西
部
の
中
心
地

か
ら
西
部
、
南
部
の
農
業
地
方
に
流
出
し
（
い
わ
ゆ
る
内
陸
へ
の
貨
幣
流
出
）
、
農
業
地
方
に
お
け
る
資
金
と
現
金
の
相
対
的
過
剰
と

特
に
東
部
心
地
に
お
け
る
相
対
的
不
足
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
東
部
の
秋
の
地
域
的
貿
易
収
支
の
赤
字
は
あ
る
て
い
ど
は
資
本
収
支
の
黒
字
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
え
た
。
農
民
の
東
部

に
対
す
る
債
務
の
返
済
も
そ
れ
で
あ
る
が
、
ま
た
農
民
の
手
に
入
っ
た
農
産
物
代
金
が
農
業
地
方
の
銀
行
へ
の
預
金
と
な
り
、
そ
の
資

金
が
東
部
の
コ
ル
レ
ス
銀
行
へ
の
預
金
や
－
－
１
１
ヨ
ー
ク
市
場
へ
の
コ
ー
ル
資
金
と
な
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
地
方
銀
行
の
－
－
１

（
皿
）

１
ヨ
ー
ク
金
融
市
場
へ
の
預
金
な
い
し
貸
付
は
秋
に
一
年
間
の
ピ
ー
ク
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
資
本
収
支
に
よ
る

た
め
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
』

存
在
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
通
貨
供
給
の
非
弾
力
性
と
し
て
一
般
に
注
目
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
う
い
う
長
期
の
問
題
よ
り
む
し
ろ
季
節
的
そ
の
他
の
よ

（
釦
）

り
短
期
の
問
題
と
し
て
で
あ
っ
た
。
季
節
的
非
弾
力
性
が
問
題
と
な
る
の
は
経
済
実
体
の
通
貨
信
用
需
要
の
季
節
的
変
動
が
は
げ
し
い

た
め
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
根
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
農
業
の
比
重
が
高
く
、
ま
た
農
業
と
工
業
の
広
大
な
地
域
的
分
業
が
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貿
易
収
支
の
決
済
は
部
分
的
で
あ
っ
た
し
、
東
部
の
逼
迫
は
こ
れ
で
十
分
に
は
緩
和
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
広
大
で
人
口
稀
薄
な
農
業
地

方
で
は
銀
行
便
宜
の
普
及
が
お
く
れ
、
農
民
の
間
で
現
金
取
引
や
現
金
の
一
時
的
退
蔵
の
慣
習
が
強
く
残
っ
て
い
た
た
め
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
内
陸
へ
の
現
金
流
出
は
必
然
的
に
銀
行
制
度
か
ら
一
般
流
通
へ
の
現
金
流
出
を
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
信
用

制
度
へ
の
圧
力
は
こ
の
面
か
ら
も
強
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
秋
の
状
況
は
収
痩
期
の
終
了
と
と
も
に
変
化
す
る
。
地
域
的
貿
易
収
支
が
逆
転
し
、
一
三
１
ヨ
ー
ク
へ
の
内
陸
か
ら
の

現
金
還
流
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
農
産
物
の
在
庫
の
減
少
に
よ
り
東
部
や
西
部
の
一
部
中
心
地
の
銀
行
に
と
っ
て
在
庫
金
融
の

負
担
が
減
少
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
東
部
の
地
域
的
貿
易
収
支
の
黒
字
は
、
工
業
か
ら
農
業
に
対
す
る
信
用
販
売
、
農
民
の

東
部
か
ら
の
信
用
の
受
け
入
れ
、
農
業
地
方
の
銀
行
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
残
高
の
引
上
げ
、
さ
ら
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ル
レ
ス
銀
行

（
理
）

か
ら
の
借
入
れ
等
を
通
じ
て
、
資
本
収
支
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
基
調
そ
の
も
の
に
は
変
化
は
な
い
。
ま
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
の
漸
次
的
現
金
還
流
は
外
部
か
ら
銀
行
制
度
へ
の
現
金
還
流
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
一
三
１
ヨ
ー
ク
銀
行
の
現
金
準
備
は

増
加
し
て
い
き
、
東
部
の
金
融
緩
慢
は
商
業
活
動
の
一
般
的
沈
滞
の
み
ら
れ
る
夏
に
頂
点
に
達
し
、
や
が
て
出
来
秋
の
資
金
不
足
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
季
節
的
現
金
移
動
を
二
○
世
紀
初
頭
の
統
計
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
も
っ
と
も
、
農
業
の
経
済
的
地
位

の
低
下
、
現
金
取
引
の
減
小
な
い
し
小
切
手
取
引
の
拡
大
、
全
国
的
貨
幣
市
場
の
整
備
や
交
通
通
信
面
の
改
良
に
よ
る
資
金
移
動
の
弾

（
四
）

力
化
等
に
よ
っ
て
、
こ
の
季
節
的
現
金
移
動
は
長
期
的
に
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
南
北
戦
争
直
後
に
は
こ
こ
に
図
示
す
る
よ
り

変
動
は
大
き
か
っ
た
。
と
も
か
く
、
図
５
の
現
金
移
動
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
他
地
域
と
の
間
の
純
移
動
で
、
し
か
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
手

形
交
換
所
加
盟
銀
行
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
部
分
の
み
で
あ
る
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
純
移
動
全
体
で
は
な
い
が
、
季
節
的
。
ハ
タ
ー
ン

は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
主
に
農
業
地
方
と
の
間
の
移
動
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
の
。
ハ
タ
ー
ン
は
農
業
の
季
節
性
に
由
来
す
る



145南北戦争とアメリカ経済

図５ニューヨークの現金移動と金融の季節的変勤1890-1908年(月平均）
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表１６国際収支と国内貨幣移動1900-13年(月平均，百万ドル）

証券発行によ
る純資本移動
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あり，ニューヨークの貨幣移動では流入がプラスとしている。なおニューヨークの
貨幣移動のみは1904-08年の平均である。
(1)(3)はＣＡ．Ｅ､Goodhart,ｏｐ・ict.，ｐｐ､４２－３

（2)はP､DDickens，TheTransitionPeriodinAmericanlnternationalFi．

､ance,１８９７ｔ01914,UnpublishedDissertation，GeorReWashinRtonUniser‐ 
sity,1933,AppendixAの発行統計より算出。

（5)はＫｅｍｍｅｒｅｒ,ｏｐ,Cit.,ｐｐ７７．７９より算出。

（
艶
）

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
こ
の
現
金
移
齢
響
と
主

因
と
し
て
一
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
の
市
中
銀
行
の
轄
陶

金
と
準
備
金
の
預
金
に
対
す
る
準
備
率
も
同
様

の
季
節
的
変
蜥
裂
と
し
、
ま
た
そ
の
た
め
に
利
子

率
の
季
節
的
変
動
が
生
じ
る
点
も
、
こ
の
図
に

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
利
子
率
の
変
動
が
。
Ｉ
ル

レ
ー
ト
に
最
も
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
は
そ
の
性

格
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
よ
り
長
期
の
二
、
三

ヶ
月
満
期
の
商
業
手
形
割
引
レ
ー
ト
で
は
利
子

率
の
上
昇
が
コ
ー
ル
レ
ー
ト
よ
り
む
し
ろ
早
く

始
ま
り
、
ピ
ー
ク
も
傾
向
と
し
て
コ
ー
ル
レ
ー

ト
よ
り
早
く
来
る
こ
と
に
な
り
、
全
体
の
変
動

幅
も
小
さ
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
銀
行
の
授
信

業
務
が
季
節
的
な
金
融
繁
閑
を
み
こ
し
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
金
融
市
場
の
季
節
的
変
動

の
主
因
を
な
し
た
一
三
ｌ
ヨ
ー
ク
の
内
陸
と
の

間
の
現
金
移
動
は
、
当
然
に
圃
録
犀
的
な
貨
幣
移



147南北戦争とアメリカ経済

表１７三中心地の利子率の季節的変動1900-13年(月平均，年率％）

:鞠議革隣

．Ⅱ□刀凸に

４Ｆ。ｌＺ－卍 r1 

L｣ 

９月Ｉｌｇ

シカゴのみは1902-13年の平均である。

Ｃ､Ａ､E･Goodhart,opcit.,ｐｐ､63-5,TabIe6・シカゴはibid・DAppendix
Dより算出した。

動
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
う
る
と
も
予
想
さ
れ
る
か

ら
、
そ
の
点
に
も
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
国
内
と
外
国
と
の
間
の
商
業
的
、
金
融
的
結

節
点
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
に
お
け
る
農
業

の
重
要
性
か
ら
み
て
、
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
は
秋
に
は

一
方
で
内
陸
と
の
間
の
貿
易
収
支
の
赤
字
を
か
か

え
な
が
ら
、
他
方
で
外
国
に
対
す
る
貿
易
収
支
の

季
節
的
黒
字
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

事
実
表
超
の
よ
う
に
、
対
外
貿
易
収
支
は
秋
か
ら

初
冬
に
か
け
て
黒
字
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

も
し
も
こ
の
貿
易
収
支
の
変
動
が
金
移
動
に
よ
っ

て
決
済
さ
れ
た
な
ら
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
対
外

金
移
動
は
対
内
貨
幣
移
動
を
大
幅
に
相
殺
し
え
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
事
実
は
こ
の
表
の
よ
う
に
、

金
の
対
外
移
動
の
変
動
は
対
内
移
動
の
そ
れ
に
比

し
て
余
り
に
小
さ
く
、
部
分
的
相
殺
以
上
の
意
味

は
も
た
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
貿
易
収
支
の
季
節
的
変
動
が
資
本

ニューヨーク シカゴ
ニューヨーク

－ロンドン

シカゴ

ーニニニ

ーーヨー

ク

公開市
場短期
レート

(1) 

形
卜

(2) 

月手一カ行し側６銀形卜
コール

レート

(4) 
月ム｜トカイネ｜⑤３タマレ
商業手
形レー
卜

(6) 

萄業手
形レー
ト

(7) 

(4)－(1１ 

(8) 

(5)－(2１ 

(9) 

(6)－(3) 

(､） 

(7)－(U） 

(u） 

８９２８５２６０８２２３ ■■●●●●●●●●●● ２２３２２２１２１２３３ 月月月月月月月月月月月月１２３４５６７８９０１２ １１１ １７４５０５６３８１１０ ■●●●●●●●●０■０ ４２３３３２２２３５５７ ６３１１０９０４４６０８ 已●■●●０●●●ｇｏ●３３３３３２３３３３４３ ８４３１０７４７９４１０ ００■■●●●。■●●■３３３３３２２２２３４４ ２９１８６４７０８１６４ ０■□●●●●●●●の■４３４３３３３４４５５５ ７４７５４３６９２３３４ ０●●●●●●●●●●０ ４４４４４４４４５５５５ ３９９０８９９３４５４６ ０６０●●●●■■●●■ ５４４５４４４５５５５５ ３２２７５３０３０９９７ ●●●●白●●●●００ｄ１０００００１０２２１３ 
－ 

４５８７６７３３９７５４ ●ｃ◆Ｂ●●■ヶ●●●●●００００００１１１１１１ １１６４４４６５８７３６ ０ｇ●□●の０■●●●■１１１１１１１１１１１１ ６５２５４６３４２２１１ ●●●●●●●●巴●●●００００００００００００ 



148 

移
動
の
そ
れ
に
よ
っ
て
大
幅
に
相
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
実
、
ラ
フ
な
統
計
な
が
ら
同
じ
表
逓
の
証
券
発
行
に
よ
る
資

本
輸
入
純
額
（
外
国
で
の
ア
メ
リ
カ
証
券
の
発
行
額
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
外
国
証
券
発
行
額
を
差
引
い
た
額
）
は
年
の
前
半
に
集
中
し

て
お
り
、
年
後
半
に
は
純
額
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
な
嘘
）
貿
易
収
支
の
季
節
的
変
動
は
こ
の
長
期
資
本
移
動
の
一
項
目
に
よ
っ
て
大
幅

に
相
殺
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
短
期
資
本
収
支
で
も
十
分
に
あ
り
え
た
。
し
か
も
興
味
あ
る
こ
と
は
、
利
子
率
の
季
節
的
変
動

を
ロ
ン
ド
ン
と
比
較
し
て
み
る
と
表
Ⅳ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
一
般
に
ロ
ン
ド
ン
よ
り
高
金
利
で
あ
り
、
両
者
が
か
な
り
似
た

季
節
的
変
動
を
示
し
な
が
ら
も
、
年
の
後
半
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
に
比
し
て
－
－
１
１
ヨ
ー
ク
の
金
利
差
の
拡
大
が
み
ら

れ
る
。
ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
西
部
の
中
心
地
シ
カ
ゴ
と
の
比
較
で
は
、
商
業
手
形
割
引
レ
ー
ト
し
か
判
ら
な
い
た
め
季
節
的
変
動
は
不

明
瞭
だ
が
、
一
般
に
シ
カ
ゴ
が
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
よ
り
高
利
で
両
者
が
類
似
の
季
節
的
変
動
を
示
す
う
ち
で
、
両
者
の
金
利
差
が
秋
に
縮

少
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
点
で
は
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
ー
ロ
ン
ド
ン
間
と
は
逆
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。
中
西
部
か
ら
東
部
へ
の
資
本
移
動

は
収
穫
代
金
の
入
金
直
後
に
多
く
生
じ
、
こ
の
事
実
が
こ
の
時
期
の
上
の
表
に
示
し
た
限
り
で
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
利
の
シ
カ
ゴ
金
利

へ
の
接
近
と
対
応
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
ー
ロ
ン
ド
ン
間
で
は
金
利
裁
定
的
資
本
移
動
が
十
分
に
生
じ
え
な
か
っ
た

と
い
う
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
対
外
資
本
移
動
の
季
節
的
な
金
利
差
に
対
す
る
鈍
感
さ
は
お
そ
ら
く
二
つ
の
要
因
に
よ
る
。
一
つ
は
ロ
ン
ド
ン
で
特
に
顕
著
な

。
ハ
ン
ク
レ
ー
ト
の
特
殊
な
規
制
力
で
あ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
証
券
発
行
は
バ
ン
ク
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
が
、
両
者

の
関
係
は
リ
ー
ー
ア
ー
な
も
の
で
は
な
く
、
。
ハ
ン
ク
レ
ー
ト
が
あ
る
一
定
水
準
に
い
た
る
ま
で
は
か
な
り
寛
大
な
対
外
貸
付
が
行
わ
れ
る

が
、
一
定
の
レ
ー
ト
を
こ
え
る
と
特
に
長
期
証
券
発
行
は
事
実
上
停
止
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
零
ハ
ン

カ
ー
等
の
発
行
業
者
の
長
年
の
経
験
に
も
と
づ
く
慣
習
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
一
定
レ
ー
ト
は
二
○
世
紀
初
頭
で
は
四
％
、
一
八

六
・
、
七
・
年
代
で
は
そ
れ
よ
り
や
』
高
率
で
あ
っ
た
と
思
わ
蕊
・
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
は
農
産
物
輸
入
増
加
で
入
超
の
大
き
く
な
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る
秋
に
は
金
融
が
相
対
的
に
逼
迫
し
、
バ
ン
ク
レ
ー
ト
が
こ
の
水
単
を
こ
え
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の

金
利
差
に
無
関
係
に
ロ
ン
ド
ン
の
資
本
輸
出
が
秋
に
中
断
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
類
似
の
金
利
の
機
能
は
短
期
資
本
移

動
で
も
全
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。

も
う
一
つ
の
、
短
期
資
本
移
動
に
と
っ
て
の
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
国
際
的
資
本
移
動
が
金
利
裁
定
の
み
で
な
く
為
替
の
季
節
的
裁

定
取
引
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
諭
』
金
本
位
制
の
下
に
お
い
て
も
為
替
相
場
は
金
現
送
点
の
粋
内
で
は
自
由
に
変
動
す
る

が
、
そ
の
変
動
幅
（
金
現
送
点
の
間
隔
）
は
一
一
○
世
紀
初
頭
で
平
価
の
一
％
程
度
は
あ
り
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
に
つ
れ
て
そ
の
幅
は

大
き
く
な
り
、
一
八
八
○
年
代
は
じ
め
で
は
お
そ
ら
く
一
・
五
％
、
南
北
戦
争
前
に
な
る
一
八
五
○
年
頃
で
約
三
％
、
一
八
三
○
年
頃

（
配
）

で
五
、
六
％
程
度
だ
っ
た
。
こ
の
粋
内
で
の
為
替
相
場
の
変
動
は
主
に
農
産
物
に
よ
る
貿
易
収
支
の
季
節
的
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
が
、

二
○
世
紀
初
頭
で
は
九
月
な
い
し
十
二
月
を
中
心
に
ポ
ン
ド
為
替
が
安
く
な
り
、
そ
れ
以
後
ポ
ン
ド
は
上
昇
し
、
六
月
に
ピ
ー
ク
に
な
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
犯
虐
・
こ
れ
は
ほ
ぼ
規
則
的
に
生
じ
る
か
ら
あ
る
て
い
ど
予
測
可
能
で
あ
り
、
金
本
位
制
へ
の
信
頼
の
た
め

に
為
替
相
場
が
金
現
送
点
の
粋
を
は
み
出
さ
な
い
と
い
う
期
待
が
強
か
っ
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
こ
の
季
節
的
変
動
を
み
こ
し
た
為

替
の
裁
定
取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
短
期
借
入
を
も
と
に
し
て
、
泰
な
い
し
夏
に
一
三
－
ヨ
ー
ク
で

ポ
ン
ド
を
高
値
で
売
り
、
秋
の
農
産
物
輸
出
期
の
安
値
の
ポ
ン
ド
を
買
っ
て
ロ
ン
ド
ン
で
の
先
の
借
入
を
返
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

数
ヶ
月
で
一
％
近
く
（
年
率
で
は
二
、
三
％
）
の
マ
ー
ジ
ン
を
入
手
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
裁
定
取
引
が
さ
も
な
く
ぱ
生
じ
た
で

あ
ろ
う
金
利
裁
定
取
引
を
抑
制
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
秋
の
貿
易
収
支
の
大
幅
黒
字
と
対
ロ
ン
ド
ン
金
利
差
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
ば
し
ば
短
資
の
流
出
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
も
な
く
ぱ
生
じ
た
で
あ
ろ
う
多
額
の
金
流
入
が
大
幅
に
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
内
国
為
替
で
は
金
現
送
は
必
要
で
な
く
、
銀
行
券
や
政
府
紙
幣
の
現
送
が
可
能
で
あ
っ
た
か
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ら
、
内
国
為
替
相
場
の
変
動
は
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
内
に
限
ら
れ
て
お
り
、
為
替
の
季
節
的
裁
定
は
金
利
裁
定
取
引
を
大
幅
に
制
限
す

る
ほ
ど
の
意
味
は
も
た
な
か
っ
た
。
短
資
移
動
の
こ
の
よ
う
な
内
外
の
非
対
称
性
こ
そ
、
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
お
い
て
顕
著
な
金
利
の
特

殊
な
機
能
と
と
も
に
、
秋
の
一
三
－
ヨ
ー
ク
の
内
陸
へ
の
現
金
流
出
を
外
国
か
ら
の
金
流
入
に
よ
っ
て
十
分
に
相
殺
さ
せ
な
く
し
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
一
三
ｌ
ヨ
ー
ク
金
融
市
場
は
秋
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
市
場
全
体
の
逼
迫
を
き
び
し
く
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
春
夏
に
は
金
融
緩
慢
を
最
も
強
く
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
の
表
Ⅳ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
利
子
率
の
変
勤
は

ロ
ン
ド
ン
、
シ
カ
ゴ
の
い
ず
れ
よ
り
も
激
し
か
っ
た
。
一
三
１
ヨ
ー
ク
は
西
部
と
イ
ギ
リ
ス
の
中
継
地
で
あ
り
な
が
ら
、
金
融
的
に
そ

（
列
）

の
し
わ
よ
せ
を
両
方
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
集
中
的
に
生
じ
る
金
融
の
季
節
的
変
動
は
、
根
本
的
に
は
右
に
述
べ
た
一
般
的
経
済
構
造
と
金
本
位
制
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
国
法
銀
行
制
度
の
下
で
短
期
的
に
よ
り
非
弾
力
的
と
な
っ
た
発
券
制
度
に
よ
っ
て
、

制
度
的
に
激
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
は
う
な
づ
け
る
。
ま
た
法
定
準
備
率
制
度
に
よ
っ
て
も
そ
れ
が
制
度
的
に
強
め

ら
れ
る
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
中
央
銀
行
が
行
い
う
る
狭
い
範
囲
の
裁
蛍
的
政
策
を
前
提
す
れ
ば
、
中
央
銀
行
の
不
在
は
他

国
に
比
し
て
こ
の
面
で
の
制
度
的
硬
直
性
の
一
因
と
な
り
え
た
と
も
い
え
異
廻
。

し
か
し
こ
こ
で
も
次
の
点
は
忘
れ
え
な
い
。
中
央
銀
行
の
裁
壁
的
政
策
も
、
金
本
位
制
の
制
約
の
下
で
実
体
面
に
規
定
さ
れ
た
金
融

の
季
節
的
激
動
を
緩
和
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
戦
前
と
戦
後
と
の
比
較
で
い
っ
て
も
、
戦
前
の
銀
行
券
発
行
の
弾
力
性
な

る
も
の
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
特
に
内
陸
銀
行
を
中
心
に
し
て
銀
行
券
の
金
見
換
が
制
度
的
に
保
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
い

わ
ば
過
剰
な
る
弾
力
性
と
い
う
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
平
常
時
に
お
け
る
季
節
的
弾
力
性
は
国
法
銀
行
券
よ
り
は
大
き
か
っ

た
と
は
い
え
よ
う
が
、
景
気
循
環
過
程
に
お
け
る
過
剰
な
弾
力
性
は
む
し
ろ
金
融
過
程
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
国
法

銀
行
制
度
の
き
び
し
い
発
券
規
定
は
そ
の
混
乱
を
除
去
す
る
た
め
に
生
じ
た
と
み
る
ぺ
き
で
あ
り
、
発
券
の
非
弾
力
性
は
イ
ン
フ
レ
的
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体
質
を
も
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
経
済
を
統
一
的
通
貨
圏
と
し
て
リ
ジ
ッ
ト
な
金
体
位
制
の
下
に
処
理
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
、

多
く
は
不
可
避
な
結
果
だ
っ
た
と
い
う
ぺ
き
だ
ろ
う
。
あ
る
て
い
ど
は
法
定
準
備
率
制
度
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
歴
史
的
事
実
と
し

て
は
、
金
融
の
季
節
的
変
動
が
戦
前
に
比
し
て
戦
後
に
強
ま
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
は
制
度
的
変
化
よ
り
も
実
体
的

変
化
の
方
が
よ
り
重
要
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
邇
一

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
元
的
規
制
の
困
難
な
巨
大
な
経
済
領
域
、
膨
脹
的
な
経
済
体
質
、
大
衆
民
主
々
義
の
政
治
体
制
は
金
体
位
制

的
規
制
を
必
ず
し
も
十
分
に
は
受
け
入
れ
に
く
い
性
格
が
あ
り
、
そ
う
い
う
体
制
の
下
で
生
じ
る
混
乱
を
回
避
す
る
に
は
、
南
北
戦
争

の
好
機
を
利
用
し
て
き
び
し
い
制
度
的
な
規
制
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
国
法
銀
行
法
の
藷
規
定
の
多
く
は
こ
う
い
う
背
景
な

し
で
は
十
分
に
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し
て
出
来
た
制
度
の
下
で
、
経
済
に
占
め
る
農
業
の
重
要
性
や
国
際
金
本
位
制
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
の
地
位
等
の
問
題
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
で
は
、
全
体
位
制
に
よ
る
処
理
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
困
難
な
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し

金
本
位
制
を
前
提
と
し
た
制
度
改
革
の
余
地
が
限
ら
れ
て
い
た
以
上
い
わ
ゆ
る
金
融
制
度
の
非
弾
力
性
の
多
く
は
、
そ
う
い
う
ア
メ
リ

カ
に
統
一
的
金
本
位
制
を
課
し
て
い
く
上
で
生
じ
る
不
可
避
な
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
国
法
銀
行
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
、
銀
行
券
発
行
の
統
一
と
通
貨
金
融
制
度
の
非
弾
力
性
と
い
う
点
に
関
し
て
論

じ
て
来
た
が
、
以
下
は
一
面
で
は
そ
の
点
と
も
関
連
は
す
る
が
、
国
法
銀
行
制
度
の
他
の
側
面
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

国
法
銀
行
制
度
の
他
の
特
徴
は
、
銀
行
設
立
条
件
な
い
し
業
務
規
定
の
厳
格
化
と
、
そ
の
一
部
で
も
あ
る
が
法
定
準
備
率
制
度
の
確

立
の
一
一
点
で
あ
る
。
先
ず
前
者
か
ら
述
べ
よ
う
。

国
法
銀
行
法
は
多
く
の
州
に
採
用
さ
れ
て
い
た
自
由
銀
行
法
の
株
式
銀
行
設
立
に
お
け
る
準
則
主
義
の
原
則
を
採
用
し
、
連
邦
レ
ベ

ル
で
銀
行
設
立
を
個
別
立
法
に
よ
ら
な
い
自
由
な
も
の
に
し
た
が
、
同
時
に
自
由
銀
行
法
に
み
ら
れ
た
制
限
規
定
を
受
け
つ
ぎ
、
か
つ

い
っ
そ
う
強
化
し
た
。
第
一
は
支
店
銀
行
の
事
実
上
の
禁
止
で
あ
る
。
一
九
世
紀
前
半
に
は
中
西
部
や
特
に
南
部
を
中
心
に
、
多
く
は
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州
内
に
限
定
さ
れ
て
は
い
た
が
支
店
銀
行
の
発
展
が
か
な
り
み
ら
れ
、
当
時
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
次
ぐ
支
店
銀
行
制
の
国
と
さ
え
い
わ

れ
て
い
た
が
、
自
由
銀
行
制
は
本
質
的
に
単
一
銀
行
を
意
味
し
、
国
法
銀
行
法
も
そ
れ
を
受
け
つ
い
だ
。
南
部
の
銀
行
制
度
の
戦
争
に

（
謎
）

よ
る
崩
壊
も
加
わ
っ
て
、
南
北
戦
争
は
単
一
銀
行
制
度
を
支
配
的
に
し
た
。

第
二
は
特
に
農
業
地
方
銀
行
に
不
利
な
制
限
規
定
で
あ
る
。
一
つ
は
銀
行
設
立
条
件
と
し
て
の
最
底
資
本
金
規
定
で
、
六
四
年
法
で

人
口
五
万
以
上
の
地
域
で
二
○
万
ド
ル
、
六
千
人
以
上
の
地
域
で
十
万
ド
ル
、
六
千
人
以
下
の
地
域
で
五
万
ド
ル
と
さ
れ
た
。
こ
の
農

村
地
方
の
小
銀
行
設
立
に
不
利
な
規
定
は
、
一
九
○
○
年
に
人
口
三
千
人
以
下
の
地
方
で
の
最
低
資
本
金
が
二
・
五
万
ド
ル
に
引
下
げ

ら
れ
る
ま
で
、
緩
和
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
不
動
産
抵
当
貸
付
の
禁
止
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
伝
統
的
な
は
げ
し

い
土
地
投
機
と
国
法
銀
行
と
の
直
接
的
関
連
を
た
っ
も
の
と
し
て
、
都
市
銀
行
の
発
展
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
農
業
金
融
の
重
要

な
一
部
門
で
あ
る
こ
の
業
務
を
個
人
銀
行
や
州
法
銀
行
に
ゆ
だ
ね
、
ま
た
八
○
年
代
の
モ
ー
ゲ
ヅ
ジ
・
カ
ン
。
ハ
ー
ー
ー
の
族
生
を
も
促
し

た
。
最
後
に
、
国
法
銀
行
制
度
の
成
立
に
よ
っ
て
州
法
銀
行
券
発
行
に
対
す
る
禁
止
的
課
税
が
課
さ
れ
、
国
法
銀
行
券
発
行
の
収
益
性

が
旧
来
の
州
法
銀
行
券
の
そ
れ
よ
り
か
な
り
低
く
な
っ
た
こ
と
も
、
農
業
地
方
か
ら
銀
行
便
宜
一
般
を
奪
う
も
の
と
し
て
批
判
の
的
と

（
弧
）

な
っ
た
。
た
し
か
に
発
券
の
魅
力
の
低
下
は
、
発
券
の
役
割
の
大
き
い
農
業
地
方
の
銀
行
の
収
益
源
泉
の
一
つ
を
奪
曉
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

州
法
銀
行
、
個
人
銀
行
を
含
め
た
銀
行
設
立
を
抑
制
し
た
面
が
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
南
部
を
除
い
て
、
南

（
弱
）

北
戦
争
前
後
で
農
民
の
銀
行
便
宜
が
少
く
な
っ
た
と
は
い
い
が
た
く
、
こ
の
点
を
一
面
的
に
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
に
、
金
融
中
心
地
、
工
業
地
方
の
銀
行
に
関
係
あ
る
業
務
規
定
と
し
て
は
、
証
券
業
務
の
制
限
と
一
企
業
当
り
貸
付
の
制
限
と

が
あ
っ
た
。
前
者
は
明
確
な
法
規
定
の
み
で
な
く
法
の
解
釈
な
い
し
運
用
に
よ
っ
て
も
規
制
さ
れ
て
い
た
が
、
公
債
、
社
債
、
株
式
の

順
に
規
制
が
き
び
し
く
な
り
、
株
式
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
投
資
さ
え
否
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
た
り

（
調
）

抜
け
道
が
あ
り
、
実
質
的
制
約
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
｜
企
業
当
り
貸
付
制
限
に
つ
い
て
は
法
的
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
個
別
銀
行
は
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こ
れ
ら
の
規
定
は
国
法
銀
行
制
度
を
一
方
で
単
一
銀
行
制
化
し
、
他
方
で
い
わ
ば
健
全
銀
行
主
義
に
徹
せ
し
め
る
方
向
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
銀
行
制
度
を
複
雑
化
し
分
業
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
州
法
銀
行
は
国
法
銀
行
成
立
直
後
に
は
国
法

銀
行
に
転
換
し
て
い
っ
た
が
、
や
が
て
種
々
の
州
法
銀
行
が
濃
生
し
た
。
こ
れ
も
発
券
の
意
義
の
低
下
と
右
の
制
限
規
定
の
た
め
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
法
銀
行
が
銀
行
制
度
の
中
心
的
存
在
た
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
ず
、
い
わ
ば
健
全
銀
行
主
義
に
も

と
づ
く
中
核
部
分
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

法
定
蝋
備
率
制
度
が
国
法
銀
行
制
度
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
国
法
銀
行
を
そ
の
所
在
地
に
よ
っ
て
三
分
類

し
、
中
央
箪
備
市
と
し
て
一
三
１
ヨ
ー
ク
（
一
八
八
七
年
よ
り
旧
準
備
市
の
シ
カ
ゴ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
が
加
わ
る
）
、
準
備
市
と
し
て

そ
の
他
の
一
七
都
市
、
お
よ
び
そ
の
他
の
地
方
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
預
金
に
対
す
る
異
な
る
率
の
準
備
金
の
保
有
を
義
務
づ
け
た
。

中
央
準
備
市
の
銀
行
で
は
、
金
融
市
場
に
お
け
る
中
心
的
地
位
の
た
め
に
、
準
備
率
は
最
高
２
一
五
％
と
さ
れ
、
し
か
も
法
貨
、
正
貨

の
み
の
現
金
準
備
に
限
定
さ
れ
た
。
準
備
市
銀
行
も
準
備
率
は
一
一
五
％
と
変
ら
な
い
が
、
そ
の
半
分
（
預
金
の
一
一
一
・
五
％
）
ま
で
は

中
央
準
備
市
の
国
法
銀
行
へ
の
預
金
で
代
用
し
え
た
。
地
方
銀
行
で
は
法
定
準
備
率
も
一
五
％
と
低
く
、
そ
の
う
ち
五
分
の
三
（
預
金

の
九
％
）
ま
で
は
中
央
準
備
市
準
備
市
の
国
法
銀
行
へ
の
預
金
で
代
用
し
ぬ
轌
・

こ
の
よ
う
な
法
定
準
備
率
制
度
は
、
比
較
的
最
近
に
現
代
的
金
融
政
策
の
手
段
と
し
て
各
国
が
採
用
す
る
に
い
た
る
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
独
自
の
制
度
と
し
て
金
融
史
上
三
一
ｌ
ク
な
地
位
を
占
め
て
い
た
が
、
国
法
銀
行
法
の
他
の
規
定
と
同
様
に
既
に
部
分
的
に
存
在
し

て
い
た
先
例
を
連
邦
法
と
し
て
う
け
つ
い
だ
と
い
う
面
は
も
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
法
的
規
定
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
二

そ
の
資
本
金
の
十
分
の
一
以
上
を
真
正
商
業
手
形
以
外
の
形
で
一
企
業
に
貸
付
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
た
。
こ
の
制
限
は
、
支
店
制

禁
止
規
定
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
産
業
集
中
に
対
す
る
国
法
銀
行
の
適
応
力
を
失
わ
せ
、
商
業
手
形
市
場
の
発
展
を
も
促
進
す
る
こ
と
に

な
っ
函
。
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－
ヨ
ー
ク
市
中
銀
行
が
信
用
制
度
の
頂
点
に
立
ち
、
金
融
逼
迫
時
な
い
し
恐
慌
時
に
お
け
る
最
後
の
貸
手
た
る
役
割
を
事
実
上
背
負
わ

さ
れ
て
お
り
、
中
央
銀
行
不
在
の
も
と
で
財
務
省
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
中
央
銀
行
機
能
を
分
担
し
て
い
た
関
係
上
、
五
七
年
恐
慌
後
発

券
と
預
金
の
一
一
○
％
に
及
ぶ
か
な
り
高
率
の
準
備
金
を
も
つ
こ
と
を
自
主
的
に
協
定
し
、
六
○
年
に
は
こ
れ
が
二
五
％
に
引
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
広
大
な
領
域
内
に
お
け
る
交
通
通
信
技
術
の
未
発
展
の
た
め
に
、
ま
た
各
地
の
銀
行
に
と
っ
て
一
三
－
ヨ
ー
ク
市
場
か

ら
の
借
入
便
宜
の
少
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
金
融
市
場
の
特
徴
の
た
め
に
、
中
心
地
以
外
の
銀
行
も
か
な
り
高
率
の
準
備
が
必
要
と
さ
れ

た
面
が
あ
り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
等
数
州
で
、
戦
前
に
銀
行
債
務
に
対
す
る
一
五
％
か
ら
一
二
三
％
の
準
備
金
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
。
最
後
に
国
法
銀
行
法
の
法
定
準
備
率
の
水
準
は
当
時
の
全
国
の
銀
行
の
準
備
率
よ
り
平
均
的
に
は
む
し
ろ
低
か
っ
た
の
で
、

（
鋤
）

こ
の
規
定
に
よ
っ
て
現
実
に
準
備
金
の
積
み
増
し
が
生
じ
た
と
は
必
ず
し
も
い
』
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
国
法
銀
行
法
に
よ
っ
て
国
法
銀
行
全
体
に
法
定
蠣
備
制
度
を
確
立
し
た
こ
と
は
、
当
然
に
幽
備
率
に
異
な
っ
た
役
割
を
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
前
に
は
全
体
と
し
て
は
準
備
率
は
現
金
準
備
と
銀
行
信
用
の
間
を
ル
ー
ズ
に
つ
な
い
で
い
た
指
標
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
今
や
そ
の
関
係
は
厳
格
化
さ
れ
た
。
法
定
準
備
金
は
例
外
的
条
件
に
お
い
て
の
み
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し

て
、
平
時
に
お
い
て
は
用
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
い
わ
ば
死
蔵
金
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
法
銀
行
法
成
立
後
の
金
融
市
場
一
体
化
の
傾

向
や
預
金
通
貨
に
よ
る
現
金
通
貨
の
代
位
等
に
よ
っ
て
、
準
備
金
特
に
現
金
準
備
は
節
約
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
、
現
実
に
も
銀
行
準
備

率
は
低
下
傾
向
を
示
し
法
定
準
備
率
の
水
準
に
接
近
し
て
い
っ
た
が
、
法
定
準
備
率
は
後
に
は
必
要
以
上
の
準
備
率
を
恒
久
化
す
る
こ

と
に
も
な
り
え
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
制
度
は
銀
行
の
最
終
的
な
支
払
能
力
の
保
証
と
い
う
安
全
性
の
強
調
の
反
面
、
先
に
述

べ
た
金
融
市
場
の
非
弾
力
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
の
法
定
準
備
率
制
度
は
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
融
市
場
の
構
造
的
特
徴
を
い
わ
ば
法
的
に
追
認
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
の
制

度
が
地
方
銀
行
や
準
備
市
銀
行
の
法
定
準
備
の
一
部
と
し
て
コ
ル
レ
ス
銀
行
へ
の
預
金
バ
ラ
ン
ス
を
認
め
た
こ
と
は
、
既
に
存
在
し
て
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い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
頂
点
と
す
る
銀
行
準
備
金
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
追
認
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
ま
た
国
法
銀
行
に
対
し
て
常
時

に
は
払
い
出
し
え
な
い
法
定
準
備
の
上
に
追
加
的
二
線
準
備
の
保
有
を
事
実
上
義
務
づ
け
た
点
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
特
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
残
高
は
、
ア
メ
リ
カ
金
融
市
場
の
季
節
的
そ
の
他
の
変
動
の
は
げ
し
さ
の
故
に
多
く
は
短
期
運
用
し
か
許
さ
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
独
特
の
コ
ー
ル
市
場
で
の
直
接
間
接
の
運
用
を
必
然
に
し
、
こ
の
点
で
国
法
銀
行
法
は
銀
行
制

度
の
流
動
性
拠
点
と
し
て
の
証
券
担
保
コ
ー
ル
市
場
の
事
実
上
の
追
認
を
し
た
と
い
え
」
弛
・

も
ち
ろ
ん
、
銀
行
の
一
一
線
遁
備
や
銀
行
間
資
金
融
通
の
他
の
形
態
は
存
在
し
た
。
一
つ
は
公
債
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
短
期
的

な
二
線
準
備
と
し
て
は
よ
り
適
当
で
な
く
、
そ
の
上
連
邦
公
債
は
南
北
戦
争
で
急
増
し
た
後
に
、
ほ
と
ん
ど
慢
性
的
な
財
政
余
剰
の
た

め
に
か
な
り
急
速
に
償
還
さ
れ
て
い
き
、
残
る
も
の
も
銀
行
券
発
行
の
担
保
や
財
務
省
余
剰
金
の
国
法
銀
行
へ
の
預
託
の
担
保
や
さ
ら

に
は
外
資
流
入
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
、
概
し
て
品
薄
気
味
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
銀
行
間
の
借
入
な
い
し
手
形
再
割
引
の
便
宜
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
地
方
銀
行
に
と
っ
て
は
、
中

心
地
の
銀
行
と
の
コ
ル
レ
ス
契
約
の
一
部
と
し
て
い
わ
ば
個
別
的
信
用
関
係
に
と
ど
ま
り
、
公
開
の
市
場
と
し
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

実
際
に
も
そ
れ
は
主
に
地
方
銀
行
に
と
っ
て
の
季
節
的
信
用
需
要
の
部
分
的
充
足
の
機
能
以
上
の
意
味
は
も
た
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
最

も
広
く
利
用
し
た
の
は
南
部
の
地
方
銀
行
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
南
部
の
経
済
構
造
が
モ
ノ
カ
ル
チ
ァ
ー
的
で
あ
り
、
ま
た
南
部
の
銀

行
便
宜
が
特
に
お
く
れ
て
い
て
現
金
取
引
の
部
分
が
特
に
大
き
く
、
そ
れ
ら
の
結
果
南
部
の
信
用
需
要
の
季
節
的
変
動
が
特
に
は
げ
し

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
一
面
で
は
後
述
の
手
形
市
場
の
発
展
で
南
部
が
か
な
り
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
た
こ
と
の

結
県
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
る
銀
行
間
の
直
接
の
資
金
融
通
関
係
は
副
次
的
意
味
し
か
も
た
な
か

っ（樫。

最
も
重
要
な
も
の
は
商
業
手
形
市
場
の
発
展
で
あ
っ
た
。
手
形
市
場
は
国
法
銀
行
制
度
に
よ
っ
て
確
立
し
た
単
一
銀
行
制
度
の
必
然
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し
か
し
こ
の
手
形
市
場
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
金
融
制
度
の
中
心
的
存
在
と
な
り
え
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
っ
た
。
第
一
に
そ
の
規

模
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
で
公
開
市
場
を
経
由
す
る
手
形
の
総
取
引
額
は
過
大
に
み
つ
も
っ
て
も
年
二
○
億
ド
ル
で
あ
り
、
手
形
サ
イ
ト

を
考
慮
し
た
一
時
点
で
は
せ
い
ぜ
い
八
億
ド
ル
と
さ
れ
て
お
り
、
証
券
担
保
コ
ー
ル
市
場
の
規
模
が
少
く
と
も
十
億
ド
ル
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
み
て
、
コ
ー
ル
市
場
の
戯
的
優
位
は
否
め
な
か
っ
た
ｐ
手
形
市
場
の
発
展
テ
ン
ポ
は
コ
ー
ル
市
場
よ
り
急
速
だ
っ
た
と
考
え
ら

（
伯
）

れ
る
か
ら
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
に
つ
れ
て
両
者
の
差
は
大
き
く
な
る
。
第
二
に
手
形
市
場
は
地
方
間
の
資
金
需
給
の
調
整
者
と
し
て

機
能
し
て
い
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
銀
行
間
の
公
開
市
場
で
は
な
か
っ
た
。
手
形
プ
ロ
ー
ヵ
か
ら
手
形

を
購
入
す
る
か
、
ま
た
は
手
形
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
短
資
を
放
出
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
は
商
業
銀
行
や
貯
蓄
銀
行
で
あ
っ
た
が
、
公
開
市
場

に
手
形
を
放
出
す
る
の
は
銀
行
で
は
な
く
、
主
に
大
企
業
な
い
し
中
堅
企
業
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
銀
行
が
手
持
ち
手
形
を
再
割
引
に

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
準
備
金
を
補
充
す
る
道
は
ほ
ぼ
ふ
さ
が
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
公
開
市
場
手
形
は
コ
ー
ル
ロ
ー
ン

に
比
し
て
流
動
性
に
欠
け
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。

も
っ
と
も
手
形
市
場
か
ら
銀
行
が
購
入
す
る
手
形
は
満
期
調
整
に
よ
り
二
線
準
備
と
し
て
の
槻
能
を
も
ら
え
た
。
し
か
も
手
形
ネ
ー

ム
が
概
し
て
優
良
の
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
手
形
の
支
払
能
力
は
比
較
的
良
か
っ
た
。
特
に
一
九
○
七
年
恐
慌
の
折
に
は
手
形

的
補
完
物
と
し
て
こ
の
地
域
間
資
金
融
通
の
機
構
と
し
て
発
展
し
た
が
、
南
北
戦
争
後
に
は
そ
れ
ま
で
東
部
に
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い

た
そ
の
領
域
を
漸
次
西
部
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
長
期
的
に
は
発
展
的
な
西
部
に
対
す
る
東
部
か
ら
の
短
期
信
用
の
供
与
と
い

う
役
割
を
も
ち
、
ま
た
東
西
間
の
季
節
的
信
用
調
整
の
意
味
を
も
も
ち
、
総
じ
て
短
期
市
場
の
全
国
的
一
体
化
を
促
進
し
た
。
ま
た
先

述
の
よ
う
に
手
形
市
場
の
発
展
は
国
法
銀
行
法
に
よ
る
単
一
企
業
へ
の
信
用
供
与
の
制
限
の
結
果
で
も
あ
り
、
特
に
短
期
信
用
依
存
の

大
き
い
産
業
部
門
に
と
っ
て
、
企
業
規
模
の
拡
大
に
よ
る
信
用
需
要
の
巨
大
化
を
多
地
域
の
多
数
の
銀
行
と
の
関
係
に
よ
っ
て
克
服
す

る
も
の
で
も
あ
っ
樫
。
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市
場
か
ら
購
入
し
て
い
た
手
形
の
満
期
支
払
に
よ
る
流
動
性
は
高
く
、
コ
ー
ル
資
金
よ
り
も
そ
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
こ

の
事
実
が
以
後
の
手
形
市
場
の
急
速
な
発
展
の
一
因
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
限
定
が
必
要
で
あ
る
。

恐
慌
時
の
公
開
市
場
手
形
の
流
動
性
が
維
持
さ
れ
た
の
は
、
少
く
と
も
そ
の
一
因
は
、
企
業
が
公
開
市
場
手
形
の
支
払
を
、
地
方
取
引

銀
行
か
ら
の
借
入
ま
た
は
企
業
間
信
用
に
ふ
り
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
企
業

が
手
形
市
場
か
ら
借
入
れ
る
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合
そ
の
取
引
銀
行
に
緊
急
時
に
そ
な
え
て
の
一
定
の
借
入
枠
を
残
し
た
上
で
そ
う

し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
公
開
市
場
手
形
の
こ
の
意
味
の
恐
慌
時
の
流
動
性
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
他
の
信

用
機
構
に
、
し
た
が
っ
て
究
極
に
お
い
て
は
一
三
－
ヨ
ー
ク
の
コ
ー
ル
市
場
に
し
わ
よ
せ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

手
形
市
場
は
コ
ー
ル
市
場
を
代
位
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
、
ア
メ
リ
カ
の
手
形
市
場
の
存
在
は
コ
ー
ル
市

（
“
）
 

場
の
中
心
的
地
位
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
証
券
担
保
コ
ー
ル
市
場
の
中
心
的
地
位
は
、
お
そ
ら
く
一
つ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
融
市
場
の
激
動
性
と
最
後
の
貸
手
た

る
中
央
銀
行
の
欠
如
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
季
節
的
変
動
の
問
題
と
し
て
述
ぺ
た
よ
う
に
、
一
三
１
ヨ
ー
ク
市
場
は
本

来
的
に
激
動
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
条
件
に
は
手
形
市
場
よ
り
も
証
券
担
保
．
Ｉ
ル
市
場
の
方
が
よ
り
適
応
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。

証
券
市
場
の
中
心
た
る
株
式
市
場
で
は
手
形
市
場
と
異
な
っ
て
い
わ
ば
そ
の
取
引
商
品
の
価
格
変
動
が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ

の
取
引
の
た
め
の
コ
ー
ル
資
金
の
金
利
も
よ
り
変
励
的
と
な
り
う
る
。
こ
の
コ
ー
ル
レ
ー
ト
の
激
動
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
な
い
し

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
に
よ
る
証
券
担
保
コ
ー
ル
市
場
の
資
金
調
整
能
力
は
、
当
然
な
が
ら
手
形
市
場
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
コ
ー
ル
ロ
ー
ン
の
担
保
と
し
て
提
供
さ
れ
る
証
券
に
は
、
当
然
に
一
定
の
マ
ー
ジ
ン
が
考
慮
さ
れ
る
か
ら
、
逼
迫
時
の
証
券
値

下
り
が
一
定
範
囲
で
あ
る
限
り
コ
ー
ル
市
場
に
及
ぼ
す
そ
の
影
響
は
こ
の
点
で
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ー
ル
市
場
が
証
券
発

行
の
み
で
な
く
単
な
る
証
券
流
通
市
場
と
も
関
連
し
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
実
体
面
の
蓄
積
過
程
と
の
関
連
を
商
業
手
形
市
場
の
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場
合
よ
り
も
短
期
的
に
は
よ
り
稀
薄
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
手
形
市
場
の
激
動
よ
り
も
い
わ
ば
実
害
が
少
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。
金
融
市
場
の
中
心
部
分
が
い
わ
ば
「
投
機
」
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
た
こ
の
制
度
は
、
す
ぐ
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
適
合
的
な
制

度
だ
っ
た
と
い
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
コ
ー
ル
市
場
と
い
え
ど
も
特
に
恐
慌
期
に
は
そ
の
流
動
性
が
そ
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
事
態
は
あ
り
え
た
。
そ
れ
は
最
後

の
貸
手
と
し
て
の
中
央
銀
行
の
欠
如
と
い
う
体
制
に
よ
っ
て
激
化
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
中
銀
行
と
財
務
省
と
が
中
央
銀
行
機
能

を
事
実
上
果
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
必
然
的
に
不
完
全
で
あ
っ
た
。
恐
慌
期
の
貨
幣
不
足
を
外
国
か
ら
の
金
流
入
に

よ
っ
て
緩
和
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
距
離
的
に
も
時
間
的
に
も
隔
絶
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
は
当
然
に
一
定
の
制
限
が

あ
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
の
下
で
手
形
市
場
が
金
融
市
場
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
実
体
経
済
に
よ
り
大
き
な
負
担

を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
最
後
の
貸
手
が
体
制
的
に
十
分
に
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
銀
行
に
よ
る
手
形
の

再
割
引
放
出
は
い
か
に
も
危
険
な
慣
行
と
み
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
手
形
市
場
の
限
定
さ
れ
た
発
展
と
証
券
担
コ
ー
ル
保

（
頓
）

市
場
の
優
位
は
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
的
体
制
と
の
関
連
な
し
に
は
十
分
に
理
解
し
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
法
銀
行
制
度
が

中
央
銀
行
の
再
建
を
な
さ
ず
、
そ
の
他
の
面
で
信
用
制
度
の
非
弾
力
化
を
も
た
ら
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
点
で
も
伝
統
的
な
コ

ー
ル
市
場
へ
の
依
存
を
高
め
る
も
の
と
な
っ
た
。

か
く
て
、
銀
行
間
金
融
市
場
の
構
造
と
い
う
側
面
で
の
国
法
銀
行
制
度
の
影
響
は
必
ず
し
も
大
き
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は

根
本
的
構
造
を
変
え
な
か
っ
た
。
手
形
市
場
は
国
法
銀
行
法
の
制
約
を
緩
和
す
る
方
向
で
そ
の
発
展
を
促
進
さ
れ
、
短
期
市
場
の
一
体

化
と
い
う
点
で
は
重
要
な
役
割
を
果
し
た
派
、
信
用
制
度
の
流
動
性
拠
点
と
し
て
の
コ
ー
ル
市
場
を
代
位
で
き
な
か
っ
た
。
逆
に
国
法

銀
行
制
度
は
コ
ー
ル
市
場
を
制
度
的
に
追
認
し
、
そ
れ
に
対
す
る
依
存
を
む
し
ろ
強
め
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

全
体
と
し
て
の
国
法
銀
行
法
に
よ
る
金
融
制
度
の
変
化
は
、
銀
行
券
の
集
中
な
き
統
一
と
い
う
点
が
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。



159南北戦争とアメリカ経済
そ
れ
は
紙
券
通
貨
の
統
一
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
か
っ
た
が
、
戦
前
の
い
わ
ば
非
統
一
的
通
貨
圏
の
統
一
を
は
意
味
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
い
わ
ば
銀
行
券
発
行
の
過
剰
な
る
弾
力
性
が
抑
制
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
ぱ
も
ち
な
が
ら
も
、
か
な
り
は
一
元
的
統
一
的
通

貨
制
度
の
必
然
的
産
物
た
る
非
弾
力
的
要
素
が
強
化
さ
れ
た
。
銀
行
制
度
と
し
て
は
、
銀
行
制
度
の
中
心
部
分
を
連
邦
管
理
に
よ
っ
て

健
全
化
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
広
汎
な
周
辺
部
分
を
残
し
て
制
度
と
し
て
の
統
一
は
達
成
し
え
ず
、
ま
た
全
体
と
し
て
銀
行
制
度
の
分

散
性
を
む
し
ろ
強
め
た
。
法
的
準
備
率
制
度
は
準
備
率
の
信
用
調
整
に
お
け
る
役
割
を
強
化
し
、
安
全
性
の
反
面
と
し
て
制
度
の
弾
力

性
を
そ
こ
な
う
面
を
生
じ
た
。
国
法
銀
行
法
は
銀
行
間
金
融
市
場
に
重
大
な
制
度
を
生
じ
た
と
も
い
え
な
い
。
最
後
に
こ
の
法
律
の
ア

メ
リ
カ
経
済
発
展
に
及
ぼ
す
影
響
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
い
い
が
た
い
。
お
そ
ら
く
全
体
と
し
て
は
金
融
制
度
の
健
全
化
を
通
じ
て
景

気
循
環
の
投
機
性
を
抑
制
し
、
以
前
の
制
度
の
不
合
理
な
側
面
を
全
体
と
し
て
は
減
少
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
一
面
で

は
経
済
発
展
段
階
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
南
北
戦
争
に
よ
る
変
化
と
し
て
は
政
策
上
の
変
化
は
か
な
り
の
重
要
性
を
も
つ
も
の
の
、
戦
争
に
よ
る
経
済
実

体
の
変
化
の
方
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
戦
後
の
蓄
積
は
そ
れ
を
歴
史
的
前
提
と
し
て
進
行
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
次
の
課
題
は
そ
の
過
程
の
素
描
で
あ
る
。

（
２
）
こ
れ
は
一
九
○
○
年
ま
で
の
農
場
面
積
の
増
加
に
占
め
る
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
に
よ
る
処
分
（
五
年
定
住
後
の
最
終
処
一

あ
る
。
拙
稿
前
掲
論
文
Ｈ
八
九
頁
。

（
３
）
当
時
の
．
ハ
イ
オ
ニ
ァ
農
民
の
非
定
住
性
と
土
地
投
機
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
シ
・
の
・
団
Ｃ
ｍ
Ｅ
の
》
句
８
日
勺
『
四
一
１
の
ｓ

ｏ
冨
已
白
１
画
を
参
照
。

Ｂ
⑪
を
み
よ
。

（
△
４
）
】
ワ
ゴ
』
。
。
、
弓
四
つ
・
鱒

（
１
）
以
下
も
含
め
て
土
地
処
分
に
つ
い
て
の
癖
窟
酩
は
、
特
に
註
記
し
な
い
限
り
は
、
例
え
ば
Ｆ
・
向
・
園
目
の
ｍ
の
〔
・
回
－
．
．
８
．
，
－
斤
・
・
弓
・
樟
（
ご
Ｉ

（
五
年
定
住
後
の
最
終
処
分
）
面
穣
の
比
率
で

○
．
『
曰
く
の
岸
』
凶
の
、
漢
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（
５
）
土
地
払
下
げ
を
含
む
鉄
道
援
助
政
策
に
つ
い
て
は
○
の
。
。
□
己
目
》
の
。
『
①
『
ゴ
ョ
目
［
勺
『
目
】
・
［
】
◎
口
。
［
鈩
日
の
１
８
コ
。
：
四
一
⑪
目
色
詞
昌
一
．

８
且
⑫
》
】
垣
９
．
．
冨
已
・
ｍ
ｌ
『
拙
稿
前
掲
論
文
Ｈ
八
六
－
八
九
頁
を
参
照
。

（
６
）
南
北
戦
争
か
ら
一
次
大
戦
ま
で
の
関
税
政
策
に
つ
い
て
は
今
な
お
タ
ゥ
シ
ヅ
ク
の
次
の
著
轡
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
司
・
三
・
日
目
協
曰
叩
内
目
の

自
肖
簾
冨
の
［
。
ご
◎
【
目
の
ロ
冒
巳
⑭
［
胃
の
の
》
函
冒
『
の
ぐ
賦
巴
の
曰
二
．
厚
田
［
目
。
冨
己
・
閂
ｌ
己
（
長
谷
田
泰
一
一
一
安
芸
昇
一
訳
『
米
国
関
税
史
』

昭
和
十
一
一
一
年
第
一
一
部
一
’
九
章
。

（
７
）
国
法
銀
行
は
一
八
六
三
年
の
国
法
銀
行
法
に
よ
っ
て
生
れ
る
が
、
国
法
銀
行
制
度
が
本
格
的
に
発
展
す
る
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
修
正
法
で
あ

る
六
四
年
法
と
州
法
銀
行
に
対
す
る
十
％
の
禁
止
的
祖
税
を
課
し
た
六
五
年
内
国
収
入
法
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
も
法
律
の
修
正
は
あ
る
が

以
下
の
本
文
で
は
法
律
内
容
に
つ
い
て
は
定
藩
し
た
法
規
定
と
重
要
な
修
正
点
の
み
を
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
８
）
以
上
の
戦
前
の
発
券
制
度
を
含
む
銀
行
制
度
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
見
よ
。
国
・
田
目
目
・
日
・
切
目
肝
：
二
勺
。
一
一
二
８
】
ロ
レ
ロ
】
の
１
８
．

句
Ｈ
Ｃ
日
岳
の
宛
の
く
。
］
巨
二
◎
二
８
岳
の
○
コ
一
一
罰
二
四
『
・
巳
田
》
富
・
の
．
旨
く
⑰
『
の
ご
目
戸
の
Ｚ
①
蛍
「
Ｋ
Ｃ
『
丙
冨
○
口
⑤
忌
冨
ロ
『
戸
の
［
》
ぐ
。
］
・
』
。
。
【
一
ｍ
旨
“
。
。

□
の
ｄ
の
】
：
日
の
目
ご
巴
》
Ｃ
冨
已
・
ぐ
聿
可
・
○
］
、
日
の
⑩
蕾
。
『
Ｃ
誤
「
晋
。
｛
○
国
８
，
．
国
：
六
ｍ
・
ぐ
。
－
．
』
・
同
日
日
呉
ゴ
の
邑
田
『
の
．
芦
臼
①
Ｉ
」
沼
①
．
】
①
患
》

な
お
、
つ
い
で
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
公
債
担
保
発
券
制
度
一
般
が
健
全
通
貨
を
意
味
し
た
と
は
い
え
な
い
。
自
由
銀
行
法
に
よ
る
発
券
担
保
は

多
く
は
州
債
で
あ
り
、
新
開
州
が
内
部
開
発
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
限
り
州
憤
の
価
値
は
あ
や
し
い
も
の
が
多
く
、
特
に
恐
慌
期
、
不
況
期
や

政
治
的
混
乱
時
に
そ
う
で
あ
っ
た
。

（
９
）
以
下
を
含
め
て
国
法
銀
行
制
庇
特
に
そ
の
発
券
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
し
。
旨
・
●
・
筥
望
の
『
⑪
》
・
Ｐ
ｎ
Ｆ
ｎ
冨
己
・

旨
率
甸
．
○
］
凹
日
の
⑫
．
８
．
９
Ｆ
．
Ｃ
富
ロ
・
ロ
》
句
・
丙
巳
一
一
ｓ
》
月
豈
の
ｇ
ｏ
亘
冒
碩
・
〔
シ
日
の
１
日
目
切
目
丙
冒
、
》
三
目
：
９
国
の
ロ
の
雪
男
・
Ｐ

］
霞
Ｃ
ｌ
】
①
ご
》
】
②
９
．
，
冨
己
・
滉
冒
小
野
英
祐
「
連
邦
翠
備
制
度
の
成
立
」
Ｈ
ｐ
ｐ
四
、
立
正
大
学
経
済
学
会
「
経
済
学
季
報
」
二
○
巻
一
・
二

合
併
号
（
一
九
七
一
年
一
一
一
月
）
、
二
一
巻
一
一
一
・
四
合
併
号
（
七
二
年
十
月
）
、
一
一
一
一
巻
一
・
一
一
合
合
併
号
（
七
三
年
一
月
）
、
同
三
・
四
合
併
号

（
同
一
一
一
月
）
。
な
お
小
野
教
授
の
諸
論
文
は
本
稿
の
こ
の
部
分
を
書
く
上
で
大
変
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

⑰
）
一
次
大
戦
ま
で
の
全
期
に
わ
た
り
発
券
額
が
担
保
と
な
り
う
る
公
債
の
残
高
や
国
法
銀
行
の
資
本
総
額
に
よ
っ
て
直
接
に
制
限
さ
れ
る
こ
と

は
全
体
と
し
て
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
○
五
年
前
は
資
本
金
総
額
の
方
が
適
格
公
債
残
高
よ
り
少
な
く
、
そ
の
後
に
な
る
と
逆
に
な
る
が
、

い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
き
ま
る
発
券
限
度
額
に
対
す
る
現
実
の
発
券
総
額
の
比
率
は
、
一
八
九
○
年
で
一
一
○
％
、
一
九
○
○
年
で
一
一
八
％
、
一
次
大
戦

□
の
ｄ
２
ｏ
ご
日
の
ご
庁
。

。
冨
己
・
閂
ｌ
貝

な
お
、
つ
い
毛
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の
折
に
は
八
○
％
だ
っ
た
。
発
券
性
の
具
体
的
数
童
的
検
肘
に
は
困
難
が
あ
り
、
現
実
の
発
券
総
額
が
収
益
性
と
厳
密
に
対
応
し
て
変
化
し
た
か
否

か
は
必
ず
し
Ｊ
ｂ
確
定
的
な
こ
と
は
い
い
が
た
い
。
昌
・
句
昌
の
目
】
目
□
且
シ
・
］
・
ぬ
、
ヲ
園
１
Ｎ
．
シ
旨
目
の
国
『
］
目
⑫
８
『
『
。
【
島
の
己
昌
［
日
切
画
，

（
２
。
】
②
。
『
ｌ
』
や
⑤
Ｐ
岳
＆
〕
ロ
ロ
・
』
四
１
←

国
法
銀
行
券
発
行
の
収
益
性
に
つ
い
て
や
き
具
体
的
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
発
券
が
公
債
額
面
の
九
割
な
い
し
十
割
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
般
に
公

債
市
価
が
額
面
よ
り
高
か
っ
た
た
め
に
、
許
容
発
券
額
を
担
保
公
債
購
入
代
金
よ
り
か
な
り
少
な
い
額
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
の
差
額
分

の
貸
付
か
ら
得
ら
れ
る
利
子
を
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
発
券
銀
行
は
公
債
利
子
を
か
せ
げ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
発
券

に
伴
う
事
務
的
そ
の
他
の
コ
ス
ト
が
あ
り
、
ま
た
発
券
に
対
す
る
一
％
の
連
邦
税
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
確
定
し
え
な
い
が
、
発
券
コ
ス
ト
を
一
定

と
す
れ
ば
発
券
の
収
益
性
は
公
債
の
価
格
な
い
し
利
廻
り
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
戦
前
の
州
法
銀
行
券
の
収
益
性
と
の
比
較
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
う
ち
で
最
も
健
全
な
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
一
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
州
の
発
券

規
定
の
大
略
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
発
券
担
保
は
、
農
業
地
方
で
許
さ
れ
る
不
動
産
抵
当
貸
付
を
別
と
す
れ
ば
、
辿
邦
公
債
と
そ
れ
よ
り
安
価
な

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
償
が
い
ず
れ
も
額
面
ま
で
認
め
ら
れ
、
ま
た
資
本
金
に
よ
る
発
券
制
限
は
な
か
っ
た
。
梵
換
は
療
隔
地
の
そ
れ
健
銀
行
券
額
面
の

四
分
の
一
％
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
許
さ
れ
、
後
述
の
よ
う
な
国
法
銀
行
の
額
面
で
の
免
換
よ
り
も
銀
行
の
コ
ス
ト
は
小
さ
か
っ
た
。
発
券
に
対
す

る
噸
備
規
定
は
当
初
は
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
、
国
法
銀
行
券
、
特
に
一
九
○
○
年
の
改
正
前
の
そ
れ
に
比
し

て
発
券
の
収
益
性
が
高
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
よ
り
不
健
全
な
州
法
銀
行
券
は
余
計
に
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
富
・

の
・
言
］
の
『
⑰
．
８
．
，
－
（
・
・
目
，
鴎
ｌ
②
出
甸
・
用
の
二
一
局
云
亨
。
ご
ロ
ー
【
．
．
：
．
ど
の
Ｐ
】
】
Ｐ
扇
凹
を
参
照
。

（
ｕ
）
閏
の
８
１
８
－
の
臼
房
胃
・
后
９
．
ご
ロ
・
霞
②
Ｉ
。

（
、
）
こ
の
点
は
国
法
銀
行
券
の
も
つ
矛
盾
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
主
張
、
す
な
わ
ち
国
法
銀
行

の
公
債
担
保
発
券
制
度
が
公
債
市
価
の
支
持
に
よ
っ
て
戦
時
公
債
の
発
行
条
件
の
悪
化
を
防
止
し
、
全
体
と
し
て
連
邦
財
政
に
貢
献
し
た
と
い
う
主

張
の
一
面
性
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
国
法
銀
行
券
が
発
行
さ
れ
る
限
り
は
グ
リ
ー
ン
パ
ヅ
ク
の
発
行
と
実
質
的
に
は
区
別
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
財

政
目
的
か
ら
い
え
ば
、
利
付
公
債
発
行
１
１
国
法
銀
行
券
発
行
と
い
う
ま
わ
り
道
を
す
る
よ
り
も
、
直
接
に
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
と
い
う
無
利
子
の
公

債
を
発
行
す
る
方
が
安
上
り
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
国
法
銀
行
券
の
収
益
性
が
い
か
に
低
い
と
は
い
え
な
お
そ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ

る
限
り
、
連
邦
収
入
を
な
り
う
る
発
券
の
利
益
を
そ
の
部
分
だ
け
私
的
銀
行
業
に
譲
渡
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
点
で
は
国
法
銀
行
へ
の
補
助
金

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
旧
来
の
州
法
銀
行
券
と
の
比
較
で
は
国
法
銀
行
券
は
連
邦
財
政
に
貢
献
し
た
と
は
い
え
る
が
、
し
か
し
グ
リ
ー
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ン
バ
ッ
ク
と
の
比
較
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
す
ぐ
れ
た
文
献
を
参
照
。
の
。
Ｚ
①
３
８
日
す
．
』
Ｃ
ユ
ニ
８
－
局
闇
ヨ
ョ
臼
一
目

。
【
◎
貝
国
目
。
、
一
四
一
勺
Ｃ
二
ｑ
自
己
ロ
、
こ
】
の
⑩
○
コ
吾
の
『
三
扁
呂
の
】
］
】
。
Ｐ
］
ｍ
ａ
ｎ
冨
己
・
自
．

（
咽
）
国
法
銀
行
制
度
の
は
じ
め
に
は
、
地
方
銀
行
券
の
東
部
中
心
地
で
の
経
常
的
見
換
が
完
全
に
は
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
時
内
陸
か
ら
一
三

１
ヨ
ー
ク
へ
通
貨
が
大
量
流
入
す
る
季
節
に
、
流
入
通
貨
の
う
ち
で
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
で
使
途
の
少
な
い
地
方
銀
行
券
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た

場
合
に
は
、
そ
れ
が
多
少
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
で
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
に
対
し
て
売
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
七
四
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
及
び
一
七
免
換
都
市
の
コ
ル
レ
ス
に
よ
る
免
換
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
財
務
省
に
よ
る
見
換
に
き
り
か
え
ら
れ
、
同
時
に
発
券
債
務
に
対
す

る
準
備
金
も
預
金
躯
備
か
ら
区
別
さ
れ
て
発
券
の
五
％
と
な
り
、
ま
た
そ
の
保
有
形
態
も
コ
ル
レ
ス
預
金
の
形
で
の
分
散
的
な
も
の
か
ら
財
務
省
に

粂
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
梵
換
制
度
の
不
附
が
克
服
さ
れ
た
。
三
・
句
『
】
日
日
目
目
ニ
ン
．
、
．
ｍ
、
岑
園
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｂ
・
口
岸
・
》

ロ
ロ
・
田
ｌ
圏
・
か
局
・
屍
の
ｓ
一
目
》
。
□
・
ロ
【
・
》
目
・
巨
祭
ｌ
『
・
巳
④
。

、
）
銀
行
券
発
行
は
短
期
的
に
も
増
減
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
恐
慌
時
に
発
券
増
加
が
必
要
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に

発
券
追
加
額
以
上
の
市
価
を
も
つ
担
保
公
債
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
発
券
は
賃
付
け
う
る
盗
金
の
創
出
の
意
味
を
も
た
な
か
っ
た
。
ま

た
発
券
の
追
加
に
は
通
常
一
、
一
一
ケ
月
の
準
備
期
間
が
必
要
だ
っ
た
た
め
と
う
て
い
緊
急
時
の
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
。
発
券
の
縮
少
の
場
合
に
も
、

一
八
八
一
一
年
の
法
律
（
一
九
○
七
年
ま
で
有
効
）
に
よ
り
き
び
し
い
制
限
が
あ
り
、
こ
れ
も
発
券
の
増
減
を
抑
制
し
て
い
た
。
事
実
の
問
題
と
し
て
も
、

二
○
世
紀
初
頭
で
発
券
の
季
節
的
変
助
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
富
・
の
．
ｇ
臣
の
円
⑫
》
。
ご
ｎ
コ
【
・
・
８
．
ｇ
←
Ｉ
ｇ
『
》
㈲
・
写
「
・
【
⑪
日
日
の
『
の
『
》

８
．
９
斤
・
も
。
］
急
・
目
昌
一
の
〆
弓
小
野
英
祐
前
掲
論
文
卿
七
三
－
四
頁
を
参
照
。

（
咽
）
例
え
ば
冨
篇
『
、
．
。
ご
・
凰
斤
．
．
ご
・
＄
②
毎
．
な
お
、
特
に
短
期
的
な
非
弾
力
性
の
問
題
は
当
時
の
銀
行
制
度
改
雛
●
論
の
中
心
問
題
の
一
つ
で

Ｅ
）
国
法
銀
行
券
発
行
額
の
変
動
は
し
か
し
別
の
興
味
あ
る
問
題
を
も
つ
。
発
券
の
収
益
性
が
公
債
の
市
価
な
い
し
利
廻
り
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
限
り
、
発
券
額
が
長
期
利
子
率
と
対
応
し
て
増
減
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
長
期
利
子
率
が
上
昇
す
れ
ば
発
券
が
増
加
し
、
そ
の
部
分
だ
け
金
そ

の
他
の
貨
幣
の
必
要
が
減
少
し
、
利
子
率
が
低
下
す
れ
ば
逆
に
な
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

〈
Ⅳ
）
も
ら
ろ
ん
、
銀
問
題
そ
の
他
の
通
貨
信
用
論
争
は
金
本
位
制
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
て
主
張
さ
れ
た
し
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
金
本
位
制

下
の
高
成
長
経
済
に
適
合
的
な
通
貨
制
度
も
抽
象
的
に
は
議
論
で
き
る
に
し
て
も
、
成
長
過
程
の
予
測
の
不
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
ま
た
通
貨
膨
脹

論
者
に
よ
っ
て
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
以
上
、
具
体
的
に
は
そ
の
制
定
に
は
困
難
を
伴
う
。
本
文
の
説
明
も
そ
う
い
う
留
保
の
上
で
な

（
咽
）
卿

あ
っ
た
。



163南北戦争とアメリカ経済
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

色
）
発
券
問
題
を
含
め
て
財
務
省
の
金
融
制
度
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
は
後
の
註
の
ほ
か
は
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
え
な
い
。
と
り
あ
え
ず

次
の
文
献
を
み
ら
れ
た
し
。
小
野
英
祐
前
掲
論
文
目
白
卿
。

（
四
）
一
九
一
三
年
末
の
世
界
の
中
央
銀
行
な
い
し
政
府
の
保
有
す
る
金
準
備
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
一
一
・
四
％
、
ア
メ
リ
カ
は
一
一
六
・
六
％
だ
っ

た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
国
民
所
得
は
イ
ギ
リ
ス
の
三
倍
弱
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
国
民
所
得
に
対
す
る
金
準
備
の
比
率
は
ア
メ
リ
カ
で
イ
ギ
リ
ス

の
二
・
七
倍
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
貨
幣
供
給
と
金
幽
備
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
体
は
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
９
．
句
己
の
ロ
ョ
営
口
員
シ
・
］
．
⑫
０
－
戸
三
胃
長
○
つ
・
口
一
・
．
弓
・
９
１
℃
Ｐ
己
．
ｍ
を
み
よ
。

（
加
）
以
下
本
文
で
は
季
節
的
変
動
の
問
題
を
中
心
に
論
じ
る
が
、
景
気
循
環
的
変
動
も
季
節
的
変
動
を
通
し
て
現
わ
れ
る
。
不
況
期
に
お
い
て
は

一
般
的
金
融
緩
慢
の
た
め
に
季
節
的
変
動
が
緩
和
さ
れ
、
好
況
期
に
は
そ
れ
が
激
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
季
節
的
金
融
変
動
な
い
し

そ
の
抑
制
は
、
一
次
大
戦
的
の
金
融
制
度
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
経
済
の
鏑
大
の
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
述
邦
池
備
銀
行
の
設
立
も
そ

れ
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
、
ま
た
後
の
景
気
循
環
的
変
動
の
抑
制
に
対
す
る
関
心
の
増
大
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
当
時
の
研

究
は
景
気
循
環
的
変
励
よ
り
も
季
節
的
変
動
に
よ
り
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
前
者
が
後
者
に
埋
没
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
季
節
的
変
動
は
景
気
循
環
的
変
動
の
一
要
素
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

た
だ
こ
の
季
節
的
金
職
変
鋤
ｌ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
特
に
顕
籍
に
現
わ
れ
る
が
ｌ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
ス
プ
レ
イ
グ
等
の
伝
統
的
学
説

で
は
腱
業
の
季
節
性
に
よ
る
資
金
現
金
需
要
の
季
節
的
変
動
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、
具
体
的
に
は
内
陸
銀
行
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
残
商
の
変
動
と
い
う

地
域
間
の
銀
行
間
資
本
移
動
を
中
心
に
説
明
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
こ
の
説
に
は
多
く
の
疑
問
も
あ
り
、
最
近
で
は
既
に
引
用
し
た
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト

の
著
譜
で
批
判
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
も
現
金
需
要
の
季
節
的
変
動
と
い
う
点
を
根
本
的
に
否
定
す
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

地
域
間
の
資
本
移
動
な
い
し
銀
行
間
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
季
節
的
変
動
の
原
因
た
り
え
ず
、
地
域
間
貿
易
収
支
の
変
動
が
そ

の
基
本
原
因
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
鰔
者
は
後
者
の
説
明
が
ほ
ぼ
妥
当
と
考
え
て
お
り
、
本
文
の
以
下
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
そ
の
説
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

（
皿
）
註
鰯
で
述
べ
た
伝
統
的
学
説
に
よ
れ
ば
、
内
限
銀
行
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
対
す
る
預
金
な
い
し
コ
ー
ル
貸
付
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
増

加
し
、
内
陸
で
の
資
金
需
要
の
増
大
す
る
出
来
秋
に
そ
れ
が
引
上
げ
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
内
陸
と
の
現
金
移
動
を
通
じ

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
季
節
的
金
融
変
動
を
生
じ
、
ひ
い
て
は
春
夏
の
株
式
市
場
の
投
機
の
促
進
と
秋
の
そ
の
抑
制
を
ひ
き
お
こ
し
た
と
し
て
い
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た
。
い
わ
ば
銀
行
間
バ
ラ
ン
ス
な
い
し
コ
ー
ル
市
場
が
悪
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
右
に
も
述
べ
た
よ
う
に
地
域
的

貿
易
収
支
の
問
題
を
無
視
す
る
点
が
あ
り
、
ま
た
現
実
の
地
方
銀
行
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
残
高
の
変
動
も
伝
統
的
説
明
を
必
ず
し
も
支
持
し
て
い
な
い
。

む
し
ろ
本
文
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
残
高
は
秋
に
増
大
し
以
後
減
少
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
点
は
統
計
的

は
全
面
的
に
確
証
は
で
き
な
い
。
ｐ
シ
・
向
・
の
。
。
：
胃
【
》
●
ご
・
９
－
．
》
｛
）
・
巴
館
・

（
蛇
）
地
方
銀
行
の
主
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ル
レ
ス
銀
行
か
ら
の
手
形
再
割
引
そ
の
他
に
よ
る
借
入
の
季
節
変
動
は
、
本
文
で
示
唆
し
た
よ
う
に

春
か
ら
秋
ま
で
増
加
し
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
減
少
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
と
り
、
磯
業
の
信
用
需
要
の
動
向
と
対
応
し
て
い
た
。
○
・
○
・
ト
・
‐

ｎ
戸
』
）
閂
（
》
《
《
目
岸
〕
の
ご
ゆ
く
⑰
一
・
℃
白
の
貝
。
［
冒
冨
【
冨
己
〆
切
。
『
『
ｏ
ミ
ヨ
、
冒
昌
の
ｚ
臼
ご
○
目
一
因
目
天
ご
媚
の
里
の
［
の
日
》
］
ｍ
ｇ
ｌ
］
宮
心
菖
・
Ｐ
］
：
『
目
一

ｃ
ｍ
囚
一
貫
８
－
両
８
皀
◎
ロ
ミ
・
く
○
一
・
糧
》
］
②
⑬
］
・
弓
・
笛
Ｉ
笛
》
Ｃ
・
房
・
ロ
．
。
。
。
△
目
【
戸
藝
◎
わ
、
簾
・
層
・
①
。
Ｉ
］
ｓ
・

（
麹
）
金
融
の
季
節
的
変
動
の
減
少
傾
向
に
つ
い
て
は
旨
・
の
・
更
［
］
の
円
い
》
Ｃ
已
・
、
一
［
・
・
ロ
ロ
・
恩
】
ｌ
②
》
眉
や
－
巴
を
参
照
。

（
型
）
詳
細
は
富
．
Ｃ
・
昌
里
の
『
⑩
》
】
す
三
・
》
ｃ
・
画
詔
蔀
》
尻
の
日
日
の
『
の
『
：
。
ｎ
】
→
．
．
ご
・

（
躯
）
こ
の
証
券
発
行
に
よ
る
寮
不
純
務
助
の
季
節
的
変
化
の
パ
タ
ー
ン
は
外
国
で
の
ア
メ
リ
カ
証
券
発
行
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
年

後
半
の
純
額
の
低
水
準
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
証
券
発
行
の
増
加
で
は
な
く
、
外
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
証
券
の
発
行
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

（
、
）
以
下
の
本
文
の
論
点
は
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
に
負
っ
て
い
る
。
○
・
少
・
両
。
（
ざ
己
冨
『
［
・
ロ
・
ａ
【
．
．
、
旨
壱
・
画
．

（
躯
）
言
・
の
．
冒
胃
『
⑪
．
。
ご
・
Ｃ
］
［
・
》
９
．
塁
１
ｍ
・
酉
酋
ｌ
単
こ
の
為
替
変
動
幅
の
減
少
は
、
蒸
気
船
に
よ
る
帆
船
の
代
位
、
南
北
戦
争
時
の
大
西
洋

海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
倣
設
等
の
交
通
通
信
技
術
の
変
化
、
金
融
手
形
利
用
等
の
金
融
機
榊
の
発
展
、
貿
易
概
造
の
多
様
化
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

弱
）
為
替
相
場
の
季
節
的
変
動
・
ハ
タ
ー
ン
に
も
歴
史
的
な
変
化
が
あ
り
、
最
大
の
変
化
は
ほ
ぼ
南
北
戦
争
を
境
と
し
て
生
じ
た
。
戦
前
は
戦
後
と

む
し
ろ
逆
に
ポ
ン
ド
相
場
の
ピ
ー
ク
は
九
’
一
一
月
で
あ
り
底
は
一
一
Ｔ
五
月
だ
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、
戦
前
の
輸
出
の
中
心
が
綿
花
で
あ
り
、
そ
の

収
穫
期
が
穀
物
肉
類
に
比
し
て
お
そ
く
、
当
時
の
運
輸
も
時
間
が
か
か
り
、
ま
た
ケ
ー
ブ
ル
が
な
か
っ
た
た
め
サ
ン
プ
ル
注
文
で
輸
出
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
、
い
わ
ゆ
る
委
託
荷
に
よ
る
綿
花
輸
出
の
時
期
的
集
中
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
戦
後
に
は
食
料
農
産
物
の
輸
出
の
比
重
が
大
き
く

あ
っ
た
。

〈
｡ 

（
配
）
ヨ
．
シ
・
扉
。
早
目
．
］
甸
・
・
弓
］
］
・
冒
冨
目
】
自
◎
昌
一
の
。
一
旦
の
国
且
回
ａ
局
の
百
戸
目
ご
『
の
〔
の
ｇ
己
屋
Ｉ
巳
匿
．
』
窟
Ｐ
く
。
－
・
］
》
ロ
ロ
・
句
Ｂ
Ｉ
』
，

な
お
、
六
○
、
七
○
年
代
に
つ
い
て
は
、
鑛
者
が
か
っ
て
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
主
部
な
公
債
発
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
綱
ぺ
た
と
き
の
結
論
に
も
と
づ
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（
虹
）
な
お
、
ア
メ
リ
カ
に
は
中
央
銀
行
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
財
務
省
と
一
三
Ｉ
ヨ
ー
ク
市
中
銀
行
の
中
央
銀
行
的
機
能
は
み
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
連
邦
財
政
の
収
支
が
金
融
市
場
と
一
応
分
離
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
財
務
省
は
財
政
賃
金
の
市
中
で
の
運
用
に
よ
っ
て
金
融
市
場
の
季
節

的
そ
の
他
の
逼
迫
を
緩
和
す
る
努
力
を
試
み
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
手
形
交
換
所
加
盟
銀
行
も
、
そ
れ
が
金
融
市
場
の
最
終
の
拠
点
で
あ
っ
た
た

め
に
、
平
常
の
資
金
運
用
に
お
い
て
そ
れ
を
意
識
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
恐
慌
時
の
異
常
な
貨
幣
需
要
に
よ
っ
て
銀
行
準
備
金
が
法
定
準

備
を
割
る
時
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
み
で
な
く
多
く
の
中
心
地
の
銀
行
は
、
正
貨
な
い
し
法
貨
支
払
の
制
限
と
と
も
に
、
手
形
交
換
所
貸
付
証
書

（
Ｃ
］
の
ロ
ロ
属
四
○
房
の
閉
Ｃ
目
○
の
円
［
】
［
】
８
戸
の
②
）
を
共
同
で
発
行
し
た
。
こ
の
関
係
銀
行
共
同
の
行
為
に
よ
っ
て
相
互
間
の
信
用
が
強
化
さ
れ
、
関

係
銀
行
間
の
決
済
の
た
め
の
貨
幣
も
節
約
さ
れ
、
外
部
へ
の
貨
幣
供
給
も
ふ
や
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
恐
慌
期
に
お

け
る
ビ
ー
ル
条
例
の
停
止
に
よ
る
発
券
限
度
の
拡
大
と
類
似
の
も
の
で
あ
り
、
各
手
形
交
換
所
加
盟
銀
行
が
結
集
し
て
中
央
銀
行
機
能
を
果
し
た
こ

下
し
て
い
っ
た
こ
と
、
銀
行
傘

あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
櫓

度
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
り
、
輸
送
の
迅
速
化
、
綿
花
輸
出
の
時
期
的
分
散
化
も
進
み
、
ポ
ン
ド
相
場
は
初
夏
の
ピ
ー
ク
と
秋
の
底
値
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
変
っ
た
。
そ
の

後
は
ポ
ン
ド
の
底
値
は
八
○
年
代
の
一
一
月
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
の
九
月
へ
、
ま
た
ピ
ー
ク
は
同
じ
く
五
月
か
ら
六
月
へ
と
、
多
少
の
変
化
は
生
じ

た
。
富
・
の
．
冨
冒
の
厨
》
Ｃ
己
・
目
・
》
ご
己
．
『
ｍ
ｌ
Ｐ
⑭
患
Ｉ
色
・

（
釦
）
ニ
ニ
ー
ョ
ー
ク
金
融
市
場
の
変
鋤
を
激
化
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
峰
ロ
ン
ド
ン
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
距
艤
の
闘
題
が
あ
っ
た
・

遍
迫
時
の
救
済
と
な
る
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
金
現
送
に
は
一
一
○
世
紀
の
初
頭
で
も
片
道
十
日
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
遍
迫
の
緩
和
を
お
く
ら
せ
て
い

た
。
過
去
百
年
間
に
そ
れ
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
帆
船
ら
か
蒸
気
船
へ
の
転
換
は
情
報
伝
達
と
輸
送
の
時
間
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
規
則
化
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
は
情
報
伝
達
時
間
を
な
く
し
て
必
要
時
間
を
半
減
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
運
輸
改
造
に
よ
り
そ
れ
は
短
縮
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
一
ニ
ー
ョ

ー
ク
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
孤
立
性
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
が
、
な
お
西
欧
諸
中
心
地
間
の
関
連
性
と
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
こ
の
孤
立
性
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
歴
史
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
様
の
国
内
的
要
因
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
金
融
市
場
全
体
に
占
め
る
一
三
１
ヨ
ー
ク
の
比
重
の
低
か
っ
た
こ
と
及
び
歴
史
的
に
そ
れ
が
低

下
し
て
い
っ
た
こ
と
、
銀
行
集
中
の
少
な
さ
に
よ
っ
て
季
節
的
逼
迫
を
契
機
と
し
て
生
じ
る
パ
ニ
ッ
ク
の
信
用
不
安
も
激
化
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
根
本
的
に
は
多
様
な
産
業
構
造
を
も
つ
広
大
な
経
済
領
域
と
い
う
ア
メ
リ
カ
経
済
の
性
格
に
由
来
す
る
分
散
的
銀
行
制

と
を
意
味
し
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
中
央
銀
行
機
能
は
、
中
央
銀
行
が
制
度
的
に
存
在
し
た
場
合
に
比
べ
て
制
限
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
財
務
省
の
操
作
も
、
い
わ
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噸
ろ
独
立
鬮
艤
制
の
制
限
規
定
の
た
め
に
ｌ
そ
れ
は
次
第
に
緩
和
な
い
し
事
実
上
無
視
さ
れ
て
い
っ
た
と
は
い
え
ｌ
、
行
鋤
の
自
由
は
制
限
さ

れ
、
操
作
の
効
果
も
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
恐
慌
対
策
に
い
た
っ
て
は
、
恐
慌
ま
で
に
既
に
財
務
省
の
余
剰
資
金
が
洞
渇
に
類
し
て
い
る
こ
と
が

多
か
っ
た
た
め
に
操
作
の
余
力
を
喪
失
し
て
い
る
か
、
財
政
赤
字
の
た
め
に
か
え
っ
て
金
融
市
場
に
混
乱
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
い
か
え
れ

ば
、
財
務
省
の
中
央
銀
行
機
能
は
、
一
面
で
は
法
的
制
限
の
た
め
に
他
面
で
は
そ
れ
が
財
政
に
依
存
し
て
い
た
た
め
に
、
当
然
の
制
約
が
あ
っ
た
。

恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
の
中
央
銀
行
機
能
も
、
手
形
交
換
所
貸
付
証
書
が
多
く
は
関
係
銀
行
間
の
決
済
手
段
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
私
的
な
性
格

を
な
お
残
し
て
お
り
、
法
貨
や
銀
行
券
の
も
つ
一
般
的
流
通
力
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
ビ
ー
ル
条
例
停
止
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券

の
追
加
発
行
ほ
ど
の
市
場
救
済
力
を
も
た
な
か
っ
た
。
一
九
○
七
年
恐
慌
下
の
貨
幣
不
足
の
経
験
に
よ
っ
て
立
法
が
促
進
さ
れ
た
オ
ー
ド
リ
ヅ
チ
。

ヴ
リ
ー
ラ
ン
ド
法
（
し
］
号
一
目
，
ぐ
Ｈ
の
③
一
目
』
Ｐ
Ｒ
）
は
こ
の
限
界
を
緩
和
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
財
務
省
と
市
中
銀
行
に
二
分
さ

れ
た
事
実
上
の
中
央
銀
行
と
制
度
と
し
て
の
中
央
銀
行
と
に
は
明
ら
か
に
相
違
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
点
は
一
面
的
に
は
強
調
で
き
な
い
が
。

財
務
省
、
手
形
交
換
所
加
盟
銀
行
の
中
央
銀
行
機
能
に
つ
い
て
は
、
別
稿
の
歴
史
的
考
察
の
折
に
多
少
と
も
具
体
的
に
ふ
れ
る
予
定
で
い
る
が
、

こ
こ
で
は
左
の
文
献
を
か
か
げ
て
お
く
。
財
務
省
に
つ
い
て
は
旨
，
の
．
冨
屋
⑪
『
的
．
。
□
・
白
戸
．
、
】
一
目
・
縄
冒
埋
同
・
勾
・
目
口
巨
の
》
Ｃ
の
貝
『
＆
切
目
宍
曰
傾

国
ロ
ｎ
斤
】
○
口
。
博
冨
ロ
ロ
岸
旦
の
盲
［
の
⑭
自
同
の
、
⑩
巨
昌
旨
忠
ｌ
ご
邑
・
】
の
色
・
手
形
交
換
所
貸
付
証
書
に
つ
い
て
は
局
・
房
の
□
二
目
．
。
□
．
、
茸
・
》
、
冨
己
。

（
翌
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
資
料
は
な
い
。
し
か
し
註
剛
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
前
に
は
戦
後
と
反
対
に
ポ
ン
ド
為
替
の
安
値
は
春
に
生
じ
、

秋
に
は
ポ
ン
ド
は
高
値
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
戦
前
に
は
秋
に
一
方
で
は
農
産
物
の
収
穫
に
伴
う
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
か
ら
内
陸
へ
の
現
金
移
動
が
生

じ
な
が
ら
、
戦
後
に
み
ら
れ
る
秋
の
金
流
入
が
全
く
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
輸
出
構
造
の
モ
ノ
ヵ
ル
チ
ャ
ー
的
性
格
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
が
、
当
然
に
秋
の
逼
迫
を
激
化
し
た
で
あ
ろ
う
。
内
外
の
交
通
通
信
面
の
未
発
展
や
農
業
の
地
位
の
高
さ
な
ど
と
と
も
に
、
戦
前
の
季
節

的
金
融
変
動
が
戦
後
よ
り
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
要
因
は
多
い
。

（
鍋
）
可
・
甸
巾
」
］
旨
〆
○
℃
・
ａ
｛
・
》
目
・
忠
’
一
・

（
弧
）
な
お
、
七
五
年
ま
で
は
国
法
銀
行
券
の
発
行
限
度
が
全
体
と
し
て
あ
っ
た
の
み
で
な
く
、
地
域
的
に
も
枠
が
き
め
ら
れ
て
お
り
、
国
法
銀
行

の
設
立
事
情
か
ら
農
業
地
方
の
発
券
枠
が
不
当
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
農
業
地
方
の
国
法
銀
行
の
設
立
を
抑
制
し
た
と
い
う
批
判
も
な
さ
れ

て
い
た
。
例
え
ば
飼
・
の
】
】
］
四
・
倉
司
の
』
の
日
】
口
）
一
一
口
］
・
国
自
画
息
冨
山
鳥
の
【
印
戸
２
．
戸
旨
の
．
ｍ
且
○
：
旨
］
旨
○
ず
農
園
昌
一
・
口
ご
要
の
ご
ａ
冨
色

の
亘
＄
・
】
恩
単
ｌ
］
臼
畏
］
◎
口
且
巴
。
、
閂
８
冒
旦
ロ
巴
の
Ｓ
ご
》
ぐ
。
｛
》
※
〆
貝
》
】
息
Ｐ
層
．
①
認
ｌ
＆
＆
．

可
巨
ロ
ｎ
斤
】
○
口
。
閉
庁
宮
の
己
已
頁

漁
三
宮
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
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（
妬
）
例
え
ば
各
地
域
の
人
口
と
国
法
、
州
法
、
個
人
の
全
銀
行
数
と
の
関
係
を
み
て
も
（
元
・
伝
・
犀
色
目
の
自
営
１
勾
・
、
具
、
］
】
》
。
ご
・
骨
・
も
．
①
燭

弓
“
こ
の
】
・
）
、
戦
後
中
西
部
や
西
部
で
銀
行
便
宜
が
少
な
い
と
は
い
え
ず
、
こ
の
点
は
戦
前
で
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
南
部
は
銀
行
便
宜
が

戦
争
に
よ
り
著
し
く
少
な
く
な
っ
た
。

な
お
、
戦
後
に
お
け
る
南
部
の
信
用
機
構
の
お
く
れ
は
銀
行
の
み
で
な
く
一
般
的
に
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
銀
行
数
が
相
対
的
に
少
な
か
っ
た

の
み
で
な
く
、
農
業
に
対
す
る
銀
行
の
信
用
供
与
は
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
商
人
や
地
主
を
通
じ
る
間
接
的
な
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が
小
作
や
シ
ェ

ァ
ク
ロ
ッ
パ
ー
に
対
す
る
前
近
代
的
信
用
関
係
を
支
え
て
い
た
。
ま
た
後
述
の
手
形
市
場
と
の
関
連
で
も
、
南
部
の
手
形
市
場
と
の
関
連
は
他
地
域

に
比
し
て
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
農
業
長
期
信
用
面
で
も
、
八
○
年
代
に
北
西
部
で
急
速
に
発
展
し
た
モ
ー
ゲ
ヅ
ジ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
も
南

部
で
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
み
ら
れ
ず
、
一
八
九
○
年
の
南
部
艇
業
の
不
励
産
抵
当
へ
の
依
存
度
は
他
地
域
に
比
し
て
は
る
か
に
少
な
力
っ
た
。
こ
れ

ら
の
南
部
の
お
く
れ
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
る
南
部
の
性
格
と
い
う
以
上
に
、
南
北
戦
争
に
よ
る
南
部
の
荒
廃
と
農
業
榊
造
の
変
化
に
由
来
す
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
閃
・
宛
自
】
⑫
○
口
目
包
宛
・
ぬ
■
［
、
｝
］
》
】
亘
旦
・
》
已
已
．
Ｅ
』
ｌ
②
ｓ
Ｊ
Ｆ
・
祠
・
胃
『
鼠
属
目
盲
［
■
く
の
⑫
日
】
目
［
冨
貰
戸
の
［
・

】
、
『
Ｃ
ｌ
』
巴
←
》
弓
｝
』
の
向
く
Ｃ
一
色
二
目
・
崗
餌
ｚ
貰
一
（
）
冒
一
冨
口
鳥
の
←
葛
．
］
目
『
冒
一
・
帛
両
８
コ
《
）
ヨ
ー
、
目
②
Ｓ
ｑ
・
く
。
］
・
】
良
く
》
』
③
＄
も
ｂ
・
器
ｍ
ｌ
屋
》

ご
・
⑪
・
二
［
声
○
の
。
“
色
⑪
》
ぐ
（
］
一
・
〆
房
勾
の
ご
Ｃ
門
戸
○
二
房
の
昌
屈
⑫
国
〔
の
壹
自
◎
耳
、
騨
館
（
〕
鋲
ヨ
ニ
ー
⑥
□
昌
一
の
二
⑫
国
〔
の
い
》
俔
館
。
ｍ
》
己
・
再
『
一
・

（
妬
）
可
・
再
Ｃ
三
一
Ｃ
ｌ
］
》
○
℃
．
。
】
一
・
管
已
・
唖
屋
．

（
釘
）
】
ご
』
・
》
層
・
ゴ
ー
、
．
』
閉
．

（
鍋
）
例
え
ば
冨
・
Ｃ
・
冨
留
の
厨
．
８
．
，
－
［
・
》
ご
ロ
。
⑭
］
④
１
画
Ｐ
圏
Ｊ
１
①
。
な
お
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
七
四
年
に
国
法
銀
行
券
の
財
務
省
に
よ
る

允
換
の
制
度
が
出
来
る
前
に
は
法
定
巡
備
率
は
銀
行
券
償
務
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
て
い
た
。

（
鍋
）
】
す
三
・
》
ロ
ロ
・
ｍ
Ｓ
ｌ
ｇ
・
闇
⑤
１
９
．

（
釦
）
南
北
戦
争
後
の
証
券
担
保
コ
ー
ル
ロ
ー
ン
市
場
の
実
態
に
つ
い
て
は
巨
扁
円
の
》
旨
ｅ
・
・
目
§
・
員
員
百
．
〆
国
を
参
照
。

（
虹
）
当
時
の
銀
行
間
資
金
融
通
の
実
態
に
つ
い
て
は
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
の
論
文
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
○
・
○
・
Ｆ
。
、
【
一
己
『
（
》
８
．
，
一
（
・
》
閂
》
Ｐ
］
Ｃ
‐

日
目
］
。
［
勺
○
一
一
二
ｓ
］
同
８
口
○
日
『
》
ぐ
。
一
・
＄
》
Ｓ
ｍ
］
》
ご
己
．
］
圏
１
ｓ
・
圏
頤
ｌ
Ｓ
・

（
蝿
）
手
形
市
場
の
発
展
に
つ
い
て
は
特
に
次
の
文
献
を
参
照
に
さ
れ
た
し
。
淳
．
。
．
Ｃ
『
の
①
［
・
円
一
】
の
○
．
白
日
の
Ｒ
冨
一
で
苔
⑦
『
国
Ｃ
Ｅ
ｍ
の
冒
昌
の

ロ
ヨ
【
の
□
の
画
｛
①
の
》
』
②
圏
匂
、
］
〕
、
己
・
口
亜
躬
・
缶
・
田
。
二
一
戸
の
苞
皀
豈
の
○
（
）
ヨ
コ
】
①
『
、
ご
－
勺
■
こ
の
『
冨
臼
・
犀
①
｛
。
］
畠
］
・
の
｝
】
四
℃
・
旨
》
Ｆ
・
向
。
□
■
ぐ
一
ｍ
。
。
ご
・

、
斧
・
》
つ
つ
．
⑭
目
ｌ
雪
。
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（
鍋
）
○
・
シ
・
両
・
の
。
。
』
菌
『
【
》
。
｛
）
ｈ
一
【
・
》
目
・
ｇ
ｌ
］
》
農
》
シ
・
○
．
。
『
の
⑦
『
．
。
□
・
向
一
［
・
》
ロ
ロ
・
巴
－
ん
。
．

（
仏
）
缶
。
。
。
。
『
の
瓜
・
】
ず
昼
。
。
ご
己
・
閉
１
ｓ
。

（
妬
）
な
お
、
コ
ー
ル
市
場
が
ア
メ
リ
カ
金
融
市
場
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
株
式
取
引
方
法
は
論
理
的
に
は
そ
れ
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
た
と
み
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
－
－
１
－
ヨ
ー
ク
で
は
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
に
み
ら
れ
る
一
一
週
間
毎
の
長
期
決
済
で
は
な
く
、
現
金
決

済
の
方
法
が
主
流
と
占
め
て
お
り
、
マ
ー
ジ
ン
取
引
の
発
展
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
銀
行
制
度
が
コ
ー
ル
ロ
ー
ン
を
手
形
市
場
よ
り
多
く
証
券

市
場
に
放
出
な
い
し
受
入
れ
た
鯖
采
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
支
配
的
と
な
っ
た
取
引
方
法
に
よ
っ
て
証
券
市
場
の
短
期
資
金
吸
収
も
イ
ギ

リ
ス
に
比
し
て
相
対
的
に
多
く
な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
的
取
引
方
法
に
よ
っ
て
証
券
市
場
の
投
機
性
が
激
化
さ
れ
た
と
の
見
解

も
あ
る
が
、
論
理
的
に
は
基
本
的
に
は
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
榊
造
と
金
融
市
場
の
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。


